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プロローグ　武たけ内うち奈な月つきはにげだした







　殺風景な部屋の中、制服姿の奈月は佇たたずんでいた。

　部屋が空っぽなのは身辺整理を行った結果だが、元から大して荷物があるわけでもない。

　武内奈月としての身分を得たのが一年ほど前。

　それと同時に住み始めた家だが、いずれ出て行くことを考えていたため、あまり物を購入することはなかった。

　一人暮らしにしては広い３ＬＤＫのマンション。ファミリー向けの物件のはずで、どこの誰かも知らない武内家が住む家をそっくり奪った形になる。

　だが、武内家が辿たどった運命を奈月は知らない。奈月は武内奈月という身分を買っただけで、この家はそれに付随してきたにすぎないからだ。

　がらんとした部屋を前に何も感じないと言えば嘘うそになるだろう。多少の寂せき寥りよう感を奈月は覚えていた。

　奈月は自分の部屋を出た。

　家を出る前に隣の部屋をのぞく。崎さき山やまの部屋だった。

　崎山はこの街にきてからずっと奈月の周りをうろちょろしている変わった男だ。奈月が殺人鬼だと知っても特に変わりがなく、その揺るぎなさに興味を覚えて飼うことにしたのだ。

　部屋の壁は奈月の写真で埋め尽くされていた。

　実にわかりやすい部屋だが、だからと言って奈月は特に何も思わない。写真ぐらい好きにすればいいだろうと考えている。

　だが、その写真の中に野の呂ろ愛あい子こや坂さか木き睦むつ子このものが含まれているのには多少いらついた。対象は一人に絞り、ずっとつけ回してこそストーカーの鑑かがみというものだろう。ぶれてどうする、と思ったのだ。

　奈月はこの家を出ることを崎山には伝えていない。伝える義理もない。

　追ってきたければ、勝手にすればいいのだ。崎山が今どうしているのかは知らないが、奈月が戻ってこないことにはすぐに気付くだろう。

　しばらく前から奈月は、この街にソレがいる気配に気付いていた。

　最初は自分を探しにやってきたのかと慄おののいたが、ソレの動きには特に目的が感じられなかった。少なくとも奈月が目的ではないのだろう。

　だが、奈月はソレに見つかるわけにはいかなかった。

　気配を感じて以来、できるだけ目立たないようにはしていた。人の多い時間帯に通学し、授業が終われば人に紛れて帰る。

　だが高校生である以上、一目でも見られてしまえばすぐに足がつくだろう。星せい辰しん高こう校こうの制服は独特だからだ。学校が特定されてしまえば逃れることは難しい。

　ソレが無目的に街を動いているのならば、偶然見つかってしまうこともあるだろう。

　ソレがこの街を立ち去る可能性もあるが、それがいつになるのかはわかったものではない。逃げるなら気付かれていない今のうちだ。

　奈月は部屋の時計を確認した。

　十二月上旬、金曜日の十四時。今から学校に向かっても、授業には間に合わないだろう。

　だが奈月は学校に向かうつもりはない。このまま逃げ出すつもりでいた。

　退学の届け出をした方がいいのかとも考えたが、受理されるまでに時間もかかるし、武内奈月という身分を捨てるならそれもどうでもいいことだ。

　ただ、それならば学校の制服を着る必要はないはずだった。無意識に着替えていたのだが、まだ多少の心残りがあるのかもしれない。

　とりあえずこの街を出るとして、どこへ行けばいいのか？　行き先について思案しているとインターホンが鳴った。

　荷物が届く予定はないはずなので、何かの勧誘かも知れない。無視してもいいが、さっさと追い返して、ここを出て行った方が効率的だろうと奈月は考えた。

　奈月は玄関に行きドアを開けた。

「やっほー、奈月ー！　学校いこー！」

　星辰高校の制服を着た少女が脳天気な声を上げていた。

　隣の家に住む丸まる山やま由ゆ里り香かだ。

　いつもなら玄関を出たところで出会って一緒に学校に行くのだが、こんな時間にわざわざ家にやってくるとは奈月は思ってもいなかった。とっくの昔に学校に行っていると思っていたのだ。

　由里香は奈月の友達だった。

　少なくとも由里香はそう思っているらしい。奈月も学校の知り合いの中では一番親しいのは確かだと思っていた。

「なぜこんな時間から学校に？」

「寝坊しちゃったから」

「もう休もうとは思わないの？」

　行くだけ無駄だろうと奈月は思う。最後の授業に間に合うかも怪しい。

「そりゃあ正義の勇者としてはまずいと思うんだ。寝坊は不可抗力だとしても、それで休むのは違うくない？」

　奈月は意外に感じた。由里香はずぼらな性格だと思っていたが、案外真面目らしい。

　奈月は少し考えてから、鞄かばんを手にした。







　奈月たちは駅を出て学校へ向かっていた。

　どこかで隙を見て立ち去ればいい。

　そう思っていた奈月だが、結局ここまで一緒に来てしまっていた。強引に去ってもよかったが、それはなぜか躊躇ためらわれたのだ。

　ここから学校まではまっすぐ歩いて五分ほどの距離だ。

　今さら急いでも仕方が無いということか由里香はのんびりと歩いていて、奈月もそれに合わせている。

「そういえば、なぜ私が家にいると思ったの？」

「人のいる気配がしたような？」

　由里香は妙に押しが強かった。

　奈月は、纏まとわり付いてくる由里香にあからさまに嫌悪感を示し続けた。なのに全く気にする様子がなかったのだ。

　前に、なぜそんなにしつこいのかと聞いたことがある。

「お隣さんとは仲良くするものじゃない？」

　とのことだった。

　無視しても勝手に横を歩いていて、結果的に学校に一緒に向かっている。当初は殺そうかとも思ったが、身の回りの人間を殺すのは最後の手段だ。

　何度も繰り返され、次第にどうでもよくなってきて、今ではそれほど嫌な気はしなくなっていた。

「……勇者なの？」

「随分間があったね。そう。勇者になったんだ。悪人をばしばしやっつけるの。勇者なんて珍しくない？　早く化け物とか、魔王とか出てこないかなあ」

　奈月にはそれが本気なのか冗談なのか判別できなかったが、付き合うことにした。

「そう。けど勇者なら知ってる」

「へぇ？　でも本当かなぁ？　適当言ってない？」

「倒した相手が起き上がって仲間になりたそうに見つめてくる」

「それ、魔物使いじゃないの？」

　ネタをわかってもらえたようで奈月は少し気分がよくなった。

　なんでもないような会話をして、たわいも無いことで笑う。これが奈月の求めていたものなのかもしれない。

　だが、それも今日で終わりだ。

　これ以上この街に居続けることはできない。ぐずぐずしていればそれだけ見つかる可能性が高くなる。一刻も早く逃げ出さなければならない。

　しかしその決断は遅すぎたのだろう。後ろ髪を引かれ悩むうちに、運命は奈月を捉えていたのだ。




　男が、立っていた。




　ほんの数メートル先。こんな距離までまったく気付けなかった。

　気配を消してやってくる可能性を奈月は考えていなかった。

　馬鹿みたいに強大な力を垂れ流し続ける存在が、そんなせせこましいことをするとは思ってもみなかったのだ。

　緊張に身体が強こわばり、恐怖に視界が狭まる中、奈月は奇妙なものを見た。

　男は意外なものを見たという顔をしているのだ。

　ソレが奈月を探しているわけではないという推測は当たっていたのだろう。

　なので驚いている。

　奈月がここにいることに驚いて動きを止めてしまっている。

　それは最悪の中にあらわれた、一瞬の好機だ。

　由里香を置いて行っていいものか躊躇うも、一緒にいる方がより危険だと判断する。

　奈月は全力で逃げ出した。







第一章　いきなりのラスボスバトル







「戦えないヒロインは空気になる法則ってのがあるのよ！」

　いつものようにテンションの高い姉を、弟の坂さか木き雄ゆう一いちは生温かい目で見つめていた。

　今回の議題もまったくもってサバイバルとは関係がない。

　金曜日の放課後。

　旧校舎にあるサバイバル部の部室には、部員と顧問教師が集まっていた。

　雄一は長机の前に座り、やる気なさげに頬ほお杖づえを突いている。

『これからのヒロインとは！』

　そう書かれたホワイトボードの前で興奮気味なのは坂木睦むつ子こ。サバイバル部の部長で雄一の姉だ。

　長い黒髪にナイフを模した髪留めをいくつもつけてまとめている。スレンダーな体形で、校内でも有数の美少女として知られるが、奇き矯きような性格と行動のせいで男は寄りつかないらしい。

　雄一の目には睦子の頭上に『姉ちゃん』という文字が浮いているように見えていた。

　これはソウルリーダーという能力のためで、この文字は世界における役割をあらわしているとのことだ。

「お姉さん……それなんかグサっ、ときましたよ、今！」

　そう言うのは雄一の隣に座る小柄な少女。『ヒロイン』の文字を頭上に浮かべる野の呂ろ愛あい子こだった。

　もともとは『吸血鬼』で、『吸血姫』になったこともあるが、それは一時的なものだったらしく結局は『ヒロイン』に落ち着いたらしい。

「前にヒロイン力５とか言われたし……」

　ぼそりと愛子がつぶやくのを雄一は聞いていた。幽霊騒ぎの時に壇だんノの浦うら千ち春はるから言われたことをまだ気にしているらしい。

「坂木さん！　なんだか私も他人事じゃないように感じるのだけども！」

　追随したのは雄一の向かい側に座っている副部長の織おり原はら加か奈な子こ。

　おっとりとした雰囲気の少女で『異世界マニア』だったり『異世界作家』だったりしたが、今では『ヒロインⅢ』となっている。現役女子高生ラノベ作家としても有名だ。

　この部にはもう一人『ヒロインⅡ』の武たけ内うち奈な月つきがいるのだが、今日は無断欠席をしているのでここにはいない。

　ただ、来ていたところで部活には参加しなかっただろう。ここ最近の奈月は用事があるのか、授業が終わるとすぐに帰るからだ。

　元々は『殺人鬼』だったため、何かよからぬことをしているのではとも思うのだが、そんなことを聞けるわけもなくうやむやなままになっていた。

「私は能力なしでも十分に戦えるつもりではいるがな」

　少し離れた場所からそう言うのは部の顧問である式しき谷たに真ま希き那な。眼鏡が様になる女性教師だ。

　以前は敵対していたが、どういうわけか能力を封印し、仲間面をして部活に参加している。

　彼女はアウターと呼ばれる、運命の外側の存在らしいが雄一は未いまだにそれがなんなのかはよくわかってはいない。

「あんたヒロインのつもりなのかよ……」

　げんなりとして雄一は聞いた。

「うん？　もちろんそのつもりだよ。もし私の頭上に文字が表示されたならば『ヒロイン』とはっきり出ていることだろう」

　アウターには文字が表示されない。文字はその人物が所属する世界での役割をあらわすらしいが、アウターにはその役割がないのだ。

　――ま、敵がわかりやすくていいけどな。

　アウターはとりあえず敵だと思えば問題ない。雄一はそう割り切っていた。

「で、空気ってなんだよ、人気がないってことか？」

　睦子はスラングや略語を誰もが知っているかのように喋しやべることが多い。なので雄一は疑問に思えばすぐに確認するくせが付いていた。

「人気のあるなしじゃなくて、そうね、あ、いたんだ！　みたいに存在を認識されない感じね！」

「でも、戦えないってどういうことですか？　普通は戦ったりしないと思うんですけど……」

「ああ、前提条件が抜けていたわ！　バトル物のストーリーでは、ってことね。ラブコメとかだと別に戦わなくても、ちょっとこじゃれた感じをやってれば十分に存在感は示せるもの！　でも、バトル物の場合、戦えないと空気になるってのはまぁ単純な話よね。バトル物では戦えないなら出番がないの！　戦う主人公の背を預かるようなヒロインじゃないと、次第に忘れられていくのよ！」

「出番ですか……」

「出番……」

　愛子と加奈子の二人は思うところがあるのか、ぽつりとつぶやいて黙ってしまった。

「他には少年漫画のスポーツ物のマネージャーとか？　スポーツが主軸で男同士の友情がメインとかだとどうしてもヒロインがどうでもいい感じになっちゃうのよねぇ」

　雄一はそう言われて有名どころのスポーツ漫画を思い出した。

　確かに最初はいたはずのマネージャーがいつの間にかどうでもいいような存在になったり、ひどい場合にはいつの間にかいなくなっている。

「やっぱり……戦うべきなんですね」

　何かを決意したかのように愛子が言う。

「おいおいおい、何とどうやって戦うつもりだよ？」

「それは……あの、ほら、お兄ちゃんみたいに、あの力であんな感じで」

　加奈子の手前ぼかして言っているが、あの力とは吸血鬼の力のことだろう。確かに吸血鬼の力があれば十分に戦える。

「私……魔法が使えるような気がする！」

　加奈子までおかしなことを言い出した。

　だが、加奈子は実際に魔法を使ったことがある。ただし、その事件の記憶は加奈子の中では曖昧になっているようだ。

　もともと非現実的な現象に直面した際には現実逃避するような少女だ。

　なので、よくわからなくなっているならそれはそれでいいだろうと、部の面々は口裏を合わせることにしていた。

「ま、出番とかの話はともかくとして単純に、男女の親密度には距離と時間が密接に関わっているのよ！　近くにいるほど！　会っている時間が長いほど親密度は増すの！　これは単純接触現象と呼ばれているわ。人間の脳は長時間接しているものに好意を持つようになっているのよ。アメリカの心理学者、ロバート・ザイアンスが論文として発表したことから、ザイアンスの法則とも呼ばれているの！」

「それ、当たり前の話じゃないか？」

「そう。当たり前の話。けれど、普段それを意識しているかしら？　意識するのとしないのとでは雲泥の差だわ！　なので異性に好かれたいなら、できるだけ近くに、長くいることが重要なの！　なんなら直接触れることね！」

「姉ちゃんに恋愛を説かれても説得力ねーな……」

　これまで恋人がいたことなどなかったはずだし、恋愛にはとんと縁がないはずだ。

「あの、でもですね。それってもともと嫌われてる場合だと逆効果ってことはないですか？」

　愛子が手を挙げて聞く。

「それがね、慣れちゃうのよ。こんな奴やつ大嫌い！　と思っていたとしてもね、ずっと側そばにいるとそれなりに愛着がわいちゃったりするものらしいわ！」

「そんなにうまくいくのかよ？」

　半信半疑で雄一は聞いた。

「人間の脳は結構単純なの。ずっと側にいる。嫌いなら側には寄せないはずだ。だから好きなんだ、と錯覚しちゃう。吊つり橋効果も似たようなものね。吊り橋の上で告白すると成功しやすいっていうあれよ。あれも、高所でドキドキしているのを、恋愛のトキメキと勘違いしちゃうってだけの話だし」

「あ、あの、じゃあ私が誰かを好きなのって結局勘違いだってことなんですか？」

「極論そういうことね。錯覚、勘違い、幻想。恋愛感情っていうのは人間が高度な知性を獲得したために必要にせまられて生み出されたものだから。動物としての人間は子孫を残すために番つがう相手なんて別に誰だっていいのよ、遺伝子をシャッフルして多様性を生み出してるだけなんだから。けど頭がよくなってしまった人間には、誰だっていい、じゃ納得できない。納得するための理由が必要になってくる。そのために恋愛感情が発生した……っていうのが私の考えなんだけど、ま、もちろん異論があることは百も承知よ」

　愛子は納得していない様子だが、睦子は説き伏せるつもりはないようだった。

「で、人間のこんな性質から生み出された恋愛テクニックがあるわ。聞きたい？」

「理論には納得いきませんけど、興味がないと言えば嘘になります」

　愛子は興味津々だった。

　加奈子も興味なさそうにしてはいるが、若干前のめりになっている。

「それはね。プレゼントをしてもらったり、何か手伝ってもらったりすればいいのよ」

「プレゼント作戦ってことですか？」

　大して新規性のない、当たり前の手法に愛子が首をかしげる。

「違うの。プレゼントをあげるんじゃなくてもらうの。手伝ってあげるんじゃなくて、手伝ってもらうの。そう仕向けるのよ。すると相手は、なぜ手伝っているのか、嫌いなら手伝わない、好きだから手伝っている、とこう解釈しちゃうわけよ。無意識にね」

「ま、無茶苦茶嫌われてたら、無理そうだよな」

　それは好意が多少なりともあれば、ということだろう。

　今の理論には愛子も納得できたらしく、目から鱗うろこが落ちたという様子だ。

　すると他にもそんなテクニックはないのかということになり、女子三人が恋愛話に花を咲かせ始める。

　雄一は一人取り残されたようになり、なんとなく振り返って窓の外を眺めた。

　かすかな音がした。

　普通なら気付かない、無視してしまうような音だ。

　だが、雄一はそれに違和感を覚えた。軽視してはならないと直感した。

「野呂！」

　こんなことはもう何度目になるのか。雄一は、隣の愛子を抱き抱えた。

　一瞬遅れて窓ガラスが割れる。

　ガラスの破片が飛び散る様と、靴底を雄一の目は捉えていた。

　それを為なしたのは何者かの跳び蹴りだ。

　ガラスの破片が部員には当たらないと判断してから雄一は跳び退のいた。

　何者かがガラスの破片と共に長机の上に降り立つ。

　雄一は愛子を抱き抱えたままその人物を見上げた。

　そこにいるのは『伝承者』の文字を頭上に浮かべる少女だ。

　それが誰なのか、雄一にはすぐにわからなかった。

『伝承者』の文字に何人かの心当たりはあるが、この少女はその誰でもないのだ。

　一人はクラスメイトの柳やなぎ沢さわ小こ雁がんだが、男なので該当しない。

　もう一人は音楽科の壇ノ浦千春。こちらは女ではあるが胴回りがかなりの太さなので、今机の上に立っている細身の少女とは異なっていた。

「これはこれは。鳩はとが豆鉄砲を喰くらったような顔というのがそれなのか？　坂木雄一！」

「誰だよ！　お前！」

　声を聞いた瞬間に正体はわかってしまったのだが、そう言わずにはいられない。

　その声は壇ノ浦千春のものだった。

「え？　壇ノ浦さん？　え？」

　雄一の腕から下りた愛子は驚きの声をあげた。

「はははっ！　その通りよ！」

「それはわかったけど、なんで窓ガラス突き破って入ってくるんだよ！」

「睦子老師に、恋愛にはインパクトが大事だと言われてな。実践してみたのだよ。強烈なインパクトを与える、相手は忘れられなくなる、四六時中我のことを考えるようになる、ずっと考えるということは好きなのかも？　という作戦よ！」

「姉ちゃん！　このはた迷惑な恋愛理論をこれ以上広めるのはやめてくれ！」
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　先ほど睦子が話していた恋愛理論の応用だろう。しかし迷惑なことこの上なかった。

「別に広めたりはしてないわ！　ちょっとした乙女のアドバイスじゃない！」

　睦子は心外だと言わんばかりだ。

　雄一は加奈子を見た。

　ノートを広げてぶつぶつ言いながら何やら書いている。現実逃避中のようだった。ならこのまま放って置いても大丈夫だろう。

「えーと、色々と聞きたいことはあるんだけど、まず、何しに来た？」

　雄一は千春に聞いた。

　ただインパクトのためだけにやったと言うなら張り倒したくなってくる。

「うむ。共鳴とやらが始まったのだよ。それでいち早く知らせねばと思ってな。こうして我自らやってきたのだ」

「お前以外の誰がやってくるってんだ!?　てか、まず電話しろよ！」

「せっかくだから屋上からロープで侵入しようと思い立ったのだ！」

「せっかくの意味がわからねぇ！」

　外を見てみればロープが垂れている。屋上からラペリングで下りてきて窓ガラスを蹴破ったのだろう。

　身体能力だけは大したものだと雄一は思った。

「あの、どうやったらそんなに痩せられるの!?」

「気にすんのそこかよ、野呂！　いや、気になるけどな！」

「ふふっ！　あの姿を坂木雄一はお気に召さなかったようなのでな。壇ノ浦流痩身術で痩せてみたのだよ！」

　別人のように痩せた千春が胸を強調するように突き出す。痩せても胸はあまり減らなかったようだが、今の千春は以前の三分の一ぐらいの質量だろう。

「前に会ったのは十一月の中頃だったよな？」

　あれから数週間でここまで痩せられるとは、にわかには信じがたい。

「その、具体的な方法は！」

「なに食いついてんだよ、野呂！」

　愛子がこれ以上痩せる必要はないのではと雄一は思うが、女子にとっては重要なことなのかもしれない。

「ふっ！　簡単なことよ。入力を減らし、出力を増やす！　それだけだ！」

「その簡単なことができないから、世の中ダイエット術であふれてるの！」

　愛子が珍しく怒った。千春のあっさりとした言いぐさが余程腹立たしかったようだ。

「まあ壇ノ浦家秘伝の薬を併用したことは言い添えておこう！」

「その薬って……」

「やめとけ、野呂」

　物欲しそうな愛子を雄一は制止した。

　武術と薬は密接な関係にある。現代科学では未だ解析できないような秘伝の薬を伝える流派もあるだろう。

　だが、ここまでの効果をあらわす薬となるとかなり怪しい代物で、素人が手を出せるようなものではないはずだ。

「まあダイエットは置いといてだ、共鳴が始まってるんだよな？　敵の場所はわかるのか？」

「わからぬわ！」

　千春は自信満々に言い放った。

「何しにきたんだよ！」

「頭の向きを変えてみろ。共鳴の間隔や大きさが変わるだろう。変化の大きさからなんとなく神じん器ぎの方向がわかるはずだ。慣れれば具体的な位置もわかるようになる」

　真希那が苦笑気味に助け船を出す。

「では……む！　確かに……いくつか感じはするのだが……一番近いのはこちらか？」

　千春が首をかしげながら、割れた窓を指差す。

　皆がそちらを見るも、もちろん何があるわけでも、誰がいるわけでもない。少なくとも視界の範囲内に神器保持者がいるわけではないようだ。

「と、なるとこっちから出向くってのも難しいのか……って、もにかがやばいだろ！」

　もにかは神器を持っているが、宿してはいないので共鳴に気付けない。

　雄一はあわててもにかに電話をかけはじめた。
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　千春が指差した先。そこには三人の男女がいた。

　武内奈月が逃走を開始した直後のことだ。

「ん？　んんん？　奈月？」

　丸まる山やま由ゆ里り香かは戸惑い、あたりを見回していた。

　国道沿いの歩道。学校までは後五分の地点。

　先ほどまでいたはずの奈月が、またたく間に姿を消していた。

　目の前には爽やかな見た目の青年と、長い前髪で顔を隠すようにしている陰鬱な雰囲気の少年がいるだけだ。

　そしてその混乱に拍車をかけるがごとく、共鳴まで始まっていた。

　以前にも感じたことのある、羽虫の羽ばたきのような鈍い音が頭の中で響いている。

　その音の大きさは、敵がすぐ目の前にいることを示していた。

「いや……右腕を見に来て、まさか彼女に出会えるとは思っていなかった。君に会うために気配を抑えてたんだけど、それが功を奏したのかな？」

　青年の言葉で由里香は我に返った。

　彼女というのは奈月のことだろう。

　知り合いなのかもしれないが、姿を見た瞬間に逃げ出すなど尋常ではない。

「ちょっと！　奈月に何の用なの!?」

「ここでは奈月と名乗っているんだね。けど困ったな。用があるのは君にだったんだけど、奈月くんにも用はあるんだ。ま、でも今は目の前の君に相手をしてもらおう。女性を前にして、他の女性のことを考えるのも失礼な話だしね」

「なに!?　争奪戦をしにきたってこと!?」

　そのはずだが少しおかしいと由里香は考えた。

　敵の位置を知るには共鳴を待つ必要があるはずだ。なのに、彼らは共鳴が始まる前に由里香の前にあらわれていた。

「僕はこのゲームの主催者なんだ。開催にあたっていろいろと準備をしなくちゃいけなくてね。今日はその為ためにやってきたんだよ」

　主催者がいるとは知らなかった由里香だが、言われてみるといてもおかしくはない。神器争奪戦にはなんらかの意図が感じられるからだ。

「もしかして、この共鳴ってあなたが起こしてるの？」

「ん？　ああ、今回共鳴が始まったのはたまたまだよ。共鳴は神器同士で勝手に起こるものだからね」

「そう。で、用ってなに？」

「君に参加資格があるかを試したいんだよ。この子と戦ってもらえるかな？」

「こんなところで？」

　戸惑いながらも由里香は鞄に右手を入れ、隠し持っていた銀玉鉄砲を掴つかんだ。

　駄菓子屋で購入した、新聞紙一枚を貫くこともできないちゃちなおもちゃだ。

「人払いのお呪まじないはしておいたよ。少しの間なら大丈夫。けど、こんなことなら結界を張ればよかったな。そうしたら彼女にも逃げられずに済んだんだけど」

　青年が少し悔しげにしていると、側にいる少年が聞いた。

「お、おい！　本当に僕がやるのか？　大丈夫なんだろうな？」

「君の能力なら大丈夫だよ。けど今回は試験だからね。好きに暴れてくれていいけど、結果が出たら止めさせてもらうよ」

　その能力を使ったことが無いのか、自信が無いのか。少年はおっかなびっくりという様子で前に出た。

　少年が近づいて来たことでよりはっきりとわかる。彼が神器保持者だ。

　神器保持者は倒さねばならない。それが由里香の、正義の勇者としての結論だ。

　神器の保持者になってしまうのは不可抗力の場合もある。だが願いが叶かなうことを知り、進んで争奪戦に参加する人間はろくなものではない。

　それは悪だ。

　そして悪なら倒してしまって構わない。

　由里香は銀玉鉄砲を抜き撃った。

　銀玉鉄砲は右腕ごと黒い炎に包まれている。この炎が、おもちゃの銃に本物と遜そん色しよくのない威力を与えるのだ。

　少年は、大して速くもない由里香の抜き撃ちにまるで反応できなかった。

　弾はあっさりと少年の額に命中する。

　だが、それだけだった。

　表面を銀色に着色しただけのおもちゃの弾は、現実的な威力しか発揮しなかった。

　額に弾はじかれ、地面を転がるという当たり前の結果を見せただけだったのだ。

　静寂が訪れた。

　由里香と少年は共に驚き、固まっていた。

　由里香は、能力が発揮されなかったことを。

　少年は、この局面でおもちゃの銃を撃ってきたことを。

「ああ、これは解説がいるかな？　お互い何が起こったのかよくわかっていないみたいだし」

　一連の行動を見ていた青年が呑のん気きな声で言う。

「君の能力は武器の強化だね。おもちゃの鉄砲でも人が殺せるようになる。能力名は何か付けたかな？」

　戦っている最中だというのに、青年は平然と話しかけてくる。

　由里香は無視した。能力名など知ったことではない。

「名前を付けたほうが盛り上がるってものだけどね。じゃあそうだな。ＡＲＭＳアームズとでも呼ばせてもらおうか。腕と武器ってことでちょっと単純だけど、わかりやすいし。で、この子の能力はスキルイーターだ。簡単に言えば能力を喰らう能力。つまり能力を無効化したりできる」

「何がアームズだよ。お前！　知ってたんなら教えろよな！　もし無効化できなかったらどうするんだよ！」

　少年が青年に食ってかかる。

　由里香は後あと退ずさった。

　打つ手が、ない。

　おもちゃの武器ならまだ持っている。だが、能力が無効化されては何の意味も無い。

「さすがに僕でも、発動するまではどんな能力かはわからないな。それに一度や二度ぐらいなら死んでもどうにかなるよ。命の予備は持ってるだろう？」

「まあいいや。とにかく神器の能力でも無効化できるってことだよな？　ははっ、この手の異能バトルで能力無効化ってまさにチートなんじゃないか？」

　由里香は考える。

　確かに能力の無効化は脅威だ。だが、それは無条件に使えるものなのだろうか。

　神器争奪戦は少年が言うように異能の戦いだろう。

　そしてそこには邪神の意図がある。神器をばら撒まき、共鳴で戦いを強制する仕組みがある。つまり戦わせたがっているのだ。

　完全に公平な状況とまではいかなくとも、あまりにも一方的な展開は望んでいないのではないか。ならば弱点や制限があるのではないか。

　考えている間にまたもや少年が近づいてきていた。

　先ほどに比べれば余裕のある歩き方だ。能力を無効化できたことで自信をつけたのかもしれない。

　由里香は少年を観察した。

　制服は由里香と同じ星せい辰しん高こう校こうのもの。武器は持っていない。近づいてくるということは、遠距離攻撃手段がないのだろう。

　ひょろひょろとした体格で、力はさほどなさそうだ。運動が得意な由里香なら取っ組み合いでもなんとかなるかもしれない。

　近づいてきた少年は腕を振るった。

　拳は作らずに手を開いたまま。平手打ちのつもりかもしれないが間合いが離れすぎている。

　笑ってしまいそうになるぐらいの、ふらふらとした遅い攻撃。

　避けるまでもないが、由里香は一歩後ろに下がった。

　見当違いの空間を少年の掌てのひらが通過する。

　途端に悪寒が走った。

　強烈な喪失感に由里香は青ざめた。

　何かが失なくなった。けれど何を失ったのかがわからない。

「今の……何!?」

　由里香は、混乱から思わず敵に聞いてしまっていた。

「そっちがスキルイーターの本命だよ。他者の能力を喰らって奪う能力だ」

　わざわざ能力の正体を明かす意味などない。デメリットしかないはずだが青年は気楽に答えた。

「無効化が能力だってさっき……」

「スキルイーターはどちらもできるんだよ。向けられた能力は喰らうことで無効化できるし、近づいて喰らえば能力を自分のものにすることができるんだ」

「ちっ、なんだこれ？　先制攻撃回避？　外れかよ」

　一旦距離をとった少年が吐き捨てるように言った。

「それは仕方ないね。どの能力を奪えるかはやってみるまでわからないから。ちなみに先制攻撃回避は出合い頭に攻撃されても当たらないっていう能力で――」

　青年が少年に解説を始めている。

　由里香は逃げることを考え始めていた。今すぐには打開策を思いつけない。逃げて時間を稼ぐことしか考えつかない。

「――逃げるのはお勧めしないな。これは試験なんだ。この局面をどうにかしてやろうというやる気をみせてくれないかな？」

　見透かしたように青年が言った。

　試験だとすれば不合格の場合どうなるのか？　そのまま帰してくれるなどと考えるのは楽観的すぎるだろう。

　――勇者だなんて言われたってなんにもできない……。

　由里香が勇者だとしても、死んだ時に教会で復活する力ぐらいしかない。

　死ねばこの場を脱することはできるかもしれないが、自殺するほどの勇気が由里香にはなかった。

　近づいてくる少年を前に、由里香は立ちすくんだ。

　右腕の能力が通用しないなら由里香はただの女子高生にすぎない。おかしな能力をもつ輩やからと戦う力など何も持っていないのだ。

「そう！　逃げるなよ。もっとましな能力をよこせよな！」

　少年の言葉に由里香は息を呑のんだ。

　少年は由里香に複数の能力がある前提で行動している。

　ならば自分には他にも何か、勇者としての能力があるのではないか。

　気付いた途端、視界におかしなものが映し出されていた。




→どうぐ

　つよさ

　とくぎ

　なかま

　そのた




　白い枠に囲まれた文字が表示されている。

　由里香はこれこそが勇者の力だと確信した。

　なんだか思っていたのと違う気もするが、ゲームを模したものなのだろう。

　カーソルが表示されていて、それは由里香の意思で動かすことができた。

　――でもどうしたらいいの!?

　なにを選べばどうなるのかがわからない。

　だが、悠長に選んでいる時間はなかった。

　由里香は、直感でコマンドを選んだ。

「へぶし！」

　次の瞬間、無様な声を上げながら少年は横に吹っ飛んでいった。

　それを為したのは黒衣の男だ。

　教会で由里香を勇者と呼んだ男、桐生きりゅう蒼そう一いちだった。

　桐生は腰を落とし、拳を真っ直すぐ側面に突きだしている。

　結果から見るに少年を横から殴り飛ばしたらしい。

　少年は地面に倒れていた。吹き飛ばされた先で店の看板をはね飛ばし、壁にぶつかり、地面に落ちたのだ。

「まるゆりよ。ようやく力の使い方を理解されたのですね」

　由里香はなかまコマンドを選択したのだ。

　そして、一人だけ存在していた待機メンバーを仲間に加えた。

「くそっ！　いてぇ！　なんだよ！　不意討ちを躱かわせるスキルじゃなかったのかよ！」

　少年は地面に倒れたまま、無様な体勢で青年を罵ののしっている。

　案外平気なようにも見えるが、手足はおかしな方向に曲がっていた。折れたか、脱臼したかしているのだ。

「先制攻撃回避は戦闘が始まってから、最初の一撃を躱せるというものだからね。戦闘中は効果を発揮しないんだ」

「俺を守るって言ってたじゃないか！　なんで見過ごしてるんだよ！　こんなんなっちゃったじゃないか！」

「大丈夫だよ。先日奪った力で身体は強化されてるし、それぐらいすぐに回復する。けれど、しばらくは動けそうにないね。よし、じゃあ君たちは合格だよ。その娘こ一人だと不安だけど、君が一緒なら大丈夫そうだ」

　青年はいつのまにか少年の側に移動していた。由里香にはいつ動いたのかがまるでわからない。

「私が見逃すとでも？」

　桐生は、青年に向けて構えを取った。

　腰を落とし、足を前後に開く。体重は後ろにかけ、手の甲を下にして両手を前方に、顔をガードするようにして突き出している。

「うん。君がどう思っていようとも、物理的に無理だからね」

　青年は少年の襟首を掴み、跳んだ。

　二人は少年がぶつかった建物、五階建てのビルの上まで一瞬で移動していた。

　確かにこれでは追いかけようがない。

「じゃあね。近いうちに本戦が始まるから楽しみにしておいてよ」

　そう言って青年たちは姿を消した。

　神器の共鳴はいつのまにか終わっていたが、少年たちが逃げ出したこととは関係がないのだろう。

　共鳴は決着が付けば終わると由里香は聞いていた。ならばここではないどこかで勝負が決したのだ。

　桐生は構えをといて由里香に向き直った。

「神器に頼り切っているからこのようなことになるのです」

「そんなこと言われても！　てか、あんた今まで何してたの？　あれ以来何も連絡してこなかったじゃない！」

「私は教会の準備をしております。お喜びください。信者は着々と増えております」

「信者？　なにそれ？」

「はい。勇者を崇あがめる信徒たちです」

　どうやら勇者教とでもいうべきものを、桐生は作り上げているようだった。

　なんとなくその格好からキリスト教関係者なのかと思っていたが、どうやら違うらしい。新興宗教の教祖のようなものかと由里香は考えた。

「まあいいけど。とにかく助かったから。ありがとう」

「当然のことをしたまでです。ただ、まるゆりにはもう少し強くなってもらわないと困りますね。あの程度の者に後れを取るようでは……」

「わかったわよ。レベル上げでもしろってんでしょ」

　視界のコマンドはいつのまにか消えていたが、意識することで再度表示された。

　つよさ、を選ぶ。




　なまえ：まるゆり

　レベル：１

　ちから：５

　たいりょく：１０

　はやさ：６

　かしこさ：２

　うん：２０

　ＨＰ：１５

　ＭＰ：６




　視界に表示された文字群は由里香の強さを示しているようだった。

　由里香は危機感を覚えた。見るからに弱そうな値だ。早さつ急きゆうになんとかしなければならないだろう。

　しかしレベルを上げるといっても何をすればいいのかは不明だ。

　ゲームではないのだから、そこらに手頃なモンスターがいるわけでもない。

　――ま、なんでもいいから倒せばいいか。

　世の中には悪人などいくらでもいるだろう。正義の勇者としてそれらを倒せばいいのだと由里香は楽観的に考えた。

「ま、レベル上げはそこらの生きてても仕方ないようなチンピラで……あ！」

　いきなりのことで混乱していたが、奈月がいなくなったことを由里香は思い出した。

「私は友達を探しに行くから！　じゃあね！」

「わかりました。ですが一つだけ忠告が」

「なに!?　急いでるんだけど？」

　奈月はあの青年を見て逃げたのだ。つまり危険性をわかっていた。

　あの二人組が奈月を追う可能性は十分にあるし、なんとか先に見つけて助けなくてはと気持ちが逸はやる。

「今回のような手法はしばらく使えません。勇者の仲間は最大四人ですが、一度仲間にすると四人以上になるまで入れ替えはできないのです」

「そう、わかった！」

　実際のところあまりよくわかってはいなかったが、由里香はなんとなく走り始めた。
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「さて」

　由里香を見送った後、桐生は本来の目的地に向かい始めた。

　今回は運が良かったということか、桐生は偶然にも由里香のすぐ近くにいたのだ。

　そうでなければ仲間に加えることはできない。遠距離にいる仲間を瞬時に召喚するなどということはできないのだ。

　だがその運の良さも勇者の資質なのだろう。

　――まずは、余計な紐ひもを断ち切っておかなければなりません。

　由里香の勇者としての才能に自信を覚えつつも、桐生は決意を固めた。

　桐生は病院の前にやって来た。

　五階建ての、病院としては中規模な建物だ。

　桐生が中に入る。

　そこには長ランを着た前時代的な不良がたむろしていた。

　彼らは思い思いにソファに腰掛けている。周囲にはタバコの吸い殻や、ビールの空き缶が散乱していた。こんな病院で診察してもらいたいという物好きはそういないだろう。

「これは意外でした。てっきり医療関係のアウターかと思っていたのですが」

「んだと、ゴラァ！」

　不良の一人が立ち上がった。ろくに知性が感じられない雄お叫たけびをあげて桐生につかみかかる。

　肩に手をかけたところで不良が後ろに吹き飛んだ。

　桐生は肩を捻ひねっただけだ。

　相手の動きを読み切り同調する。相手の力を利用し、さらにひねりによる螺ら旋せんの力を加えた。

　不良はバランスをくずし、たたらをふんで、自ら駆けるようにして吹っ飛んでいったのだ。

　不良が派手な音を立てて壁にぶつかり、残りの不良たちが一斉に立ち上がる。

　一人は殴りかかってきた。

　桐生はその腕を左手で掴み、踏み込み、右肘を叩たたきつける。

　一人は蹴ってきた。

　桐生は蹴り足の膝を右掌で打つ。同時に踏み込み、裏拳で顔面を打ち据えた。

　大した技を使うまでもなく、不良たちは次々と倒れていった。

　ある程度を倒した所で不良たちは遠巻きに見守るだけになっている。

　障害はなくなったと見て桐生は奥へと進んだ。

　院長室を見つけそこに入る。

　そこには白衣を着た男が立っていた。

　この男こそが桐生の目的。由里香に邪神の右腕を渡した人物だ。

「実に嘆かわしいですね。病院を不良どものたまり場にするなど、医療従事者の風上にもおけません」

「そんなことを暴力神父に言われる覚えはありませんが」

　桐生が侵入してきたことはすでに知っていたのだろう。余裕の態度だった。

　この男はアウターと呼ばれる存在らしい。定命の存在になど傷つけられる恐れを感じていないのだ。

　戯れに話しかけてはみたが、桐生はこの男と問答をするためにやってきたわけではない。

　桐生はゆっくりと白衣の男に近づいた。

　男は桐生の意図をつかめなかったのだろう。ただ立っているだけだ。それは何をされても自分は死なないという自信の上でもあるだろう。

　桐生は男に密着するまでに詰め寄った。

　左腕でそっと抱き寄せるようにして、右掌を胸に当てる。

　あまりに優しいその動きに、男は敵意を感じることもできなかっただろう。

　震脚。

　強烈な踏みつけが床を砕き割った。

　地を蹴り、その反動で生み出された力は遅滞なく上体へと伝わる。腕を通して余すこと無く相手の胸へと叩きこまれる。

「なっ……」

　白衣の男が驚きよう愕がくに目を見開いた。

　まさか、と思っているのだろう。攻撃を食らうなどとは思っていなかったのだろう。

「何度かあなたたちとやりあってわかったことがあります。速い攻撃は効きにくいということです。どんな理由からかはわかりませんが、攻撃が逸それてしまう」

　銃弾による攻撃がその最たる例だろう。どれだけ撃っても彼らにはまるで当たらないのだ。

「ですが密着状態からの攻撃は逸れようがありません」

　では拳銃を押しつけて撃てばいいのかといえばそうではない。

　その場合は、拳銃だと動作不良を起こす。ナイフなら折れてしまうし、毒薬は化学変化を起こし無力化してしまう。

　だが、世界観保持者の影響力は他者の人体そのものには影響を及ぼしづらいのだ。それは人の存在そのものが、一つの小さな世界だからとも言えるだろう。

　つまり、素手による接近攻撃がアウターには最も効果的だった。

　男が喀かつ血けつし、桐生はそれを浴びた。だが桐生は動じない。

「こ、この程度で――」

　再びの震脚。

　男の胸には表面上の変化は無い。

　だが、その力は全て一点に、心臓に集約されていた。

「あなたたちはとても運がいい存在だと考えればいいと聞きました。一度の攻撃で倒せるとは思っていません」

　生き残れる可能性が少しでもあれば死なない。彼らはそういう存在だという。

　ならば死ぬまでその可能性を削りきればいい。

　桐生は浸透勁けいを連打した。

　男が動かなくなっても桐生は攻撃を続け、確実に死んだと思ったところでようやく男を解放した。

　念のためにと、懐から取り出したナイフを投げつける。それは逸れることなく、男の腹に突き刺さった。これはもうアウターではなく、ただの物と化している。桐生はそう判断した。

「これで、まるゆりも勇者としての偉業に邁まい進しんできるでしょう」

　桐生は満足げにうなずいた。







第二章　久しぶりなので、話を整理してみよう







　十二月上旬の土曜日。

　武たけ井い亮りよう磨まは久しぶりに爽やかな朝の目覚めを迎えた。

　いつもならどういうわけか朝には誰かが起こしにやってきて、誰かが余計なことをしでかし、朝からドタバタと大騒ぎになるのが定番だ。

　だが今日は、目覚ましが数度鳴り響いた後に目覚め、ようやく身体を起こしても部屋には誰もいなかった。

　珍しいこともあるものだとまだぼんやりとした頭で考えていると、階下から大声が聞こえてきた。騒ぎはどうやらリビングで起こっているらしい。

　学校の制服に着替え、階段を下りる。

　リビングに入れば、そこには四人の女の子がいた。

「は？」

　亮磨はその光景に戸惑った。

　予想外の人物がそこにいたからだ。

　姉の琴こと里り、妹の汐しお里り、幼なじみの森もり川かわ美み緒おの三人はいつもの面々で、いつものように朝の食卓を囲んでいる。

　だがもう一人、赤い髪の少女がダイニングテーブルについていたのだ。

　昨日、いつのまにか部屋に侵入していて、亮磨と契約を交わしたエンデという少女だ。　そのエンデが亮磨の高校の制服を着ていて、我が物顔で朝ご飯を食べている。

　琴里は呆あきれた顔でエンデを見つめ、汐里と美緒は凄すさまじい形相でエンデに食ってかかっていた。

　その汐里と美緒は、やってきた亮磨に気付くと途端に矛先を変えた。

「お兄ちゃん！　この人誰なの！」

「亮磨！　これはどういうこと!?」

　そう言われても、亮磨にもどういうことかはわからない。少なくとも昨日の時点ではこの家に居座るなどとは聞いていなかった。

「なんで俺に聞くんだよ……俺だってしらねーよ……」

　どうしたものかと思いながらも亮磨はエンデの隣の椅子に座った。

「おはよう。こんな食事は久しぶりだよ。和食もたまにはいいものだね」

「なんで勝手に飯食ってるんだよ……」

　エンデは堂々としたものだった。

　おそらくこの調子で汐里と美緒の追及を淡々と無視していたのだろう。

「何も人の食事を勝手に食べているわけではないよ。君のお姉さんはこうしてちゃんとボクの分も用意してくれているんだから」

　姉の琴里はおおらかな性格をしている。だが、こんなわけのわからない奴やつに飯を振る舞うほどおおらかだとは亮磨も思っていなかった。

「どういうつもりだよ」

　亮磨はじとりとエンデを睨にらみ付けた。

「しばらくこの家で暮らすことにした。そして君のクラスに転入することにもした」

「はぁ!?　なんでそうなるんだよ！」

「契約を交わした以上、運命共同体というやつだからね。出来るだけ事態の推移はこの目で見ておきたいんだ」

　実になんでもないことのようにエンデは言った。

「そんなこと聞いてないぞ！」

「なんなの一緒に暮らすって！」

「私はそんなこと許可しないからね！」

「これから何が起こるかわからないからね。出来るだけ一緒にいて、状況に逐次対応するのがベストだと思ってるんだよ」

　汐里と美緒も亮磨に追随したが、エンデは亮磨にだけ反応した。実に面の皮が厚い。

「亮磨。さっさとご飯を食べてくれ。一緒に学校に行こう。道すがら今後について話すよ。ああ、幼なじみくんに聞かせる話でもないから、君は先に行っておいてくれよ」

　エンデはようやく美緒を見て言った。

　美緒は顔を真っ赤にして憤慨していた。怒りのあまり声が出ないという様子だ。

「な、なんであんたの言うことなんか聞かなきゃなんないのよ！　というかあんたはそもそもなんなのよ！　なんでいきなりこの家にいるのよ！」

「赤の他人の君に言うことじゃないと思うけどね」

　赤の他人と言われて美緒は言葉に詰まった。当たり前のように武井家へ出入りしてはいるがその自覚はあるのだろう。

「私は妹だから聞く権利があるわ！　この家に住むなんて絶対に許さないんだから！」

「けれど、武井家の末まつ子しである君に、家長の決定に口出しする権利なんてないと思うけどね。ボクは武井家の家長である、武井壮彦氏に許可を得てここにいるんだから」

「そ、そんなの私聞いてない！」

「俺も聞いてねーよ……」

　いつのまにそんな許可を得たというのか。

　亮磨がまさかと思っていると、汐里は携帯電話を取りだし慌てて電話をかけていた。

「もしもし！　お父さん！　え？　……そんな……でも……うん……」

　勢い込んで電話していた汐里だが、次第に意気消沈していき、呆ぼう然ぜんとした様子で電話を切った。

「……海外の取引先の娘さんで、日本に留学するからしばらくうちで面倒見てくれって……」

「これで問題はクリア出来たかな？　じゃあそういうことでよろしく。亮磨は早くご飯を食べてくれ」

「あ、ああ」

　色々と問題のある状況ではあるが、学校には行かなくてはならない。亮磨は慌てて飯をかき込んだ。

　亮磨が朝食を食べ終わったのを見計らい、エンデが席を立つ。すると美緒も一緒に立ち上がった。

「お、同じ学校なんだから一緒に行くのは当たり前でしょ！」

「ふむ。先に行ってくれと言っても無駄だったか、じゃあボクらが先に行くことにしよう」

　そう言って、エンデは続けて立ち上がった亮磨の首にそっと手をかけた。

　そしてあっさりと亮磨の唇に自分の唇を押しつける。亮磨はその一連の流れにまるで逆らうことが出来なかった。

「な！」

　その光景に美緒は固まった。

　亮磨は口こう腔こうの中を妖しく蠢うごめく、生温かい感触に頭が真っ白になる。

「幼なじみくんはフリーズしたか。じゃあ先に行くことにしよう」

　亮磨は呆然と、エンデに手を引かれるがままだった。







　亮磨の通う高校は進学校のため土曜日も午前中は授業があるのだが、休みの学校の方が多いのだろう。通学路に学生の姿は少なかった。

「おま、お前な！　いきなり何してくれてるんだよ！」

　しばらくして正気を取り戻した亮磨はエンデに食ってかかった。

「幾多の少女ヒロインを救ってきた君のことだ。キスが初めてってわけでもないだろ？　なのに君までフリーズするとは思わなかったよ」

「いきなり舌からめてきた奴はいねーよ！」

　思い出すと顔が赤くなる。多少経験がなくもないが、今までのそれは事故のようなものだ。ここまで積極的に唇を奪いにきた相手はこれまでにいなかった。

「ま、とりあえずこれで話はできるようになったわけだから、今後のことについて話し合おうか」

　話し合うといいながらも、エンデの視線は片手に持った文庫本に向けられたままだった。器用に片手でページを繰りつつ読書を続けている。

　読書をやめる気配はないので、亮磨は渋々話を続けることにした。

「結局俺は何をすりゃいいんだよ。邪神がどうとか言ってたよな？　お前、わけわかんないうちに帰っちまっただろうが」

　エンデが現れたのは昨日のことだ。

　協力することを了承したら、邪神の眼球だという物を無理矢理右目に押しつけられた。すると眼球は消えてなくなってしまい、それで満足したのかエンデは部屋を出てどこかに行ってしまったのだ。

「ああ。諸もろ々もろの手続きがあったからね。君の学校に転入したりとか、君の親御さんに連絡を取ったりとか」

「それな。そんな簡単なことなのかよ？」

「まぁ金と権力でどうにかできることなら大抵はどうにかなるね」

　こんな謎の人物がいきなり高校に転入など出来るものなのかと疑問に思う亮磨だが、実に簡単に言い放つエンデだった。

「お前なんなんだよ……一体……」

「ああ、ボクが何者かを説明してなかったっけ？」

「してないな。帰ってきたらなぜか部屋にいて、神じん器ぎ争奪戦とやらに参加しろ以外は言われてないな」

　今思えばあまりにも気安く、二つ返事で契約してしまった。

　いつも何かに巻き込まれて状況に流されている亮磨だが、さすがにもう少し話を聞いてからにすればよかったかと少し後悔していた。

「ボクのことは世界の裏側で暗躍している謎の人物とでも思ってくれていたらいいよ。先ほども言った様に大抵のことはどうにでもできるだけの金と権力を持っているので、暇を持て余しているんだ。だから暇つぶしに今回の神器争奪戦に参加することにした。ボクについてはこんなものでいいかな？　もう少し詳しい説明をしてもいいけど、本題には直接関係がないし」

「その偉いさんがなんだって、俺の家に居候決め込もうとしてんだよ？」

「序盤の主人公の家はセーフゾーンだからだよ」

「は？」

「朝食の席で言ったように、近くで見ていたいというのも嘘うそではないんだけどね。ボクはほぼ不死身と言っていいんだけど、争奪戦に関わるとなれば同類に狙われることがあるかもしれない。今さら生に執着するつもりもないんだけど、折角暇つぶしのために参加するんだ。出来るだけ勝ち進みたいんだよ」

　不死身だなどと実にうさんくさい話だが、エンデの表情を見る限り冗談のつもりではないらしい。亮磨はその点については深く考えないことにした。

　元々このエンデという少女についてよくわかっていないし、一つや二つ謎が増えたところで大して変わりは無いからだ。

「まあいいや。で、今後の話って？」

「まず神器争奪戦について簡単に説明しておこう。文字通り、神器と呼ばれる物を参加者で奪い合うんだよ。亮磨はこれに参加することになった」

　今さら拒否権はないと言わんばかりの口ぶりだった。

「奪い合い……ってのは穏やかなもんじゃないわけだよな？」

「ああ。イコール殺し合いだ。もちろん殺さなくても神器だけ奪えばいいわけだけど、殺してしまうのが後腐れ無くて手っ取り早いだろうね。下手に情けをみせるとそれが命取りってこともあるわけだ。最後の瞬間まで勝敗はわからないわけだから」

「その、目的は神器を全て集めるってことでいいんだよな？」

　集めればいいだけならば、エンデが言うように必ずしも殺す必要は無い。

　今後どんな展開が待ち受けているのかはわからないが、出来れば人が死ぬようなことは避けたいと亮磨は考えた。

「そう。全て集めれば邪神が復活して願いを叶かなえてくれる」

「……ちょっと待て。復活ってなんだよ？　邪神てのが何かわかんねーけど復活したらやばいんじゃねーの？」

　途端に嫌な予感がした。神器を集めるとは聞いたが邪神が復活するなどとは聞いていない。

「そうだろうね。前回は第二次世界大戦が勃発したから、今回復活したら第三次が始まるのかな？」

「おい！」

「心配しなくても大丈夫じゃないかな。第二次も終結したんだし。ま、そこにこだわると話が進まない。それについては後にしてくれ」

　その件について今は何も言う気がないらしい。亮磨は先を促した。

「神器は邪神の身体の一部だ。神器となっているのは、眼球が四つ。腕が六つ。脚は一組、左右揃そろって一つだね。他には心臓、肋ろつ骨こつ、翼はこれも左右で一組だ、頭部、背骨、触手、角、鱗うろこ、ピット器官で合計二十の部位がある。参加者も二十名ということになるね」

「何その化け物！」

　全て組み合わせたところを亮磨はうまく想像できなかったが、何やら禍まが々まがしい物を感じてしまう。

「うん、ボクも完成形は見たことがないので、楽しみにしているんだ。さっき言った神器となっている部位だけが邪神の全てじゃないからね」

「ま、姿はおいとくとしてだ、二十は結構多いよな」

　神器は奪い合いだという。全てと戦う必要はないのかもしれないが、多少うんざりする数だ。

「なに、そう面倒なことじゃない。現時点でもかなり減っているし、これからも減っていくことだろう。省エネを気取るなら最後の一人に挑むという手もあるが、あまりお勧めはしない。神器はそれぞれ固有の能力を持っているんだ。当然、多く持っている方がより有利だからね」

「俺もその神器の一つを持ってるってわけだよな。何か能力があるのかよ？」

　亮磨にとってさして珍しい話でもなかった。様々なトラブルに巻き込まれ、その度にわけのわからない能力を持った者たちには遭遇しているし、自らも突然目覚めた能力を使って危機を乗り越えてきたことがあるのだ。

「神器の能力は、観測された時点で決定する。普通は身に宿し発動した時点なんだけど、ボクたちにはソウルリーダーというものがあってね。これで見てしまっても観測したことになってしまう。普通なら神器を宿した者の性質が能力に影響するんだけど、君の神器はボクの影響を多分に受けてしまっているんだ。そういうわけで申し訳ないが、君の能力は大したことがない」

　大して申し訳なさそうでもなくエンデは言った。

「なんだよその前置きは。いいから言えよ」

「君が宿したのは邪神の上眼なので魔眼となる。つまり何かが見えるとか、見た物に影響を与えるとかそんな能力だね。で、君の魔眼は読んだ本の冊数がわかる」

「意味がよくわからないんだが」

「君が右眼で見ると、視界内の人物の頭上に数字が浮かぶんだ。その数字はその人物が生涯で読んだ本の冊数なんだよ」

「……それで俺にどうしろと？」

　少し考え込んでしまったが、それをどう役立てればいいのかまるでわからなかった。毒にも薬にもならないとしか思えない。

　ありえるとしたら、謎のクイズゲームに巻き込まれ、その際に誰かの読んだ本の数を当てろと言われた場合ぐらいだろうが、そんな機会がやってくるとはとても思えない。

「どうしようもないよ。何かの役に立つことはまずないだろう。ピンチの時にそのしょーもない能力が有効活用出来て逆転なんてことはありえない。役に立つかも？　なんて考えは捨てるんだ」

「断言しやがったな……だったらこんな眼になんの意味があるんだよ」

「能力に意味はないけど、神器は時折共鳴するんだ。つまり他の神器保持者の位置がなんとなくわかるようになっている。こういう仕組みがないと、いつまで経たっても終わらないだろ？」

「大体わかったけど、具体的に俺は何すればいいんだよ？　神器を持ってる奴を探して喧けん嘩か売るのか？」

「まぁ、そうなるね。共鳴を待ち、神器保持者を特定して神器を奪うんだ。ところで君、無関係の一般人は巻き込みたくないなんてタイプかな？」

「そりゃそうだろ」

　亮磨は眉をひそめた。そんなことは当たり前だろうと思う。

「そこらへんの人間を囮おとりに使ったり、肉の壁に使ったりとかは許容できない？」

「しつこいな！　そんなこと出来るわけねーだろ！」

「そうか。それは困ったな……けれどまぁそれはそれで面白いか。主人公補正でどうにかなるかもしれないし」

　エンデは本から顔を上げ、これまでの態度からすれば珍しく本当に困ったような顔をした。だがそれも一瞬のことで、すぐに笑みを見せた。

「敵だよ」

「なに!?」

　亮磨はあたりを見回した。

　だが誰が敵なのかはさっぱりわからない。周りにはごく普通の人々がいるだけだ。

「どこから見てるのかはボクにもわからない。けど、この本には敵視点でボクたちの描写があるから、見られてるのは間違いない」

「視点？　描写？」

「ボクの能力の一つだよ。世界観の一つを選んで本の形で表すことが出来る。過去の出来事なら心理まで含めて正確に。リアルタイムだと少し雑になって、未来は方向性ぐらいはわかる、という程度かな。それはそうと一般人に被害を出したくないということなら、その道を右に曲がってくれ」

　言っていることの意味はわからなかったが、亮磨は言われた通りに進んだ。

「どういうことだよ？　共鳴ってのがないとわからないんじゃないのか？　それとも神器争奪戦とは関係がない？」

「いや、神器争奪戦に関係がある……というかラスボスの登場だよ」

「ラスボス？」

　エンデの言うことは一々唐突で意味がよくわからない。

「察しが悪いなぁ。神器争奪戦のラスボスなんだから、邪神に決まってるだろ？」

「え？　全部集めないと復活しないんじゃねーの？」

　神器は邪神の身体の一部で、全てそろえると復活すると先ほど聞いたばかりだ。

　その復活していないはずの邪神がやってきたと言われても、まるで意味がわからず亮磨は戸惑った。

「ま、そのあたりは本人に聞いてみようか」

　いつのまにかあたりに人ひと気けが無くなっていた。

　エンデの指示に従って進むと、さびれた公園に到着した。迷いのない歩みからするとエンデはこのあたりの地理には詳しいらしい。

　住宅街の中にあるその公園は二十メートル四方ほどの大きさだ。あまり手入れがされていないのか、遊具はさび付き、砂場にはゴミが散乱している。

　公園には二人の男がいた。

　一人はブレザーを着た少年だ。髪が全体的に長く、顔は前髪で隠れているためよくわからない。身長は亮磨とそう変わらないだろう。

　ブレザーから星せい辰しん高こう校こうの生徒だと亮磨は判断した。星辰高校は同じ市内にあるため、その制服は通学中の電車内で毎日のように見かけている。

　もう一人は少年より背も年齢も上に見える青年だ。

　柔和な笑顔を見せているが、いかにもモテそうな雰囲気で亮磨の癪しやくに障った。

「やあ」

　青年は亮磨たちに話しかけて来た。穏やかな物腰で敵意はまるで感じないのだが、公園で出会っていきなり話しかけてきたことに違和感を覚える。

「『邪神』と『依代』だよ。あいつらが敵だ。けど依代って雑だな。神器を宿してるって意味ではそうなのかもしれないけど、それ以外に特徴がないと言わんばかりだ。なんでそんなのが神器を持ってるんだろう？」

「いや、何に疑問を持ってるのかしらねーけど、どういうことだよ？　俺らは逃げてここに来たんじゃないのか？　なんで逃げた先で敵が待ってるんだよ」

「いや、ここで待ってるみたいだったから」

「わざわざ来たのかよ！」

　悪びれもせずに言うエンデに亮磨は憤った。

「けれど、一般人に被害を出したくないんだろ？　あのまま学校に向かっていたらどこで襲いかかられていたか、わかったものじゃないんだけど」

「わかったよ。それはいいとしてあいつ人間じゃねーのか？　さっき言ってた話だととんでもない怪物なんじゃないのかよ？　そもそも本当に敵なのか？　別に襲ってくる感じでもねーじゃねーかよ」

「確かに邪神イコール敵と限ったものでもないか。では本当のところどうなんだろう？　君はボクたちの敵なのかな？」

　エンデはよりにもよって、その敵かもしれない青年に問いかけた。

「そうだね。この子は神器のキャリアだから、君たちにとっての敵になるよ。僕が敵かは微妙なところかな。今はこの子に肩入れしてるけども将来に渡ってもそうであるとはかぎらないし」

　エンデに答え、青年は隣の少年を指差すがそこに緊張感はまるで無い。

　敵だとか、争奪戦だとかそんな様子は微み塵じんも感じられなかった。

「共鳴とやらがあるんじゃなかったのかよ」

　誰にともなく亮磨は聞いた。神器保持者は共鳴でお互いの位置を探って戦いを始める。そんな話だったはずだ。

「期待していたのなら悪かったよ。今回は番外編なんだ。神器争奪戦って性格のものじゃなくてね」

　青年は申し訳なさそうに言った。案外腰は低そうに思える。

「……で、どうするんだよ？　戦うのか？　もしかしてなんか期待してるのかもしれないけど、今の俺は謙けん遜そん抜きでただの高校生だぞ？」

　亮磨はその時々の状況に応じて、様々な能力や武器を使いこなしてきたが、現時点では何もできないに等しかった。

　例えば異世界に召喚されたとなれば、その世界の常識である魔法を使ったりはできるのだが、元の世界に戻ればそれは使えなくなるのだ。

「手はあるから心配しないでくれ。けれど、それよりも相手に戦う気があるのかどうかだな。様子見だと言っていたし、現時点で戦わないで済むならそれに越したことはない」

　亮磨はあらためて青年たちを見た。

　殺気立っている様子はなく、やはり今すぐ襲いかかってくるようには思えない。

「こいつらを食い散らかせばいいのかよ？」

　少年が初めて口を開いた。よほど自信があるのか傲慢な口ぶりだ。

「いや、今回は僕がやろう。アウターが相手だと今の君にはちょっと厳しいかもしれないしね」

　青年は少年をその場に残し、一歩前に出た。

「じゃあやろうか。とりあえず様子見だけど、手を抜くと死ぬよ？」

　青年がそう口にすると、途端に空が暗くなった。

「一般人がどうとか言ってたからね。気を遣ってみたよ。この公園内で何が起こっても外部に影響することはない。あと、戦うのは僕だけだ。この子はまだ戦力にはならないからね」

「なんだこれ？」

　亮磨は呆あつ気けにとられた。

　これぐらいの異常事態は亮磨にとって珍しいことではないが、それでも急に暗くなっては単純に驚いてしまう。

「結界ってやつだろうね。内部でなにをしても外部に影響が及ばないというのが本当であれば、ボクらもこの公園から出られないんだろう」

「その通り。僕が解除するか、僕を倒すかしないとここからは出られないよ」

　どう対応したものかと迷っているうちに、青年は亮磨の目の前までやってきた。

「まいったな。こうまでやる気がないと様子見にもならないんだけど」

　青年は困った顔で右手を頭にやった。亮磨が戦闘態勢に入っていないのを見透かしたのだろう。

「仕方がないな。軽く力を見せるから、それでどうするか決めてくれるかな」

　その言葉を残して、青年は亮磨の目の前から消えた。

「!?　どこ行った？」

「こっちだよ」

　声は背後から聞こえてきた。

　振り向けば、青年は亮磨たちから五メートルほど離れた位置に立っていて、滑り台の支柱を掴つかんでいる。その顔にはあからさまな落胆が浮かんでいた。

「この程度の動きも見えないなら、今のうちに辞退したほうがいいんじゃないかな」

　そう言いながら青年は滑り台を地面から引っこ抜いた。

　そう大きな物ではないが、人の力で、しかも片手で抜けるような物ではないだろう。

　そして、青年は滑り台をぶん投げた。

　もちろん、その動きも亮磨に見えはしない。青年が何かを放り投げた姿勢でいるのと、手から滑り台が消えてなくなっていること、背後で何かが砕け散るような音がしたことからそう判断しただけだ。

　背後を見やれば、滑り台の残骸が公園の入り口に散乱していた。

　結界にぶつかったのだ。外部に影響が及ばないとはこのことだろう。強固な壁で囲われているようなものだった。

「手はあるって言ってたよな!?」

　亮磨はエンデの両肩を掴んで揺さぶった。まるで対抗できる気がしない。情けない話ではあるがエンデの言葉だけが頼りだった。

「そうだね。そっちの子の方が弱そうだから、狙ってみるのはどうだろう？」

　エンデは最初から動いていない少年を指差した。

「それはお勧めしないな。その場合僕は本気を出す。君たちは僕に力を見せてくれればそれでいいんだよ。参加資格があるって所を見せてくれればそれで手を引くからさ」

　青年はしれっとそう言い放った。

「多分本当だろうね」

「本当だろうね、じゃ、ねーよ！　だったらどうすんだよ！」

「大丈夫。この程度の戦いがあることは想定済みだ。だから君を選んだんだから」

　エンデのその言葉が合図だったかのように、何かが亮磨の側そばに落ちてきた。

「は!?」

　またあの青年が何かを投げてきたのかと横を見てみれば、そこには巨大な箱がそびえていた。

　ずんぐりとした箱で、高さは亮磨の背丈を優に超えている。

「はぁ!?」

　箱には足が生えていた。膝を曲げた姿勢は衝撃を吸収しているようで、つまりどこかから跳んでここまでやってきたのだろう。

　ぼうっと見ていると箱の足は底に収納され、中央から翼を広げるように展開していった。

　亮磨は、本がずらりと収められたそれが本棚だと気付くのに多少の時間を要した。

「なに、これ？」

「ボクの本棚だ」

「本棚なのは見りゃわかるよ！　なんで跳んできたとか、なんのためにとか、結界はどうなったとか、いろいろあんだろうがよ！　で？　こいつが戦ってくれたりするのか!?」

「君は何を言っているんだ？　本棚に本を収納する以外の用途があるわけないだろ？」

「さっき跳んできたよな!?　足生えてたし！」

　亮磨がエンデに食ってかかっていると青年の笑い声が聞こえてきた。

　亮磨はこんなことをしている場合ではないと思い出した。今この瞬間にでも敵は襲いかかってくるかもしれないのだ。

「あぁ、続けていいよ。何かやるつもりなんだろ？　だったらいくらでも待っててあげるから」

　見てみれば青年は微ほほ笑えんでいた。待つと言うのは本当なのだろう。亮磨たちはどこまでも舐なめられている。青年には余裕が窺うかがえた。

「待っててくれるそうだぞ。ご大層な本棚が跳んできて、それで？」

　エンデは亮磨には答えず、本棚の本を選んでいた。

「ふむ……ああ、これだな」

　エンデは本を一冊取り出し、ページを開いた。

「まさか今から読む気かよ？」

「いや、開いてるだけでいい。これで君は戦える」

　またもや何かが背後に降り立つ音がした。

「お召しにより、参上つかまつりました」

　凛りんとした聞き覚えのある声に亮磨は振り向いた。銀色の鎧よろいに身を包んだ少女が跪ひざまずいている。

「え？　あ？　呼んでないけど……」

　咄とつ嗟さに亮磨はそう言ってしまっていた。実際誰かを呼ぼうなどとはまったく考えていなかったのだ。

「むぅ！」

　途端に少女は拗すねた。

「えーと、レギン……だよな？　なんでお前が……」

　戦乙女ワルキユーレ。かつて亮磨が異世界で出会ったことのある少女だ。

「ちなみにこの結界は外から入ってくる分には制限はないようだね」

「いま、それどうでもよくないか？」

「これがボクの能力の一つだ。対象の世界について書かれた本を開くことによって、世界観を切り替えることができる。なので、君は今まで冒険してきた世界での力を全て使うことができる」

　相変わらず会話のやりとりに微妙なずれがあるが、それはひとまずおいておくことにした。戦乙女の戦闘力なら邪神が相手でも問題ないはずだ。

「なんだかわかんねーが、とにかくこのレギンは本物なんだな？　だったら構わねぇ！　レギンレイヴ！　あいつをぶっ倒せ！」

　亮磨は青年を指差した。

「仰せのままに」

　レギンレイヴと呼ばれた少女は立ち上がり、抜剣しながら青年へと駆け出した。




　　＊＊＊＊＊




　奈な月つきは廃病院の待合室で身を休めていた。

　金曜日の昼頃に逃走を開始し、一晩中逃げ回って朝頃にここへやってきたのだ。

　逃げ出しはしたものの、そう遠くまで行くことはできなかった。

　あいつは追っ手を放ってきたのだ。

　奈月と同じ殺人の業を持つ者たち。あいつに力を与えられた者たちがすぐに街中に散ったようだった。

　雄ゆう一いちのように相手の正体がわかるような目は持ち合わせていないが、同類を見抜くぐらいは奈月にもできる。

　幸いというべきか、人殺しをやめている奈月は殺人鬼としての存在感が希薄だった。つまり奈月は敵の気配を感じることができるが、敵には奈月の気配がわからないのだ。

　だが敵もそれはわかっているらしく、街からの脱出経路は全て押さえられていた。

　あいつに直接力を与えられているのは奈月を含めて十四人。街を封鎖できるほどの人数ではないし、そもそも全員がこの街にいるわけでもない。

　だが彼らには信奉者がいる。それに特殊な力を持つ者もいると聞いていた。

　とりあえずはどこか見つかりにくい場所にでも隠れているしかないが、いつまでも廃病院にはいられないだろう。廃はい墟きよの類は真っ先に探す対象になるからだ。

　誰かに匿かくまってもらうのがいいのかもしれないが、奈月の正体は知られてしまっているだろう。

　間抜けなことに制服姿を見られていた。

　学校をあたれば奈月のことはすぐにわかるはずで、奈月の乏しい交友関係を探られれば潜伏先などすぐにばれてしまうはずだ。

　闇の世界にも伝つ手てはあるが、そこは裏切りと陰謀が渦巻く世界だ。今の状況で助けを求めたところで食い物にされるだけだろう。

　――もう少し早く決断していれば……。

　後悔する。仲間たちに危害が及ぶのを恐れて街を出ようとしたのに、これではまるで意味がない。

　殺人鬼程度なら雄一がどうにかするだろう。だがあいつだけは駄目だ。誰にもどうすることもできるわけがない。

　だがそうは思いつつも無意識に雄一を頼りにしていたのか、今潜んでいるこの病院は雄一の家にほど近い場所にあった。

　望月胃腸病院。

　桃色ピンククリニックとも呼ばれるここは、以前は吸血鬼の根城になっていて、雄一が暴れたことがあると奈月は聞いていた。

　奈月はかすかに敵の気配を感じた。

　まっすぐにこの病院へと近づいてくる。

　昨日から繰り返されていることだった。一度撒まけばしばらくは大丈夫なのだが、しばらくすると必ずやってくるのだ。

　奈月は椅子から腰を上げた。

　どうするべきか。

　逃げ続けても先がない。それならば何人か倒して強行突破した方がいいのかもしれない。

　だが、これまで奈月が戦わなかったのはあいつの存在があったからだ。

　あいつは今気配を絶っている。殺人鬼どもと一緒にやってきているのかもしれず、その場合奈月に勝ち目はない。

　逡しゆん巡じゆんしている間に、敵は病院の前までやってきていた。

　戦って道を切り開く。

　奈月が決断したのと、ガラス製のドアが破壊されたのは同時だった。

　敵は何かを投げつけてドアをぶち破ったのだ。

　その何かが奈月の足下に転がってくる。

　見覚えのあるものだった。

　崎さき山やまの、首だ。

　奈月は驚きよう愕がくに動きを止め、続けて飛んできたものを躱かわしきれなかった。

　五ご寸すん釘くぎだった。

　長さ十五センチほどの和釘が奈月の右肩に突き刺さっている。

　見てみれば崎山の頭部にも釘が何本も刺さっていた。

「はーい！　お姉ちゃんがやってきましたよー！」

　ガラスが割れて枠だけになったドアを通ってその女は入ってきた。

「アルベルタ……いつからあなたが姉になったの？」

　肩の釘を抜き捨てて奈月が言う。幸いそれほどのダメージはない。腕も動くし、まだ戦うことができる。

「私たちは姉妹みたいなものじゃない？　私が先に従者になったんだからお姉ちゃんでいいと思うんだけどー」

　シルクハットを被かぶり、ロングスカートの古風な乗馬服を着た女だった。その黒いドレスは喪服のようにも見える。

　名はアルベルタ。奈月と同じく殺人鬼だ。

「なぜここがわかったの？」

　奈月は制服に隠してあった医療用メスを取り出し、両手に持ちながら聞いた。聞いた所で答えないかもしれないが、逃げるのに有用な情報を漏らすかもしれない。

「それ」

　アルベルタは崎山の首を指さした。

「お姉ちゃん、呪術が得意なの知ってるでしょ？」

「知らないけど」

　アルベルタが何を得意とするのか、奈月はほとんど知らない。知っているのはろくでもない性格だということぐらいだ。

「えぇー！　ショックー！　まぁ知らないなら仕方ないんだけど、家出人が戻ってくるお呪まじないってのがあるの。その応用かな？　そいつの足を切ってお札貼って三さん叉さ路ろの道端に埋めてね、身体の方はもったいないから、おへそに釘刺して身体のまわりに人型になるように釘を刺したりとか。で、まぁ、最後はこの首を使って髑髏されこうべ語りをやったわけ」

　奈月を捜索する過程で崎山にぶつかったのだろう。

　崎山はストーキングが得意なだけのただの人間でしかない。殺人鬼が相手ではひとたまりもなかったはずだ。

　奈月は少しだけ崎山に同情した。

　ストーカーなどという後ろ暗い人間ではあるが、殺人鬼などに関わらなければこんな目に遭うことはなかったはずだ。

「今は武たけ内うち奈月って名乗ってるんだよね。じゃあ私も奈月ちゃんって呼ぶね！」

「それで何の用？」

「奈月ちゃんを連れてこいって言われてるの。だからついてきて？　というかね、奈月ちゃんがなんで逃げ出したのかがわからないんだけど？　あの方が直々にこられたんだから喜びこそすれ、逃げ出すっておかしいんじゃないの？」

　奈月からすれば彼女らの方こそがおかしいとしか思えないが、それは言うだけ無駄なのだろう。

　アルベルタは長いスカートの中から手て斧おのを取りだした。

「殺すなとは言われてるけど、よく考えると死んでなければＯＫってことだよね？　ま、仮に死んじゃったとしても、大丈夫！　お姉ちゃん、屍術士的ネクロマンチツクなことも得意だから！」

　アルベルタがロングスカートをはためかせながら、まっすぐに突っ込んでくる。

　重量のある手斧を軽々と振り上げ、振り下ろした。

　奈月はそれを躱した。

　斧は医療用メスではとても受け止めきれるものではない。

　奈月のメスは大抵のものを両断するが、それは相手の斧も同じだろう。斧を攻撃したところで断ち切ることはできず、重量に押しつぶされる。

　だが武器の重量に関してなら奈月にも分があった。斧とメスでは扱いやすさが、速さが違う。

　一度躱してしまえば、その隙に攻撃を加えることが可能だった。

　振り下ろした斧をそう簡単に振り上げることはできない。できたとしても、それは確実にメスよりも遅い。

　奈月は斧の軌道を見切った。

　斧が振り上げられるまでの僅わずかな間に、メスを振るおうとした。

「！」

　しかし奈月は跳び退のいた。

　メスはアルベルタには届かなかった。攻撃をすることすらできなかったのだ。

　右腕が、動かない。

　動かないどころか、その腕は勝手に動いて自らを切り裂こうとしている。

　奈月は左手に持っていたメスを手放し、右腕を押さえ込んでいた。

「ごめんねー。最初の一撃で勝負は決まってたのー」

　原理はわからない。これが呪術というものなのか、最初に喰くらった釘による攻撃がこの現象を引き起こしているようだった。

「奈月ちゃん、詰んだよね？　それともそこから逆転できたりする？」

　アルベルタが言うように、この状況を覆すことは難しいだろう。両腕が使えないのは致命的だった。

　足での攻撃もできなくはないが、足しか使えない相手を御するなどアルベルタにとっては実に簡単なことだろう。

「とりあえず、手足を切っちゃうね。そしたらもう逃げられないでしょ？」

　勝ったと思っているのか、アルベルタはゆっくりと奈月に近づいてくる。

　奈月は足下にあった崎山の頭を蹴った。

　非情な行動かもしれない。だが崎山が生きていたなら喜んで蹴られたはずだ。

　しかし、崎山の頭部はアルベルタには当たらなかった。

　躱されたのでも、外れたのでもない。

　そもそも飛ばなかったのだ。

　崎山は奈月の右足に噛かみついていた。口の中にあった釘を奈月の足に突き立てているのだ。

「奈月ちゃん……ヒントは与えてたでしょ？　ネクロマンサーだってさ、なんでそんなにうかつなの？」

　右足が勝手に動き出す。立っていられなくなり、奈月はその場に倒れた。

「奈月ちゃん、よわすぎー。最近人殺してないってほんとだったのー？　昔はもうちょっと強かったよね？」

　確かに弱くなっているのだろう。

　昔の奈月でもアルベルタには勝てなかったかもしれないが、それでももう少しはましな戦いになったはずだ。

「じゃ、右腕と右足はもうもらってるから、左側を切っちゃうね」

　奈月は必死になって考えた。

　だが、何も思いつかない。自由になる部位を使って逆転する方法を何も思いつかなかったのだ。

　最後の瞬間まで諦めるつもりはない。

　だが、奈月には何をすることもできなかった。

　アルベルタが斧を振り上げる。

　奈月はアルベルタを睨にらみ付けた。

　それぐらいしかできることはない。やられるとしても目は逸そらさない。それが奈月の矜きよう恃じだった。

　アルベルタが斧を振り下ろす。

　空を裂くような甲高い音が鳴り、そして斧はあらぬ方向へと飛んで行った。

　奈月は見ていた。

　振り下ろした勢いで、アルベルタの右腕ごと斧は飛んで行ったのだ。

　奈月とアルベルタは見つめ合った。

　お互いに呆気にとられた顔をしている。

　斧と腕が壁にぶつかり、派手な音を立てる。

「こんにちは」

　アルベルタの背後から声が聞こえる。

　アルベルタが振り向き、奈月にも声の主が見えた。

　血まみれの鋏はさみを持った、ＯＬ風の若い女がそこに立っていた。







第三章　なんとかビギニングみたいな話







　土曜日の正午過ぎ、雄ゆう一いちは一人でニーハオ・ザ・チャイナにやってきた。

　この店は学校の裏門近くにある中華料理店で、クラスメイトである浜はま崎さき友とも美みの実家だ。

　古びた入り口を開けて店内に入ると、店内には四人の人物がいた。

　一人はカウンター席の奥、厨ちゆう房ぼうの中で椅子に座り新聞を読んでいる男だ。

　店名と同じ『ニーハオ・ザ・チャイナ』の文字を頭上に浮かべ、時代錯誤な上に国すら違たがえているような髪形、辮べん髪ぱつにしているがふざけているわけでもないらしい。

　客は二人で、円テーブルに向かい合わせで座っている。

　一人は野の呂ろ愛あい子こ。もう一人はもにか軍団の団長である桜さく崎らざきもにかだ。

　もにかは小学校の制服を着たポニーテールの女の子だ。

　見た目は小学生だが、成長が止まっているため実年齢は雄一と同じぐらいらしい。

　アウターと呼ばれる、運命の外側の存在であるため頭上には文字が出ていない。

　最後の一人は店の奥で所在なさげに立っているウェイトレスだ。

　クラスメイトの浜崎友美。

　実家ではチャイナ服を着て店の手伝いをしている。普段は眼鏡をかけているのだが、店では外していた。雄一は理由を知らないが伊だ達て眼鏡らしい。

　頭上の文字は『本物』だった。

　――は？

　雄一は戸惑った。

　友美の文字は『偽者』のはずで、今までそれ以外に変化したところは見たことがない。

　よく見てみれば、どこか困ったようなおどおどとした顔をしている。

　さらに探るように観みてみれば、普段クラスで接している友美とは気配が違う。つまり別人だ。

　雄一は愛子を見た。愛子は困ったような顔で見返してきた。

「い、いらっしゃいませ！」

　友美がうわずった声で挨拶をしてくる。声質は同じだが、口調がまるで違った。

　雄一は愛子の隣に座った。

「坂さか木き君！　ともちゃんなんかおかしくない!?」

　途端に愛子は話しかけて来た。

　誰かに話したくて仕方がなかったという様子だ。

　確かにもにかは友美のことをよく知らないはずなので、話し相手としては相応ふさわしくないだろう。

「確かにおかしいな。つーかいつも俺らと話してるのとは別人だろ、あれ」

「そんな気はしたんだけど……けど、見た目はともちゃんだよね？」

「確かにな。身体的にはうり二つだ。昨日会った時と体形も変わってない」

「体形って……そんなじろじろと見てるの？　坂木君!?」

　愛子の目が不潔なものでも見るかのようになった。

「じろじろとは見てねーよ！　自然と目に入るだろうが」

「まあいいけど。でもなんで？　本当のともちゃんはどこに？」

「いや……ややこしい話なんだけど、いつも俺らが会ってる浜崎の文字は『偽者』なんだよ。で、今ここにいるのは『本物』の文字が浮かんでる」

　偽者なのだから、本物がいるのかもしれない。多少考えないでもなかったが、ずっと偽者しかみていなかったわけで、今さら本物が出てくるとは思っていなかった雄一だ。

「ちょっと！　なに二人で勝手に盛り上がってるわけ？　雄一が話があるって呼び出したんでしょ！」

　雄一が来てから無視されている形のもにかが憤慨した。

「どうしたもんかよくわからないことがあるんだけど、それは今はいい――」

　確かに友美の本物のことは気になるが本題ではない。後で本人に聞いてみればいいかと、話を進めようとしたが、そこで雄一は見てしまった。

『偽者』の文字。

　友美がもう一人現れたのだ。

　ニーハオ・ザ・チャイナは二階建ての建物で、一階が店舗、二階が住居となっている。その二階から階段を下りて偽者の友美がやってきた。

「え？　ともちゃんが二人？」

　愛子があからさまに驚いている。

　同じチャイナ服を着て、髪の毛を団子にまとめている二人の姿はうり二つだった。

　偽者の友美は本物に近づいてこそこそと耳打ちをする。すると本物は頷うなずいてその場を離れ、二階へと上がっていった。

「……えーと……双子……だったの？　ともちゃん？」

　常識的に考えればそうなるのだろう。愛子は驚きを隠さずにそう言った。

「ああ、違う違う。いらっしゃいませー！　で、注文はまだかな？」
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　あからさまに怪しかったが、雄一は問いたださなかった。

　これまでにも『偽者』について聞く機会はいくらでもあったのだ。今さら聞くのもなんだか負けたような気分になってしまう。

「俺は醤しよう油ゆラーメンで」

「……何か聞くことはないの？　もうこっちもなりふり構わずあからさまだったりするんだけど？」

　少し苛いらついた様子で友美が聞いてくる。

「絶対ややこしい話になるんだろ！　巻き込まれる気はさらさらねーよ！」

「ちっ！」

　友美が舌打ちした。店員にあるまじき態度だ。

「つーかな、それ隠しとくことじゃないのかよ？　なんだよ、あからさまって」

「まあね。もし聞いてきたらもったいぶるつもりだったけど？」

　しれっと言い放つ友美に、雄一は苦い顔をした。

　今の所友美が『偽者』だからといって特に問題はない。ただそんなこととは関わりなく、彼女が何かトラブルに巻き込まれているというなら、その時は手助けをしようとは思っていた。

　――ま、こいつが自分から助けてくれって言ってくる気もしないんだけどな……。

　愛子ともにかも注文をすると、友美は厨房にオーダーを伝えに行った。

「結局なんだったの？」

　愛子がぽかんとした顔をしていた。

「俺は聞く気はないけど、野呂は今度聞いてみたら？」

「うん……」

「ねぇ。その話いつまで引っ張るの？」

　しびれを切らしたのか、もにかが苛ついた声でせっついてきた。

　今日は話があるということでもにかを呼び出したのだ。大まかなことは電話で伝えてあるが、詳しくは会ってからということになっていた。

「わりぃ。で、話をするとまずは共鳴があった。これは電話で伝えた通りだ」

「うん。こっちに敵がやってくるようなことはなかったよ」

　もにかは身を守るために鬼の集落に身を寄せている。警戒態勢を取るようにと連絡したのだが、何事もなかったようだ。

「ま、それはよかったんだけど、同じ場所にいるのはまずいよな」

　居場所がばれている可能性がある。共鳴のたびに移動するのが神じん器ぎ争奪戦のセオリーとなるだろう。

「うん。鬼の人たちは潜伏場所がいろいろあるみたいだから、別のとこに行くことになってる。そっちはその後何かわかった？」

「学校の近くに神器保持者が二人いたらしい。わかったのはそれぐらいだな。数分で共鳴はおさまったからどっかで決着はついたんだろう」

　共鳴は全ての神器間で起こる。要はそれを目印に保持者を探して戦えということなのだろう。どこかで一組でも決着が付けば共鳴は一旦おさまるとのことだった。

「それで、一応その二人がいたらしい場所を見ておこうということになって、俺と壇だんノの浦うらとで現場に向かったんだ」

　おそらくその場に神器保持者が残っていたりはしないだろうが、わざわざ戦えない人間が行くこともない。そう考えて二人でその地点に出向いた。

　現場は学校と駅の中間あたりの歩道だ。

　そこには確かに戦いの痕跡らしきものがあった。

　近くの建物の看板がへこんでいたし、歩道のタイルがひび割れていたのだ。

　タイルのひび割れは踏み込みによるものだろう。踏み込みと共に放たれた一撃で何者かが建物まで吹き飛ばされたらしい。

「わかったのはそれぐらいで何者がそこで戦ったかなんてのはわからなかったんだけど、そこで女の人に会ったんだ」

『殺神鬼』

　まず、目に入ってきたその文字に雄一はぎょっとした。

　字面の不吉さがとんでもない。何者なのかと雄一は女を注視した。

　有名銀行の制服を着た女だった。化粧気がないものの十分に美しいその女は、雄一たちと同じく何かを探しているようだった。

「で、目が合った」

　するとどういうわけか、その女は頬ほおを染めてうつむいたのだ。そしてそそくさと立ち去ってしまった。

「……思い出した、ってことね」

　その女に心当たりがあったのか、もにかは何が起こったのか察したようだった。

「俺がもにかと出会った時のことは思い出した。けど前後の状況が全然わかんねーからな。そこは説明してもらっとかないと意味不明だ。これでなんとかいう能力の制限なしに喋しやべれるんだろ？」

　もにかの世界観、『恋に恋する小さな世界』に付随する能力に『思い出は時の彼方かなたに』というものがあると雄一は聞いていた。

　これは記憶を消す能力で、恋愛を盛り上げる演出に使われるものらしい。この能力が有効なうちは消えた記憶について説明をされても理解することができないという。

　もっとも記憶は消えっぱなしというわけではなく、何かのきっかけでふと蘇よみがえったりするものらしかった。

「うん、確かに能力は解除されてるから説明はできるし、しておいた方がいいかなとは思う」

「その時はなんとも思わなかったけど、思い出した今ならわかる。あの女の人が、ソウルリーダーが俺に移動しちまった原因の一つだろ？」

「あいつまだこのあたりうろちょろしてるんだ……」

　もにかがうんざりとした顔をしていると、もにかの肩口に白い球体を上から押しつぶしたような、目と口のある大福餅のような物があらわれた。

「お久しぶりです、雄一さん！」

「ああ、そういやお前もいたんだったな」

　もにかの雄一に対する借りを具象化した仮想生物という話だった。

　もにかが借りを返すまでこいつは存在するらしい。つまり現在も返済はなされていないということだ。

「では、あの日何があったのかをお話ししましょう！」

「ちょっと！　なんであんたが仕切り始めてんのよ！」

「もにかさんだけに説明させると不安ですからね。自分に都合の悪いことをごまかしたりするかもしれませんし。あ、私は中立的存在ですのでそのあたりはご安心を！」

「まぁ、なんでもいいよ。あの時、なんで俺がいきなり襲われたのか知らないのはちょっと気持ち悪いって程度だし」

　今さら知ったところで何かが変わるわけでもない。ただ、今後の行動を決める際に何かの役に立つかもしれないと思ったぐらいのことだ。

　大福餅ともにかは、春休みの出来事を語り始めた。
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　事の発端はなんだったのかと桜さくら崎ざきもにかは振り返る。

　それは遡さかのぼれば、どこにでも原因を求められるものではあるのだろう。

　もにかがアウターになったことが原因かもしれないし、もにかがこの世に生を受けたこと自体が発端であるともいえる。それ以前の歴史上の出来事ですら関係があるのかもしれない。

　だがこれは、もにかが坂木雄一に、今巻き込まれている事態をどう説明するかということなのだ。

　なので結局のところ、坂木雄一がなぜソウルリーダーに目覚めたのか、その大元に関わる部分から始めるのが適切だろう。

　そう考えるなら、事の発端はエンデという少女だった。




「元に戻りたくはないかい？」

　もにかはエンデにそう呼びかけられた。

　本棚で出来た通路を歩いている時のこと、エンデが主催する集まりから帰ろうとした時のことだ。

　いつの間にあらわれたのか。古びたドレスを着ている赤い髪の少女、エンデが本棚に背を預けて、片手で本を読んでいた。

　あまりにタイミングがよく、もにかはぞっとした。

　外側の者アウターと呼ばれる化け物達に嫌気がさして抜け出してきた所だった。

　さっきからずっと、もう嫌だ、元に戻りたい、帰りたいと心の中で叫び続けていたのだ。

「なに？　私の心でも読んだの？」

　立ち止まりエンデを睨み付けた。

　彼女らは世界を揺るがすような力を持っているらしい。心を読む程度のことが出来ても不思議ではない。

「いやいや。そんなことが出来ないのは君も十分に知っているだろう。神のごとく扱われるボク達だけど、皆が思うほど大したことは出来やしない。だけど君が何を考えているかぐらいはわかるよ。これは単なる経験則にすぎないんだけどね。もにか君は五年目だろう？　そろそろ揺れる頃なんじゃないかな」

「わかった風なことを言わないでよ！　もううんざりなの。人を人とも思わないあんたらにも、それに慣れつつある私にもね！　そのうち！　私もああなるのよ！　人の心を失った化け物に！　人でなしに！」

　エンデの主催する集まりに特に目的はない。

　だが自然とそれは自らが関わり、演出した世界、物語の発表会の様相を呈していた。

「あぁ。さっきのがお気に召さなかったのか。けど最近はああいうのが流行はやりだろう？　あっさりと、次々と仲間達が死んでいくんだ。不条理にも見えるが、様々な伏線が仕込んであって謎解き要素なんかもある。インパクトは抜群だ。ま、ボクとしてはそればっかりと言うのもどうかと思うんだけどね。特にマキナなんかは物語性を無視してでもバッドエンドにもっていこうとするし。それはそれでメリハリがなさすぎて意外性がない」

　胸くその悪い、耳を塞ぎたくなるような話だった。

　それを彼らは嬉き々きとして発表しあっているのだ。

「なんで……なんでそんな風に言えるの？　死んでるのは物語の登場人物じゃない！　普通に平穏な暮らしを送っているだけの人達だ！　あんたらが余計なことさえしなければ普通に天寿を全まつとう出来た人達だ！」

「ま、誰もが通る道だよ。でもね。慣れるというかこれぐらいしか楽しみがなくなるんだ。君は世界をもっと客観視した方がいい。ボクたちは傍観者だ。ただ物語を楽しめばいいんだよ」

　もにかの憤慨をエンデは軽く受け流した。

　話の通じる手応えがまるでない。もにかは異次元の生物でも相手にしているような感覚に陥った。

　事実、彼女らは次元が違う存在なのだろう。そして、もにかもそこに片足をつっこみつつある。

「それで？　何か用？　そんな話をしに来たんじゃないんでしょ？」

　もにかは集会から黙って帰ろうとしたが、その程度のことに文句はないだろう。ならば別の理由があるはずだ。

「普通なら放っておくんだ。どうせそのうち諦めるからね。けど偶然なんだけどこんなものを見つけてしまった」

　エンデは読んでいた本をもにかに放り投げた。

　もにかは前から思っていたが、エンデは随分と本の扱いが手荒だ。

　本を受け止めたもにかは、しげしげと本を見つめた。文庫本サイズで表紙には何も書かれていない。

「なにこれ？」

「それは森もり下したわかなという庶民的な少女が主人公で、王子様的な御曹司と恋に落ちるというたわいない話……になるはずだった物語だ」

「わかな……」

　どうしてその名前がエンデから出てくるのかがわからず、もにかは戸惑った。

　それは忘れようとしても忘れられない親友の名前だ。

「読んでみればわかるけど、そのお話には主人公の親友として桜崎もにかという少女が登場する。けれど、わかなが小学五年生になったあたりから、もにかは全く出てこなくなるんだ。別に死んだとか失踪したとか転校したとかそんな話じゃない。全く言及されなくなる。……ま、もうわかったとは思うけど、それは君がその世界から放り出されたからだ」

「だからなんだってのよ！」

　小学五年生のある日、もにかは突然世界から放り出された。

　なんの前触れもなくそれは突然起こり、もにかは両親や友達からもにかとして認識されなくなった。

　透明人間になったわけでもないので、会って話をすることはできる。だがなんの関係もない他人として扱われるようになったのだ。

　自分が桜崎もにかだと自己紹介でもすれば、そのようには呼んでくれるだろうが、それは根本的に元の関係とは異なってしまっている。

「『恋に恋する小さな世界』。それが君が体現する世界の名前だ」

　エンデは新たに発見した世界観に適当に名前を付けている。

　エンデはもにかが知る限り一番の古株で、彼女の命名に文句をつける者はほとんどいなかった。

　世界にはルールがあり、それを彼女らは世界観と呼んでいる。

　その世界観を体現する人物が世界観保持者であり、その世界の方向性を決定づける人物だ。

　今ではもにかも自分が特殊な人間であるという自覚がある。

　だがその自覚が、能動的に世界を操る術すべを認識したことが、世界から弾はじきだされてしまった原因の一つなのだろう。

「あんたが勝手にそう呼んでるだけでしょ!?」

「それは現代を舞台にした、少し甘酸っぱい、どこにでもあるような少年少女を主人公としたお話なんだけど――」

　もにかの苦情などエンデは聞く耳を持っていない。言いたいことを言っているだけのようだ。

「もにか君の影響力がなくなったおかげで、物語は少しずつずれ始めた。現時点で森下わかなは十五歳。来月から高校生だけど、彼女を取り巻く環境はひどく危うい。御曹司はどこへやら、わかなちゃんに恋するのは十二人のサイコパスたちだ」

「な！」

　想像もしなかった話の流れにもにかは絶句した。

「ボクはね。一服の清涼剤のような、見ていて安心のできる、わかなちゃんのほんわりとした恋愛を温かく見守りたかった。ほら、さっきも言ったように最近は殺伐とした話が多すぎる。出来れば本来の流れを楽しみたい。このままじゃ、わかなちゃんは……まぁ一応恋愛対象ではあるからすぐに殺されるようなことは――」

　もにかはエンデの話を半分も聞いていなかった。

　どうにかわかなを助けられないかとそればかりが頭を巡る。だが何も思い浮かばない。空回りするばかりだ。

　自らの所属する世界から放り出されたもにかは、そのおかげで別の世界に影響力を行使出来るようになった。

　だが、元いた世界にだけは干渉出来ないのだ。

　それならば他の者達に協力を願えばいいのかもしれないが、人を人とも思わない化け物たちがわかなを素直に助けてくれるとはとても思えなかった。

「――だから君が元に戻るしかない。と、そこで先ほどの台詞せりふなんだけど」

「ふざけてるの？　元に戻る方法なんて！」

「あるよ」

　だがエンデは実にあっさりとそう言った。

「だったらなんであんたらは！」

「そりゃ、君がさっき言ったとおりさ。ボクらは物語を覗のぞき見、改かい竄ざんすることに喜びを覚えるようになってしまった人でなしたちなんだよ。今更元に戻り、物語の一登場人物として生を終えるなんて考えられない」

「……あんたはわかなを助けられないの？」

　本来の流れを楽しみたいというなら、エンデがやればいい。あえてもにかに話を持ってくる必要があるのかと思う。

「恋愛ものは苦手でね。ボクがいじくりまわしたところで、状況が改善されるかは怪しいところだ」

　エンデはお手上げだと言わんばかりの、演技がかった様子を見せた。

「それで……どうやったら戻れるの？　一度運命から弾き出されれば二度と元には戻れないって、あんたたちが言ったんじゃない！」

　そう聞かされていた。それが今さら戻れるとは実にうさんくさい話だ。だが今のもにかはその言葉にすがるしかなかった。

「世界から放り出される。元の世界に戻れない。元の世界にだけは干渉できない……そういうことになっているけども、なぜそうなのかという理屈なんてない。世界から放り出されるなんていうけど、放り出された先も別の理屈が支配する世界だ。今ボクたちがいるのは元の世界に対して、メタレベルの上がった別の世界でしかないとも言える。では、ボクたちを支配するルールは絶対なのか？　ボク達が元の世界に干渉できるルールもあるのではないか？」

「さっきあるって言ってたでしょ!?　もったいぶらないでよ！」

「せっかちだな。まぁいいか」

　諦め気味にそう言うとエンデはもにかに近づいてきた。

　そしてもにかの手を取ると、何かを握らせる。

「なに？」

　もにかは手の中の物を見た。

　眼球だった。

「ひっ」

　もにかは反射的にそれを投げ捨てたくなった。

「おっと！　落とさないでくれよ。わりと貴重なものなんだ。ちょっとやそっとでそれがどうにかなるとは思わないけど、万が一ってこともあるからね」

「なによこれ！」

「邪神の眼めだよ。ま、邪神ってのは適当だ。そんな感じの悪者を想像してくれよ。で、それはチケットだ。どんな願いも叶かなうという、邪神の物語に参加するのに必要なね。それを君にあげよう」

　おっかなびっくりな様子でもにかは眼球を見た。そう言われて見れば禍まが々まがしくも思えるが、どこか作り物のようにも見える。




『邪神の右眼（赤せき縄じよう眼がん）

　ポテンシャル：Ｂ＋

　解説：邪神の体の一部。神器と呼ばれている。身に宿すと、恋愛感情に基づく絆が赤い線として視界に表示される。神器同士は不定期に共鳴し、それぞれの位置がおおよそわかるようになっている。身に宿すには目に押しつけるようにする。神器の使用中に、戦闘に類する行為で負けた場合、神器は解除される』




「あ、観ちゃったね」

　エンデがわざとらしい口調で言う。

　観たというのは眼の力のことだ。アウターには世界観においての人物や物の役割を可視化する能力が備わっている。

「どういうこと？」

　もにかは訝いぶかしんだ。説明をしなかったのはわざとに決まっている。何か怪しい物を見た時、アウターなら思わず眼の力を発動させるものだからだ。

「それ、観た時点で能力が確定しちゃうんだよね」

「だったら最初からそう言いなさいよ！」

「まぁいいじゃないか。それはそれで面白いだろ？」

　赤縄眼。解説を見た限りではもにかの世界観、『恋に恋する小さな世界』の影響を受けたものだろう。前もって説明されていればもう少し慎重に能力を選べたのかもしれない。

　おそらくこのことに大した意味はないのだろう。エンデはこうやって地味な嫌がらせというか、意表を突くようなことを言ったりやったりするのだ。

「それで、その願いで本当に元に戻れるの？」

　気を取り直し、もにかはエンデに問いただした。

「どうだろう？」

　エンデの実に無責任な物言いにもにかは呆あきれた。では今までの話はなんだったというのか。

「なにせ試した人がいないからね。でも可能性はあるんじゃないかな？　どんな願いでも叶うというのが本当なら、元に戻るという願いが叶えられても不思議じゃない。ま、そう簡単なことじゃないんだけど、他の参加者たちを、邪神をも出し抜いてまんまと願いを叶えてみるといいよ」

　エンデはそう言って、無邪気に笑う。

　こいつはわかなのことなど、本当はどうでもいいのだ。もにかにはそう思えてならなかった。







　邪神の右眼を手に入れてから数日後。

　もにかは焦っていた。

　春休みが終われば、森下わかなは高校生になってしまう。それまでにどうにかしなくてはならなかった。

　今わかなの運命は小休止中という状態だが、高校入学を機に運命は動き出してしまうだろう。

　わかながこれから通う高校には十二人のサイコパスがいるらしい。わかなの世界は恋愛物からサイコスリラーへと変貌を遂げているのだ。

　もにかはわかなを助けたい。

　そのためにはもにかが元の世界に戻り、運命の軌道を修正する他なかった。

　仮にわかなを狙う何者かを全て始末したとしても、わかなを取り巻く世界が変わってしまっているのなら別の何者かが現れるだけかもしれないのだ。

　それにアウターはどういうわけか、元の世界にだけは手を出せない。誰かを介して間接的に関与することはできるが、それでうまくいくかは怪しいものだった。

　なのでもにかは、神器を集めると叶えられるという願いにかけるしかない。

　邪神の一部を与えて依代とし、共鳴を利用して分割された邪神の身体を集めさせる。全ての神器が一人に宿れば邪神は復活し、邪神が願いを叶えてくれる。エンデから聞かされたのはこんな話だ。

『もちろん邪神ってのは便宜上そう呼んでいるだけだ。実態は強力な干渉能力を持った世界観保持者ワールドホルダーということだね。あれを放置していると世界が崩壊しかねないんだ。ボクたちも人でなしではあるけども、世界そのものや、そこに住む全ての知性体に滅んでもらいたいわけじゃない。ボクたちは世界を、物語を楽しみたいんだ。そういうわけで、ボクたちと邪神は真っ向から対立する存在と言うわけだね。そこでかなり昔に皆で力を合わせて邪神を倒したらしいんだけど、邪神の力をただ消滅させるのは惜しい。そう考える者がいたんだ。たまに復活しかけたり、時には復活したり、世界が滅びかけたり、また倒したりってのはアクセントになっていいだろ？』

　邪神にしろアウターにしろ、ろくでもない奴やつらばかりであるのはこの台詞でもわかる通りだった。

　つまりほとんど自作自演なのだ。世界崩壊に関わるような物語をアウターは楽しんでいる。

　だがそんなろくでもない話ではあっても、もにかはそれにすがる他なかった。

　エンデにいいように利用されているだけな気もするが、他に手段を思いつかなかったのだ。

　もにかは街中で、神器の依代として使えそうな人物を物色していた。

　世界を支配するルールを、エンデたちアウターは物語になぞらえている。

　もにかもそれに準じて考えているが、アウターは物語の示す方向性や、役割、キーアイテム等を可視化する能力を標準的に持っていた。

　後に坂木睦むつ子こによってソウルリーダーと命名される能力だが、この時点ではアウターの誰もが持つ当たり前の能力として特に名付けられてはいない。

　今ももにかの眼には文字が見えている。

　人々の頭上に文字が浮かんで見えるのだ。それはその人物が所属する物語においての役割を表す文字だ。

『高校生』『会社員』『主婦』などはほとんど意味が無い。その物語において大した役割を背負わされていないということだ。

　そんなただの人間、ただのモブキャラに等しい存在は論外だ。何かとっておきの存在を探しあてなければならないがこれが難しい。

　まず話を信じてもらわなければならないが、これは案外簡単だった。

　話しかけた人物の中には神器の話を知っている者もいたし、知らなくともどんな願いも叶うぐらいの話は当然のように受け入れる者もいた。

　問題はもにかが提示できるメリットだ。

　叶えられる願いは一つだけで、その願いはもにかが使うつもりでいる。

　そうなると、依代になる者にはなんの得もない。もにかは大して嘘うそがうまくないので、そこを追及されてはうまくごまかせなかった。

　もにかはアウターとして固有の能力を持っているが、それで出来るのは恋愛の手助けぐらいのものだ。

　人によっては想おもい人に寄り添うためだけに命を懸けられるかもしれない。

　だが、今までのところそんなピンク色の思考に染まった人物にお目に掛かってはいなかった。

　そうなるともにかが提供できるのは神器その物だ。

『邪神の右眼（赤縄眼）』

　いわゆる、運命の赤い糸が見えるようになるらしい。もにかが観たことで、もにかの能力の影響を受けてこうなった。

　――こんな能力欲しい人っているのかなぁ……。

　これを条件に参戦しろと言っても難しいだろう。

　後は、戦いそのものに興味のあるバトルジャンキーぐらいのものかもしれないが、そんな酔狂な人物にも今のところ出会ってはいない。

　そういうわけでもにかの交渉は全て失敗に終わっていた。

　――なんとかしないと……。

　焦り、いらつき、昼の街を徘はい徊かいする。

　小学生にしか見えないもにかが昼間から街中をうろついているのは怪しくはあるのだが、幸いアウターは基本的に目立たない存在だ。

　しかし、もにかの役に立つような強力な存在も、昼日中から暇そうに街中をうろついているものでもないのだろう。

　もにかの探し方は効率が悪いのかもしれなかった。

　――何か怪しそうな場所に行ったほうがいいのかな……。

　夜の方が多少可能性は高いのかもしれないし、妖怪や化け物を探すなら廃はい墟きよや墓地に行った方がいいのかもしれない。

　だがもにかがそうしなかったのは単純に怖かったからだ。

　アウターであり、不死に近い存在であるとは言っても、もにかの人生経験は小学校五年生まででしかない。

　いくら大人ぶっていたとしても精神は子供のままの部分が多々あるのだ。

　――よし！　今日だめだったら、範囲を広げて……。

　行き詰まったもにかの眼にふとその文字が飛び込んで来た。

『殺神鬼』

　もにかは今まで観たことのなかったその文字に賭けることにした。







『殺神鬼』は大手銀行の制服を着ている若い女だった。

　地味な制服にナチュラルメイク。後ろで一つにまとめた髪形は清せい楚そに見えるものだった。これは銀行員としての身だしなみなのだろう。

　だが、いくら地味にしていようとも、滲にじみ出る妖艶さは隠し切れていなかった。

　今は昼時なのでランチにでも向かっているのだともにかは判断した。彼女の向かう先に銀行はないので職場に戻る途中ではないはずだ。

　もにかは『殺神鬼』を尾行していた。どう接触するべきなのかを考えながら、少し後ろを歩いている。

　いきなり話しかけるのもまずいかもしれない。日中に小学生にしか見えない少女が話しかけたところで、適当にあしらわれるだけかもしれなかった。

　それならばと彼女がどこかに辿たどり着くのを待つことにした。腰をすえて説得に当たりたいと思ったのだ。

　彼女に目を着けたことに大した意味は無い。

　他にめぼしい相手が見つからなかったし、神を殺しているというなら強そうだと思っただけのことだ。

　自分に御しきれるかどうかは考えなかった。

　駄目ならば他を当たればいいだけのことだ。幸いアウターは不死に近い存在だ。相手がどれほど強くても逃げることは可能だろう。

　それに、闇の世界に生きる妖怪や化け物と比べれば人間社会に溶け込んでいるようだ。話し合いの余地はあるのかもしれない。

　しばらく尾つけていると女は裏路地へと入っていった。

　猥わい雑ざつな路地を何度も曲がった末に辿り着いたのは袋ふくろ小路こうじだった。

　――もしかしてまずかった？

　誘い込まれたのかもしれない。

　逃げるかどうかともにかは悩んだが、その間にも女は進んで行き、突き当たりにあった階段を下りていった。

　もにかは階段に近寄ると下をのぞき込んだ。女はいない。

　階段を下りた先には扉が見えた。看板からすると喫茶店のようだ。

「……って、ここまで来て引き返すのもなんだよね……」

　もにかは覚悟を決めて階段を下りていった。

　照明は暗く、どことなく薄汚い様子の店だった。銀行ＯＬのランチ風景に相応しいとは言えない店だろう。

　店に入ると入り口から真っ直すぐに通路が伸びていた。

　通路の左側がカウンター席でその内側は厨ちゆう房ぼうになっている。右側は向かい合わせになったテーブル席が五つ並んでいた。

　客は『殺神鬼』の女のみで一番奥のテーブル席に座っている。他にはカウンターの中にいるエプロンをつけた老ろう爺やだけだ。

　店主らしき老爺の頭上には『殺人鬼』とあるので、単純に考えれば女の仲間なのだろう。『殺神鬼』と『殺人鬼』。似たような名前の存在が偶然同じ場所にいるというのも不自然だ。

　やはり誘い込まれたのかもしれない。

　そう思うもにかだがそれほど焦ってはいなかった。これはもにかが傷つけられる心配をしていないというのが大きい。

　大雑把にまとめてしまえば、アウターはものすごく運がいい存在ということになる。つまり死ぬような目に遭わないのだ。

　女と老爺が入り口にいるもにかを見ていた。

　小学生の少女が、裏路地にある寂れた喫茶店に一人で入ってきたのだから注目されるのは当たり前だ。

「いらっしゃいませ」

　老爺は何事も無いかのように、落ち着いた声音で挨拶してきた。

「私に用があるんでしょう？　ぼうっとしてないでこっちに来たら？」

　人ひと気けのない裏路地を尾けてきたのだ。気を付けていたつもりではあるが、その時点でもう気付かれていたのだろう。

　覚悟は決めたと言っても、どうするかまで具体的に考えていたわけではない。

　だが、ただ突っ立っていても仕方がない。もにかは女のいるテーブルに行き、向かいの席に座った。

「さて。私は今不思議に思っているの。あなたのような小さな子についてこられるような理由を何も思いつかないから」

　女は上品に小首をかしげた。女からすれば意味がわからないだろう。

　女が『殺神鬼』だなどと普通わかるわけがないし、わかったとしても、そんな物騒な人間に声をかけようとする人間がいようとは想像もできないはずだ。

「ねえ私の仲間にならない？」

　駆け引きもなにもなく、単刀直入にもにかは言い放った。

　インパクト勝負。少しでも興味を引ければ話がしやすいかもしれない。

　ジャキン。

　突然もにかの耳元で音がした。

　女はテーブルの上に身を乗り出し、右手をもにかの耳元にまで伸ばしていた。

　もにかには女の動きがまるでわからなかった。気付けば女は今の体勢になっていたのだ。

　もにかはゆっくりと左を向いた。

　閉じられた裁ち切り鋏ばさみがあった。

　遅れて、もにかの心臓が早鐘の様に鳴り始めた。

　死ぬわけがない。それはわかっていても実際に殺意をぶつけられてそう落ち着いてはいられない。

「あら？　ずれたわ。なんなのかしら、これ？」

　女はきょとんとした顔をしていた。

　わざと外したわけではないのだろう。余程の自信があったのか、この結果に戸惑いを見せている。

　問答無用だった。

　この女はいきなりもにかを始末しようとしたのだ。即断即決で恐ろしいまでに迷いがない。

「い、いきなりね。けどそんなの無駄よ！」

　声が震えそうになるのを、もにかは大声でごまかした。

「今ね。色々と考えたの。どうして小学生がわざわざ私の前にやってくるのか？　どうして仲間になんて誘うのか？　なんのメリットがあるのか？　ここが私の狩り場だと知ってやってきたのか？　私を人殺しだと知ってのことなのか？　もしかして同業者なのか？　そんなことをぐるぐると考えていたらね。もう面倒になっちゃったのよ。とりあえず殺しちゃおうかって。そうしたら考えなくていいかなって」

「おばさん、後先考えてないの？」

　早まったかもしれないともにかは考えはじめていた。こうも直情的に行動する相手をパートナーとして御せる自信がない。

　――けど、この躊ちゆう躇ちよの無さと、素早い動きは役に立つのかも……。

　神器争奪戦では人が死ぬ事もあるだろう。綺き麗れい事ごとだけでは済まないのだろうし、だからこそ強力な手駒が欲しい。

　わかなを助けるために、多少のことには目をつぶろう。もにかは無理矢理に自分を納得させた。

「このあたりは私の狩り場なの。死体の一つや二つ簡単に処理できるから気にしないで。おばさんって言われてさらに殺したくなってきたけど簡単には殺せなさそうだから、とりあえず話ぐらいは聞いてあげるわ」

　女が席に戻り、もにかは胸をなでおろした。

「おばさん、人間なの？」

「どうなのかしら？　お前は人間じゃないと言われたことは多々あるけれど」

　口ぶりからすれば人間のようだった。

「じゃあ話をするけど、とりあえず最後まで話を聞いてくれる？　いきなり殺そうとするとかはなしで」

「名前」

「え？」

「私は瀧たき澤ざわ亜あ妃き。あなたは？」

「桜崎もにかよ」

「いいわ、もにかちゃん。話ぐらいは聞いてあげる。けど今見たとおり私は気が短いの。手短に頼むわね」

　いくらなんでも短すぎるだろうともにかは思ったが、それについては黙っていることにした。

　さらに何をしでかすやらわかったものではないからだ。

「私は運命の外側にいる存在なの。だから運命の内側にいるあなたの攻撃は届かない。そして私たちは運命の内側にいる人々の情報を見ることができる。だからあなたが『殺神鬼』であるとわかったの」

「ただの頭のおかしな子と片付けたいところだけど、実際に攻撃は当たらなかったわけだしね。そこは信じてあげるわ。で、仲間にしたいって言ったけど、私にどんなメリットがあるの？」

「私はあるゲームに参加しようと思っていて、それには手足となって動いてくれる駒が必要なの。あなたのメリットはそうね。このゲームの勝者にはとても大きな力が手に入る。あなたもそのおこぼれにあずかれるから、人として十分幸せな人生が約束されるってところ？　他には――」

　なんでも願うが叶うと言ってしまっていいものか、もにかは迷っていた。

　なのでぼんやりとしたもの言いをしたのだ。恋愛関係でなら力にはなれるし、それを幸せと言っても嘘ではないだろう。

「人として幸せな人生って……何？」

　何を言っているのかわからない。亜妃はそんな顔をしていた。

「そうね、それなりの男の人と結婚して、子供ができて、それなりに不自由のない暮らしをして、健康なまま天寿を全うする……みたいな感じ？」

　邪神に頼らずとも、その程度の運命操作ならもにかにでも可能だろう。

　もにかがそう考えていると亜妃が静かに微ほほ笑えんだ。

　――あれ!?

　もにかは何かを間違えたのだと悟った。

「結婚して！　子供が出来て！　裕福な生活をして？　天寿を全うするのが幸せだっていの!?」

　亜妃が途端に叫びだし、もにかは怯おびえた。

　ちょっと怖い。何が悪かったのか、まるでわからない。

「えぇぇ！　なんでそれで怒っちゃうのよ！　お金とか、幸せな家庭とかそーゆーのじゃ駄目なの？」

　女が頭かぶりを振った。そう怒っているようでもないが、頭の悪い子供を見るような目をしている。

「そうね。適当に私を理解されるのも嫌だから説明してあげるわ。私の幸せはね。人の幸せの上に成り立っているのよ」

「えーと、人が幸せだと私も幸せ、みたいな？」

　もにかは軽く驚いた。そんな殊勝な人間だとはとても思えなかったからだ。

「幸せそうな人をいたぶるのって痛快じゃない？」

「あ、そっちでしたか、人の不幸は蜜の味みたいなことでしたか」

　呆あつ気けにとられて思わずもにかは敬語になってしまっていた。

「あなたは私が人殺しだって知ってるのよね？　私はね、幸せそうな人専門なのよ。特にいちゃついてる男女を殺すのが大好きなの」

「その、『殺神鬼』、殺す神の鬼って私の目には見えてたんで、神様を殺すのが専門なのかと……」

「いちゃいちゃしてたら神様でも殺すわよ？」

　たとえ神でもいちゃついていたら殺す。筋金入りのリア充キラーなのだともにかは理解した。

「嫉しつ妬とからってことじゃないんだよね？　美人だし、もてそうに見えるけど」

「幸せなんてのは風船みたいなものなの。私みたいなのが針でつついて回ってるのよ。簡単に割れちゃうの。そんな儚はかないものをなぜ私が自ら育まなくてはならないの？　なぜそんないつ割れちゃうかわからないような幸せに依存しながら生きなくちゃならないの？」

　やはり常人には計り知れない価値観の持ち主のようで、もにかはこれは駄目かもしれないと考え始めた。

　さすがにこんな性格の人間と一緒にやっていけるとは思えない。

「あー、やっぱり、この話は――」

　なかったことにしたい。そう言おうとしたが、亜妃は口を挟んできた。

「さっき、何か他にもメリットがあるようなことを言いかけてたわよね？」

「いや、ホントたいしたことないから」

「それはこっちで判断するから」

　帰りたい一心で適当なことを言ってみたが、亜妃は引き下がらなかった。

　いつの間にか主導権を握られてしまっている気がする。

　――まぁ、まだ話を聞く気があるなら……。

　もにかは話を続けることにした。

「ゲームに参加して協力してもらうには神器っていうものを宿してもらわないといけないのね。するとささやかながら超能力みたいなのが使えるようになるんだけど……」

「超能力？　念じるだけで相手の頭が破裂するとか、燃え出すとかなら是非欲しいところね」

　どんな使い道を考えているのか、想像したくもない。もしそんな能力があったとしても、こいつにだけは渡してはいけないともにかは思った。

「そんなんじゃなくて魔眼と呼ばれるもの。私があなたに与えられるのは赤い糸が見えるようになるってだけのものなんだけど」

　赤い糸。将来的に結ばれる二人を結びつけているとされる糸のことだ。

　なぜか魔眼はそれが見える能力になってしまっていた。

「へぇ。もしそれが本当なら私はあなたに協力してあげてもいいわよ。報酬はそれだけでいい」

　意外なことに、亜妃は話に乗ってきた。

「自分で言っておいてなんだけど、あんまり大したものじゃないよ？　魔眼って基本的に自分に関するものは見えないから、自分が結ばれる相手がわかるわけじゃないし」

「いいって言ってるじゃない。さっさとそれをちょうだいよ」

　亜妃が手を差し伸べてきた。

「え？　いやどんなゲームだとか、条件だとか色々聞かなくてもいいの？　魔眼を手にするってことは、ゲームに参加するってことなんだけど」

　もにかは相手が乗り気になっているというのに迷った。

　本当にこんな女を仲間にしていいのか？

　信用していいのか？

　信用はできなくとも、うまく利用することができるのか？

　――そうよ。当たり障りないような奴を仲間にしたって意味ないじゃない。

　もにかはなんとしても、全ての神器を集めて願いを叶えなくてはならないのだ。

　もにかは覚悟を決めて、邪神の右眼を亜妃に差し出した。

「それを目に押しつけたらいいから」

　亜妃は躊躇すること無く邪神の右眼を取り込んだ。

「……そんな不気味なものをあっさりと……疑ったりしないわけ？」

「何も見えないけど？」

　だが亜妃は答えずに、ただもにかを見ていた。

「そりゃ当たり前よ。自分のは見えないし、私は運命の外側にいるから赤い糸なんてついてないわけだし」

　そう聞いた亜妃はもにかの斜め後ろ、通路に目をやった。

「なるほど。確かにマスターについてるのは見えるわね」

　老爺、マスターがコーヒーを持ってもにかたちのところにやってくるところだった。亜妃がすでに頼んでいたのだろう。

「ねぇ。マスター。少しそこに立っていてもらえる？」

　マスターは素直に亜妃の言葉に従う。亜妃は鋏を持った手を宙に伸ばした。

　カチン。

　何もない空間を鋏が切り裂いた。

「何やってんの？」

「ん？　ちょっと試してみただけなんだけど、赤い糸って切れるのねぇ」

「ちょっと！　あんた何を――」

　そこから先の動きは速すぎて、またもやもにかにはわからなかった。

　サクリという音。続いて痛み。

　もにかは耳を押さえた。ぬるりとした感触に寒気がする。

　耳が、切り裂かれていた。もにかはただ呆ぼう然ぜんとなった。

　血があふれ出て、首筋を濡ぬらしはじめた。
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「なんで……」

　もにかは絶句していた。

　自分が傷つけられることなどないはずなのだ。だが、現に傷つけられている。

　鋏は耳元でカタカタと震えていた。アウターを攻撃しても自壊せず、原形を保っていた。

「ごめんね、もにかちゃん。私、意味のない嘘を吐つくタイプなの。アウターとか邪神とか神じん器ぎ争奪戦とか本当は知ってたのよね」

　もにかは目を見開いた。

　誘い込まれたと感じたのは正しかったのだ。

「あ、最初の攻撃はわざと外したわけじゃないのよ。けど、何回かやってれば当たるようになるから。神殺しってなんだと思ってたわけ？　それとも鋏が壊れなかったのが不思議？　これは簡単。私は鋏の扱いがとーっても上手でね。身体の一部みたいなものなの」

　もにかは愕がく然ぜんとした。

　確かにアウターは神になぞらえられることもある。つまりアウター殺し。彼女の手はもにかに届きうるのだ。

　もにかは席を蹴って飛び出した。

　鋏が肩を掠かすめる。

　まだ直接命に届くほどではない。だが、かすり傷だったとしてもこれを何度も繰り返されるのはまずい。

　目の前にはマスター。『殺人鬼』の老爺が立ちふさがっていた。

「忘れろ！」

『思い出は時の彼方かなたに』。もにかのアウターとしての能力、出会いに関しての記憶を消去する能力だ。

　使い方が限定される能力だがこの局面では役に立った。

　マスターとはこの喫茶店で出会ったばかりだ。つまりマスターはもにかが店に来たという記憶を失うことになる。

　マスターは、見も知らぬ少女が突然目の前に現れたことに混乱し、動きを止めた。

　もにかは棒立ちになったマスターの脇を抜けて出口へと駆けた。

　階段を上り、振り向く。亜あ妃きは追ってきていない。

　もにかはそのまま裏路地から出ようと走る。

　そして、こけた。尻餅をついたのだ。

　焦りでバランスを崩したと考えたのは一瞬で、右腕が後ろへと引っ張られる感覚に蒼あおざめる。

「ごめんね。さっき、赤い糸をくくりつけておいたの」

　魔眼にそんな能力はなかったはずだ。そんなことができるわけがない。

　亜妃はゆっくりと階段を上って来た。手は何かをもてあそぶかのように艶なまめかしく動いている。

「な、なんなのあんた!?　なんだってこんなことが……」

「ただの、どこにでもいる人殺しよ。それとも殺神鬼だったかしら？　でもこの糸が見える眼は便利ね。私は、いちゃついてる人を探すのに便利かと思っただけなんだけど、色々と応用が利くし」

　亜妃は赤い糸を切り、結びつけ、引っ張ることが出来る。信じがたいがそれは事実だ。ならばそれを前提に行動するしかない。

　走って逃げることは無理だ。糸をつかまれている以上行動は簡単に制限される。

　ならばどうにか隙を作るしかない。先ほど喫茶店のマスターにしたように忘れさせるのだ。

　集中できないこの状況だと、もにかは数分程度の記憶しか奪うことができない。

　だがそれで十分だ。数分でも急に記憶を失えば人は混乱し動けなくなる。

「忘れろ！」

　引っ張られている右腕をそのまま亜妃へと向け、叫ぶ。

　カチン。

　またもや亜妃は宙を鋏で断った。

「ごめんね。さっきそれは見たから」

「はぁ？」

　もにかは呆然とした。『思い出は時の彼方に』を切られた。そうとしか思えない。

「いろいろ疑問に思ってるかもしれないけど、続きはさっきの喫茶店でね。この路地は私の狩り場だからここでやっても問題ないけど、後始末が面倒じゃない。店の中なら何がちぎれても、こぼれても全然大丈夫だから」

　亜妃が楽しげに笑う。

　もにかは見えない糸にゆっくりと引きずられはじめた。必死に前へ進もうとするがそれはかなわない。

「わけわかんない！　なんなのよこれ！」

「糸が見られるなら、これを切れるのではと思うのは自然な発想で、切れたならそれを結びつける応用は簡単に思いつくわよね？　認識するって重要なことよ」

　もにかは地面に設置してあるエアコンの室外機を掴つかんだ。

　亜妃の力はそれほどでもなく、それ以上引きずられることはなくなったが、それで問題が解決したわけではない。

「それに意味なんてないことはわかってるのよね？」

　亜妃が近づいてくる。

　もにかは最後の手段を使うことにした。

「助けてぇ！」

　大声で叫んだのだ。

　裏路地にもにかの叫びがこだまする。

　だが、それだけだった。

　もともと人通りのない路地のさらに奥。こんなところで大声を上げたところでどこにも、誰にも届かない。

「あぁ……いいわ……。自らを絶対的な立場だと確信し、上から目線のなめた交渉をしかけてきたくそガキが絶望の叫びをあげるってのは！」

　亜妃は感極まったのか、悦よろこびの声をあげる。

「でもこれはちょっと違うのよね。私の専門とはちょっと違う。あなたは別に幸せだとかそんなことはなかったんでしょ？　どちらかと言えば切羽詰まった、不幸にすら見える感じ。となるとあなたを殺すのはただの憂うさ晴らしってことになってしまうんだけど。あ、それと人払いはしてるから助けなんてこないの。いくらでも叫んでいいのよ？」

　恐怖を煽あおるためか、亜妃は話しかけながらゆっくりと近づいてくる。

　助けなどこない。そう思っているからこその態度だろうが、その余裕が、時間が、もにかを救った。

「あれぇ？　通り抜けられると思ったんだけどなぁ」

　もにかの祈りが通じたのか、曲がり角から少女の声が聞こえてきた。

「よりちゃん、絶対こんな所から駅前には行けないって」

　続けて少年の声。

「そうかなぁ。でもここなら二人っきりになれるし――」

　角から腕を組んだ男女があらわれる。

　少女の頭上には『よりちゃん』、少年には『ゆうくん』の文字が浮いていた。

「――ちっ！」

　もにかたちを見た少女は途端に舌打ちをした。

「なんだよこれ？」

　少年は驚きの声を上げた。

「お嬢ちゃん、あなた何かしたの？」

　ここに人がくるはずがないと確信していたのだろう。亜妃はいぶかしげな様子でもにかを見た。

「『助けて私の王子様』。私が使える最強の能力よ！」

　都合よく助けが来るように周辺の事象と運命を捻ねじ曲げる。

　まさに奥の手といえる能力だ。

　その代償は大きいらしいが、もにかは気にしていなかった。死んでしまうよりはましだからだ。

「ふーん。まぁ誰が来たって関係ないし……それに幸せそうだわ。彼女」

　もにかのことはどうでもよくなったのか、亜妃はやってきた少女を見て舌なめずりをした。

「そうね。先に彼氏の方をある程度壊してしまいましょう。うん、それがいい！」

　何を想像しているのか、亜妃はとても楽しそうに笑う。

　だが、殺人鬼の悪意を向けられた少年たちの反応は意外なものだった。

「ねぇ！　彼氏だって！　恋人同士に見えるのかな！」

「そんなわけないだろ」

　少女は嬉うれしそうに笑い、少年は苦笑いをしたのだ。

　亜妃はそれを、ただ現実を認識できていないだけだと判断したのだろう。

　亜妃の姿が消えた。

　次の瞬間、少年の足は空中にいる亜妃の顎を蹴り抜いていた。

　もにかには何が起こったのか、わからなかった。

　溜ためも予備動作もなく、一瞬にして少年の足が頭より高く振り上げられている。まるでコマ落としのようだった。

　後にもにかは、ここで起こったことを次のように整理した。

　亜妃はもにかにしたように、目で追えないような速度で少年に迫った。

　人間離れした速度で少年の前まで行き、そこで横へ跳ぶ。

　そしてビルの壁面を蹴って上空から鋏を突き立てるべく襲いかかり、少年に迎撃されたのだ。

「なんだ、この人？」

　気を失い倒れた亜妃を見て、少年は不思議そうに首を傾かしげた。
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　ようやく雄一たちが話に出てきたところでもにかは一旦話を切った。

「坂さか木きくん……ソウルリーダーがどうとか関係なしに、殺人鬼とかやっつけてるじゃない……」

　愛あい子こが呆あきれたように言った。

「って言われてもな。いきなり襲いかかられたら反撃するだろ？」

「私もね、目を疑ったわ。何が起きたのかさっぱりわからなかったし。雄一はあいつの動きが見えてたの？」

「あのな、手先だけとかならともかく、全身で突っ込んでくる相手が見えないわけないだろ？」

「見えてなかったし。あんなの見えっこないし！」

　雄一は相手が女だったので一応手加減をしていた。

　顎を砕くこと無く、脳を揺らす程度に威力を抑えたのだ。それが可能だったのは、女の動きを全て把握できていたためだ。

「それはそうと、話はまだ終わってないだろ。よりちゃんと一緒にその場には行ったし、変な女を蹴り倒して、お前を介抱して立ち去ったことは思い出した。けどそれだけだと、ソウルリーダーが出てこないじゃないか」

「もにかさんにとっては醜聞に属することですからねぇ。はっきり言いたくもないんでしょう」

　混ぜ返すように言われ、もにかは大福餅を睨にらみつけた。先ほどからもにかの話に口出ししては話の腰を折っていたのだ。

「言うわよ、言うけど……その、怒らないでよ？」

「怒るようなことしたのかよ……わかったよ。今さら何を聞かされても怒らない……と思う。うん、怒らない努力はしよう」

「大丈夫だよ、もにかちゃん。坂木くんは女の子相手に本気で怒るような人じゃないから」

　もにかは愛子の言葉を聞いて納得したのか、億おつ劫くうそうな様子で続きを話し始めた。
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　倒れていたもにかのもとに、少年と少女がやってきた。

　少年はしゃがみ込み、もにかの顔を見つめている。少女は少し不機嫌そうにその光景を見下ろしていた。

「大丈夫か？」

　少年に声をかけられたもにかだが、どうにか逃げ出したいと考えていた。

　助けてもらっておきながら、この状況を説明するのは面倒だと思っていたのだ。

「うん、大丈夫、大丈夫。じゃあ私はこれで」

　もにかは立ち上がり、そのまま去ろうとしたが眩暈めまいがして少しふらついた。

　頭痛がした。

　緊張から解放されたからだろうかと、もにかが考えていると声が聞こえてきた。

『ちょっと、何勝手に逃げようとしてるんですか』

「へ？」

　もにかは少年と少女を見た。何も喋しやべっている様子はない。亜妃も気を失ったままだ。あたりを見回しても他には誰もいなかった。

『声を出さないでください。怪しく思われちゃいますよ。私はあなたの心の中にいるんです。私と話す場合は心の中で喋ってください』

　その声は、目の前で心配そうにもにかを見ている少年たちには聞こえていないらしい。この声はもにかの心の中に響いているのだ。

『誰？　なに、あんた！』

　声には出さず心の中で問いかける。

『なんと言えばいいのかわかりませんが、あなたの「助けて私の王子様」という能力の副産物です。この能力には代償が必要なのですが、それについて管理する者なんですよ』

『代償ってなに？』

『あのですね。あなたは本当ならさっき死んでいたんです。そんな運命をねじ曲げるなんて能力が、そんな簡単に使えるわけないじゃないですか。結局の所、あなたは問題を先送りしたに過ぎないんですよ』

『はぁ？』

　能力を使用すると多少疲れる。これまで使ってきた能力はそうだったので、もにかは今回も少し疲れる程度だと思っていた。

　大技なので動けないぐらいに消耗するかもしれないが、まさかそれ以上の代償が必要になるとは思っていなかったのだ。

『だから代償ってなんなの、何しろっての？』

『そりゃ、命が助かったわけですから、命に相当するものでしょう。ほら、助けて下さった彼に払うんですよ』

『だから！　具体的になにをどうしろって言うの？　あんたがごちゃごちゃ言うぐらいのことだったら無視するけど？』

　多少鬱陶しいがそれだけだ。そう考えていると途端に頭痛が強くなった。

　強烈な力で頭を鷲わし掴づかみにされているような感覚に、もにかは立っていられなくなった。

『無視してくださってもいいですけど、頭痛はどんどんひどくなっていきますし、最終的には頭が爆発して死にますよ？』

　しゃがみこんだもにかに、心の声は無慈悲に告げた。

「大丈夫……じゃなさそうだな。顔色がひどい」

　少年が側そばに来て、体を触りながら声をかけてくる。

「肩の怪け我がはそれほどでもないけど、耳はひどいな。よりちゃん、何か持ってないか？」

「お姉ちゃんじゃないんだから、そんなに都合よくレスキューセットとか持ってないよ」

『痛い、痛い、痛い！　どうしたらいいのよ！　こんなんじゃ、何かしろって言われてもなんにもできないじゃない！』

　頭痛は動けなくなるほどにもにかを苦しめていた。代償を払えと言われても身動き一つできなくてはどうしようもない。

『……もにかさん、あのですね。助けてもらったんだからまず言うことがあると思うんですよ。常識的に考えて。わかります？』

「え、あ、あの、助けてくださってありがとうございます」

　声に促され、もにかは礼を言った。

　それで若干頭痛が和らいだ。礼も代償の一部という扱いのようだ。

「助けたことになるのかな？　状況をよくわかってないんだけど。とりあえず病院に行こうか。立てる？」

　少年が手を差し伸べてきた。手を取っていいのか迷っている間にも、頭痛はまたもや強くなってきている。

『お礼なら言ったじゃない！』

『……命を助けられてお礼一つで済むわけないじゃないですか。とりあえずあなたの考え得る最大の代償を支払って下さいよ。あ、とりあえず手持ちがなければ後で払う約束だけでもいいですよ』

　とんでもないことになってしまった。頭痛に抗あらがうようにもにかは少年に叫んだ。

「ちょっと待って！　お礼！　お礼をさせて！」

「そんなのいいよ。それより病院に行かないと」

「だから！　ちょっと待ってよ！　本当にお礼をしないとまずいの！　このままじゃ、頭が破裂しちゃうの！」

　もにかは血相を変えて訴えた。

　余計なことを考えている余裕がなくなってきている。頭がきしみをあげはじめていた。

「それ本気で言ってるのか？」

　少年が訝いぶかしげな顔をしている。それはそうだろう。頭が破裂すると言われて素直に信じる者などそうはいないはずだ。

「お兄ちゃん、本気みたいだよ？」

　少年は呆気に取られたという様子だが、少女はもにかの様子を冷静に見ているようだった。

「受け取るかどうかは後でいいから！　とりあえず言うだけ言わせて！」

「マジで困ってるみたいだな。よくわからないけど、わかったよ。言ってみな」

「全財産」

「大きく出たな」

「三億六千万円」

「多すぎるわ！」

　アウターになってから出来心で色々とやった成果だった。

　寄る辺のない少女が一人で生きていくのに金は必要だと思っていたのだ。少々やりすぎた感はあるものの、もにかは金に不自由していない。

　少年は否定的な態度だったが、代償を口にしたことでもにかの頭痛は治ってきた。

　相手が受け入れるかはともかく、差し出す意志を示すだけでもいいらしい。

『いいですねー、全財産。でも全てということですと、その後問題あるんじゃないですか？　多少の生活費は残していただいても構わないんですが』

『いいのよ、考えがあるんだから』

　これで多少の余裕はできたが、まだ完全に頭痛は治っていない。もう一声というところだろう。

「聞くだけ聞いたけどこれでいいのか？　冗談だとは思うけど、念のために言っておくとそんな大金を受け取るつもりはないからな？」

「うん。けどまだ足りないからもう一ついい？」

「聞くだけならな」

　呆れたように少年は言った。やはり意味はわかっていないはずだが、こんな無茶苦茶なことをいう女の子の話に付き合うあたり面倒見はいいのかもしれない。

「その……私の体。こう見えても私は十五歳ぐらいだから気にしないで。で、その後結婚してもらえたら、一生かいがいしくお世話するんだけど」

「ちょっと助けただけで重過ぎるだろ！」

「お兄ちゃん、先に帰っててくれる？」

　少女の目がなんだか怖い。だがノルマを達成したということか、もにかの頭を締めつけていた圧力はなくなっていた。

『ははぁ。結婚したら財産は必要ない……ってことなんですか？　まぁ命の代わりに全てを差し出すというのはこういうことなんでしょうかねぇ。けどまぁそういう約束をしてしまった以上、その約束は果たしてもらわないといけませんよ？』

「はぁ……なんかわかんないけどこれでいいのか？　じゃあ病院に行こうか」

「うん。あ、調子はよくなったから大丈夫。一人で歩けるから」

　もにかは一人で立ち上がった。

　先導する二人の後をついて、裏路地を歩いて行く。

「さて。じゃあ、ここでのことは全部忘れてね」

　表通りに出たところで、もにかは右手を二人に向けた。

『思い出は時の彼方に』。

　出会った記憶を消去する能力。もにかは途中からこれを狙っていた。

　どれだけ大きな代償だろうと、その場で払う必要がないなら忘れさせてしまえばいい。

　忘れられた借金などないも同然。もにかには全財産を払う気も、結婚する気もまるでなかったのだ。

　裏路地を歩く間に時間をかけて用意した能力は、二人からここ数十分の記憶をあっさりと奪い去った。

　二人は何事もなかったかのように、もにかのことなど知らないかのように、繁華街への道を歩いて行った。

「……なにやってくれてるんですか……」

　声の主がいつの間にかもにかの肩口に乗っかっていた。

　白くて丸い。大福餅に目と口を付けたような存在だ。

「どうだ！　能力だかなんだか知らないけど、出し抜いたわ！　頭痛が始まらないんだから、これはＯＫってことだよね！」

「……ＮＧですよ……」

　もにかは亜妃のもとに戻り、側に落ちていた邪神の右みぎ眼めを回収した。

　これで全てが解決したと思ったもにかだったが、後悔はすぐに訪れるのだった。
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「結婚てなに!?」

「なんで野の呂ろが怒ってるんだよ……。子供の戯たわ言ごとだろうが」

　怒ったのは愛子だった。

「ま、まあいいけど？　私には関係ないし」

　すぐに落ち着きはしたようだが、愛子は不承不承といった様子だ。

「記憶を消されたのが怒るところなのかもしれないけど……別に大して問題もなかったしそれはいいよ。それより結局ソウルリーダーに関してはどうなったんだ？」

「はい。まず私はもにかさんの祈りが具現化したもの。つまり、もにかさんの代償を管理するための存在、契約を遵じゆん守しゆさせるための者なのです」

　大福餅はもにかの肩から下り、円テーブルの中心で偉そうにしていた。

「もにかちゃんの保護者とか責任者ってこと？」

　愛子がつんつんと大福餅をつつきながら聞く。

「そんなところですね。しかしあらためて経緯を思い返すと悪質ですよね。小学生のうちからこんなことやってるようじゃ、ろくな大人になれませんよね」

「うっさいな！　それに小学生じゃないし！」

「代償の支払いを拒めば頭が爆発するんじゃなかったのか？」

　確かそんなことを言っていたはずだ。それが本当ならもにかはとっくの昔に死んでいるはず。

「まさか。殺しちゃったら代償を払えなくなるじゃないですか。あれは脅しですよ」

　大福餅はしれっとそんなことを言った。

「え？　そうなの？　すっごい頭ミシミシって鳴ってたんだけど！」

　もにかも知らなかったのか意外そうな顔をする。

「救出の代価はもにかさんの全財産と体と一生尽くすことです。当初私はそれでＯＫとしました。ですが、もにかさんは雄一さんから記憶を奪ってしまいました。これでは帳尻が合わなくなってしまいます。そこで勝手ながら、もにかさんにとって無くてはならない能力、ソウルリーダーを雄一さんへ移譲しました。これはもにかさんの財産や体と違って、私の権限で実行出来ることです。つまり記憶の代価がソウルリーダーです」

「助けたあげく、記憶を奪われて、変な能力を勝手に押しつけられて、結局俺にメリットねーじゃねーかよ……。あ、記憶は戻ったんだからソウルリーダーは返せるんじゃないのか？」

「以前にも言いましたように、私はもにかさんの能力を人に与えることはできても、雄一さんから奪うことはできません」

　随分と勝手な話だと雄一は呆れた。

「……で、願いは一つしか叶かなえられなくて、それはもにかが友達を助けるのに使うんだよな？」

「それは……その……」

　もにかが口ごもる。結局神器争奪戦に参加したところでソウルリーダーの問題は解決しないのだ。

「……わかったよ。それは別にいい。友達を助けろよ。俺は自分でどうにかするから」

「いいの？」

「いいよ。余計なものが見える程度のことと、人命とは比べられるもんでもないしな」

「……ありがとう……」

　もにかがいつになく殊勝な様子で言った。

「ま、昔の話はわかった。今はこれからの話だ。共鳴が始まった。真ま希き那なが言うにはまれによくある、ってことだそうだ。つまり一度始まるとしばらく続くってことらしい。そこでだ。神器を俺によこせ」

　もにかは神器を二つ持っている。邪神の右眼と左眼だ。

「え？　でも、それだと雄一が……」

　一度は雄一に預けたこともあったが、もにかは神器を手放すことを拒んだ。

　神器を持てば日常生活が送れなくなる。それを気にしたのか、もにかは神器を持って鬼の集落に隠れていたのだ。

「手放すのは不安なのかと思ってもにかの提案を受け入れたけど、やっぱり危険だろ」

　春休みの話を聞いて雄一は考えた。アウターといっても不死身ではないのだ。

　もにかは夏休みの事件でもかすり傷を負っているし、今の話でも殺されかけている。神器を持たせたままにはしておけない。

「わかった。でも雄一にまかせっきりにはできない。だから一つだけ渡しておく」

　もにかはガラス玉のような目玉を雄一に渡した。

「一個でも持ってたら敵がくるだろうが」

「私はこの戦いに全てを懸けてるの。人任せにはできない。だからそれが最大限の譲歩。一応分散してたら私のところに敵がくる可能性は減るし、もし一つを奪われてもまだチャンスはある」

「わかったよ。でも共鳴に気付けないってのが厄介だな。一応、壇だんノの浦うらから連絡がくるようにはなってるんだけど」

　もにかの決意は固いようで、雄一はそれ以上の説得を諦めた。
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　もにかの長い話が終わった頃、武たけ井い亮りよう磨まと邪神の戦いも終しゆう焉えんを迎えようとしていた。

　公園は惨さん憺たんたる有様で、原形を留とどめてはいない。

　大地は焼け焦げ、いくつもすり鉢状の穴があいていた。場所によってはただの土や砂が光沢のあるガラス状の物質に変質してしまっている。これは高熱によるガラス化現象であり、ここで行われた激しく長い戦いを物語っていた。

　機械が、散乱していた。

　何かの乗り物の一部のような、金属質の塊が散らばっている。それらは煙を上げており、断面から火花を散らしていた。もう何の役にも立たないことは一目でわかる。

　人が、倒れていた。

　鎧よろい姿の者、ローブを着た者、宇宙服の様な物を身に纏まとった者。獣耳や尻尾や翼が生えている者もいてこれらは人なのかも疑わしいのだが、中には断面から機械部品をのぞかせる生物ですらない者も含まれていた。

　これらは皆、亮磨が召喚した者や、勝手に馳はせ参じた者たちだ。

　全滅だった。

　亮磨自身も満まん身しん創そう痍いで、手に持った十とつ束かの剣つるぎ、天あめ之の尾お羽は張ばりの剣つるぎを杖つえの様に使ってかろうじて立っているに過ぎない。

　対するに邪神だという青年と、その仲間である少年はまったくの無傷だった。

　亮磨は気力を振り絞り、剣を天へと掲げた。天之尾羽張剣。天あめ之の尾お羽は張ばりの命みことがその身を剣へと変えた神剣だ。

　亮磨はそのまま反り返るように、剣を後ろへと振りかぶった。あからさまに無防備な構え。だが構いはしなかった。実力の差は嫌と言うほど思い知らされている。今さら回避や防御を考えるだけ無駄だ。

「いくぞ、みこと！　全力を振り絞れ！」

『はい、亮磨くん！』

　天之尾羽張命が応じ、刀身が白く輝き始める。

「おおおおおぉお！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に亮磨は剣を振り下ろした。

　彼我の距離はおよそ十メートル。だがこの剣にとっては十分に間合いの範囲内だ。

　斬撃は大地を裂きながら青年へと迫り、青年はそれを片手で打ち払った。

　打ち払われた力は軌道を変え、さらに公園の地形を変えながら突き進む。

　そして、結界に激突して爆音を上げた。

　亮磨はその場にくずれ落ちた。

　掛け値無しの全力全開だったのだ。ほとんどが剣の力ではあるが、亮磨の体力も今の攻撃で根こそぎ奪われていた。

「いやあ、ここまで力の差があるとは思ってもみなかった」

　そう呑のん気きな声をあげているのは亮磨の隣にやってきたエンデで、戦いに参加していなかったので元気そのものだ。

「お前な……もうちょっと何かしろよ。本読んでただけじゃねーかよ」

「そう言われてもこれがボクにできる最大の支援だよ。武術の嗜たしなみがあるわけでもないから、直接戦闘なんてできっこない」

「で……どうするんだ？　正直、もう打つ手はないんだが……」

　喚よべる限りの仲間は喚んだ。

　宝具、宝パオ貝ペエ、秘宝、遺物アーテイフアクトは使い切った。

　そしてその全てが通用しなかった。

「まあなんとかなるんじゃないかな」

「なんの根拠で!?」

　あまりにも呑気な言いぐさに亮磨は憤慨した。

「合格」

　これもまたどこか呑気に青年が言った。

「心配しなくても、皆生きているよ。ロボットの子もまぁ修理すれば大丈夫だと思う。無人の戦闘機とかはめんどくさいから壊しちゃったけどね」

「……なんだそりゃ？」

「神器争奪戦に参加することを認めてあげるよ。現時点ではまだまだだけど、これからの戦いでより強くなって争奪戦を勝ち抜いてほしい」

　青年は本気を出していなかったのだろう。

　余程の実力差がなければ、行動不能にするだけなどという芸当はできないからだ。

　公園を覆っていた闇の壁が突然に崩壊した。

　中天を過ぎつつある太陽が当たり前のように公園内を照らし出したが、そこには既に青年たちの姿はない。

「……もう昼か……完全に遅刻だな……」

　土曜日の授業は午前中だけだ。今さら学校に行く意味はないだろう。

「へこたれてるかと思えば余裕あるじゃないか」

「余裕っぷりじゃお前には負けるよ。で、この展開を予想してたってのか？」

「そうだね。序盤にあらわれる勝てっこないぐらいにレベル差のある敵は、なんだかんだ理由をつけて見逃してくれるものだったりするんだよ。そうじゃないといきなり話が終わっちゃうからね」

　大した根拠でもなく亮磨は呆れた。

「いやいや、でもこれは君が主人公だからこそなんだよ。これが適当な雑ざ魚こだったら敵の残虐さやら、強さやらのデモンストレーションに使われておしまいだからね」

　そんなエンデのよくわからない台詞せりふを亮磨は聞き流した。

　一旦落ち着いてみればとんでもないことになってしまっているのが、嫌でも目に入ってくる。

　公園の惨状はどうしようもないので、亮磨はすぐに諦めた。だが、仲間たちは放置しておくわけにはいかない。

　どこに運んで、どう介抱するかを考えると頭が痛かった。
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　正午頃、亮磨達の戦いが終わった直後。

　廃病院では、奈な月つきとアルベルタが突然現れた女に目を奪われていた。

　女は大手銀行の制服を着て、血まみれの鋏はさみを持っている。

　職業柄なのか化粧は薄く、髪は後ろで一つにまとめていた。地味で清せい楚そな印象を作ろうとしているようだが、それでも妖しさがこぼれ落ちているかのようだ。

　殺人鬼界かい隈わいでこの女を知らない者はいない。もちろん奈月も知っていた。

　瀧たき澤ざわ亜あ妃き。

『幸せ探し』と呼ばれる殺人鬼で、のどかな印象の異名からはかけはなれた実態を持つ女だった。

　ここ最近、姿を見せなくなったという噂うわさだが、こんな場所に現れるなど奈月は思ってもみなかった。

「亜妃ちゃん！　なにをどう勘違いしたらこんなことになるの!?」

　我に返ったアルベルタが文句を言う。

　文句を言いたくなるのも当然だが、受けた被害から考えると穏当な物言いだった。なにせアルベルタは右腕を切り落とされているのだ。

　奈月は成り行きに注目していた。

　アルベルタの意識は亜妃に向いている。今すぐ攻撃されることはなさそうだった。

　ただ、アルベルタによる呪いはいまだ奈月を蝕むしばんでいる。右腕と右足の自由は利かないままだ。

　よくわからない状況だが、亜妃が味方だと奈月は考えなかった。だが、アルベルタの味方だとは言い切れないとも考えている。

　亜妃には絶対に近づくな。それが裏の人間たちが口をそろえて言うことだ。

　彼女は強い。だがそれ自体はさほど問題でもなかった。強いだけなら利用価値もあるだろう。

　問題視されたのは彼女の性格だ。

　とにかく気まぐれだった。いつ何に怒り出すのかが、まるでわからないのだ。

　普通に話しているだけでも、よくわからない理由で突然に激げつ昂こうする。

　その場で相手を殺す事もあれば、そんなことはおくびにも出さずに、数年後思い出したように殺しにくることもあるのだ。

　そんな相手と交流を持てるはずもなく、結果、彼女は闇の世界でも腫れ物のような扱いになっていた。

　なので奈月は静観する。

　さきほどまでは最悪の状況だったのだ。これ以上悪くなりようがない。これから起こる何かで事態は好転するかもしれない。

「いい？　私たちの使命は、奈月ちゃんを生きたまま連れて帰ることなんだからね！　……って、もしかして、私が殺そうとしてると思って止めたとか？」

「ごめんね。間違えちゃったのよ」

　実に軽く亜妃は言った。

「そっかー。間違えちゃったんだったら仕方がないねー」

　アルベルタも特に気にしていないようで、斬り飛ばされた右腕を拾いに行く。彼女の出血はいつのまにやら止まっていた。

　アルベルタは拾った右腕を切断面に押しつける。

　すると信じがたいことに、右手の指先がぴくりと動きだした。拳を作り、開く。肘を何度か曲げ、肩を回して動きを確認していた。

「ん？　奈月ちゃん、何馬鹿みたいな顔してんの？　これぐらいできて当たり前だよ？　さすがに生えてきたりはしないけどねー」

　その人間離れした治癒力に奈月は呆ぼう然ぜんとなった。

　あいつから与えられた力とは一体なんなのか。これほどの化け物が何のために必要なのか。

「んー、そういや亜妃ちゃんは何しにきたの？　奈月ちゃんぐらいなら私一人で十分なのはわかってると思ったけ――」

　次の瞬間、アルベルタの左腕が飛んだ。

　奈月の近くにいた亜妃が一瞬でアルベルタの前へと移動している。

　右手に持つ鋏からは新鮮な血液がしたたり落ちていて、それを使ったのだろうということは容易にわかるが、動きそのものは奈月に見えていなかった。

「ちょっと！　いい加減にしないと怒るよ！」

　いくらつなぎあわせることができると言っても、なんのリスクもないわけではないだろう。少なからず苦痛は感じているはずだった。

「怒れば？」

　亜妃は冷ややかに返す。そこからの戦闘は一方的なものだった。

　亜妃がどのように動いたのか、奈月にはわからなかった。恐らくはアルベルタにもわからなかったことだろう。

　アルベルタは解体された。

　首が、肩が、肘が、膝が、足首が。

　関節で分断された人間のパーツが、バラバラになって血まみれの床に散らばっている。

「呪いは解けたんじゃない？」

　返り血一つ浴びていない亜妃が、奈月に声をかけてくる。

　確かに彼女が言うように呪いは解けたらしく、右腕と右足は自由を取り戻していた。

　だが、奈月はすぐに動くことができなかった。亜妃の意図がわからず、下手に動けなかったのだ。

　この街で生きる裏の人間として、亜妃についての最低限の情報は知っていた。

　活動範囲、活動時間、容姿、年齢、名前など、彼女を避けるために必要な情報は流布されているのだ。

　だが、彼女とは初対面だ。

　亜妃が奈月のことを知っているとしても、それは近隣にいる殺人鬼の情報としてしか知らないはずで、亜妃と奈月の間にはなんの接点もない。

「なぜ……」

　果たして助けられたのだろうか？　噂から判断する限り、素直に受け入れていいものか奈月にはわからなかった。

「どうしたの？　どこか痛む？　それぐらいの傷ならあなたでもすぐに治りそうなものだけど」

　近くに来た亜妃がしゃがみ込んで、奈月の肩を見ていた。まるで奈月を心配しているかのようだ。

「なぜ助けてくれたの？」

　こんな一言ですら彼女の機嫌を損ねる可能性がある。だが奈月は聞かずにはいられなかった。

「雄一くん……」

　すると亜妃は頬ほおを染めて、言い淀よどんだ。

　奈月は予想外の名前が出てきたことに戸惑った。

「雄一くんのお友達なんでしょう？　大丈夫、まかせて。私が助けてあげるから。なんだったらあいつも私がやっつけてあげる」

「え？　それは……あなた……何か企んでるの？」

　馬鹿正直にそんなことを聞いたところで無駄だろうが、思わず口をついていた。

　亜妃が奈月を助けたところで得はない。それどころか、あいつを敵に回すことになるのだ。

　なので、この行動には何か裏の意図があるのだと勘ぐらずにはいられない。

「何も。私はただ雄一くんのお役に立ちたいだけなの。お友達のあなたを助けたらきっと褒めてくれるに違いないわ」

　なぜ雄一の名前がここで出てくるのかはさっぱりわからない。

　けれど今のところ、少し危ういような気もするが、亜妃は奈月の味方のようだった。







第五章　そういや退魔士っていたよね







　ニーハオ・ザ・チャイナで話を聞いた翌日。

　雄ゆう一いちは、早朝から神社の裏手にある鎮守の森にいた。

　ここ最近の修業場所だ。人もあまりこないしそれなりの広さがあるので重宝していた。

　神じん器ぎ争奪戦のことは気になるが、こちらからできることはない。共鳴が起こるまではいつも通りにしているしかないだろう。

　十二月なのですでに寒さは厳しい。だが雄一は薄手のジャージ姿だった。

　姉に無茶な環境に放り込まれたことも数多く、そのおかげか寒暖の差にもすぐに対応できるようになっている。日本の冬程度どうということはなかった。

　今日は姉の睦むつ子こはおらず、雄一だけだ。

　修業は姉に強制されて始めたことだが、性に合っていたこともあり、今では自ら進んでやるようになっていた。

　必ずしも毎日やっているわけではなく、その日の体調や気分次第だ。習慣化して惰性でやることに意味は無いとは睦子の言だ。

　修業内容もその日の気分次第で、今は木を殴っていた。

　腕の側面を木に叩たたきつけているのだ。歩法を交えて木の周囲を回るようにして、両腕を木の上下に叩きつける。時折、蹴りも混ぜる。

　こんなことをやっているだけでも雄一は楽しんでいた。

　一見同じようなことを繰り返しているだけにしか見えないが、毎回少しずつ力の入れ具合、角度等を微調整して効率のいい動き、力の発し方を模索しているのだ。

　昨日よりも今日。今日よりも明日。確実に成長している実感が雄一に充実感を与えている。

　――ま、自分のペースでやれるなら修業も楽しいんだけどな。

　これが姉と一緒の修業となると何が起こるかわからず、気が気ではないのだ。

　どういう伝つ手てでどこから連れてくるのかわからないが、どう見ても堅気ではない輩やからがドスを腰だめにして死に物狂いで襲撃してきたり、近未来的な装備に身を包んだ兵士が、どう聞いても日本語ではない言語を叫びながら、ショットガンをぶちかましてきたりする。

　先日などは武装集団千人程と戦うはめになった。

　依より子こがきっかけではあるが、最終的にあんな事態になったのは姉の策略があったせいではと勘ぐっている雄一だ。

　姉は実戦志向なので、とにかく雄一に戦わせたがった。

「武術の修業なんてのは戦ってなんぼよ！　実戦に勝る修業なんてないんだから！」

　ということらしい。

　確かに動かない木を相手にしても実戦の感覚は身につかないだろうが、これにも意味はあると雄一は考えている。

　単純に手足を鍛えるという意味もあるし、打撃による反動の制御を練習するという意味もあるのだ。

　人でも物でも打てば必ず反動があり、その反動をいかに逃がすかに流派の特色がある。ただ打つだけでも、身体の各所で複雑な協調動作が行われており、木が相手でも様々な練習を行うことができた。

　一心不乱に木を打ち続けていた雄一だが、人の気配を感じて手を止めた。

　雄一がここで修業をしていることを知っている者はそう多くない。姉、妹、武たけ内うち奈な月つきぐらいのものだろう。

　誰なのかと訝しみながら振り向いてみれば、少女がやってくるところだった。

『獣人（猫）』の文字が頭上に見える。

　小こ西にし妃ゆ里りだった。

　雄一のクラスメイトで、入学初日に自分が金持ちであることを盛大にアピールしていた少女だ。今さら蒸し返すつもりもないが、敵対していたこともあった。

　近づいてくる妃里はファー付きの真っ白なコートを着ていて、服に詳しくない雄一でも高級そうだとわかる。汚れたら目立ちそうだと考えてしまうのは雄一が庶民だからか。

　金髪を複雑に結い上げた髪形も庶民にはとても真ま似ねできないだろう。もしかしたら専属のスタイリストでもいるのかもしれない。

　手に持っているのはごく普通のバスケットに見えるが、高級品だと言われれば雄一は疑わないだろう。

「なんだ、小西さんか」

　妃里が目の前までやってきたところで雄一は話しかけた。

「なんだ、とはずいぶんな言いぐさですわね」

「あ、いや悪かったよ。武内かと思ったもんだから」

　姉と妹はまだ寝ているはずだし、そうなるとここに来そうなのは奈月ぐらいのものだ。ただ、最近奈月はなぜかよそよそしく、部活にも顔を出していなかった。

「で、なんの用だ？」
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「なんの用もなにも、私を知っていただかなくては話にならないでしょう？　どういうわけか、私を避けておられるようですし？」

　妃里は不満げに顔をしかめた。

　雄一は妃里に交際を迫られて断っている。

　その際に妃里のことをよく知らないのに付き合えないと言ってしまったので、知った上でもう一度判断しろと妃里は言っているのだ。

「そりゃ気まずいってのもあるけどさ、俺、もともと付き合いのいい方じゃないぞ？」

「それは知っていますわ。クラスでも一部の方以外とはほとんど交流はないようですし。ですのでこうやって、わざわざこんな時間からこんな場所まで出向いたのです！」

　雄一はソウルリーダーで余計なものが見えることもあって、他人との交流は極力避けるようにしていた。元々そう社交的とも言えないが、高校生になってからの雄一は極端な人嫌いに見えたかも知れない。

「出向いてきたのはいいけどこっちの都合も考えろよ。俺、修業中なんだけど……わかったよ。話ぐらいなら聞いてやる」

「坂さか木き雄一……この私に対してどこまで傲慢なのかしら……」

　修業を再開するにしても、動きながらでは話を聞きにくい。雄一は足を肩幅程度に広げ、腰を落とした。両手を前に突きだし、肘を下げる。

「なんですの、そのふざけた格好は」

「修業中だって言ったろ？　中国武術でいう站たん椿とうだよ。まぁ簡単に言えば空気椅子だな。足腰を鍛えてるんだ」

　そう単純なものでもないが、武術の心得がない人間に説明するにはそんな程度でいいだろう。

「……こんなのと付き合うだなんて考えられませんわね……」

「お前な……」

　雄一は眉をひそめた。付き合えだなどと言い出したのは妃里の方だ。

「そんな体勢のまま朝食を摂とるおつもり？」

　妃里が手に持ったバスケットを雄一に見せつける。朝食が入っているらしかった。

「なんだってまた、飯なんて持ってきたんだよ？　俺は帰ってから食べるつもりだったんだけど」

　文句を言いながらも雄一は站椿をやめて姿勢を戻した。せっかく持ってきてくれたのなら食べないのも悪い。

　どこで食べようかとあたりを見回していると、妃里がバスケットを押しつけてきた。

「中にレジャーシートも入っていますので、広げてもらえるかしら？」

「俺がやるのかよ……」

　それぐらいお前がしろよ、と思いながらも言われた通りに雄一はシートを広げた。

　二人でその上に座り、バスケットから飲み物とサンドイッチを取り出す。

　サンドイッチは色とりどりで、様々な具材が挟み込まれているようだった。かなり手間がかかっていそうだと感心しながら、雄一はサンドイッチを口にした。

　うまい。

　素人の域を超えていると雄一は舌を巻いた。今食べたのはカツサンドだが、サックリとしたカツの揚げ方などプロ級に思える。

「男の心を掴つかむには、まず胃袋を掴めと言うでしょう？」

「心を掴まれはしないけど、うまいな。小西さん料理得意なのか？」

「なぜ私の料理技術の話題に？」

「え？　小西さんが作ったんじゃないのか？」

「私が作るわけないでしょう？　シェフが作ったに決まってますわ！」

「その場合、俺が好意を抱くのはそのシェフにじゃねーかよ……」

　好かれようとしている割には、妃里のやり方は実に適当だった。そこは下手でも自分で作るべきなのではと雄一は思う。

「で、俺に飯を食わせにきただけなのかよ？」

「もちろん、それは挨拶にすぎませんわ。先ほども言いましたように目的は私を知っていただくことです」

「わかったよ。誰が作ったにせよ、うまいもん食わせてもらったしな。話ぐらいは聞くよ」

「では。私の名前は小西妃里」

　妃里は居住まいを正し、今さらながらの自己紹介を始めた。

「そこからかよ！　名前ぐらいは知ってるよ！」

「名はともかくとして、姓についてはどう思いまして？　お金持ちだと言う割には随分と平凡だと思ったのじゃありませんこと？」

「いや、別にそんなことは……」

　どう答えていいものか。確かによくある名字ではあるが、それと家の経済状況に関係はないだろう。

「別にいいんですのよ。私自身気に入っているわけではありませんし。私の姓は養家のものなのです。実の両親のものとは違いますの」

「養家って……え？　養子なの？　ていうかそういう立ち入った話を俺は聞いていいのか？」

「ええ。私を知っていただくのが目的ですから」

　なんだか思っていたのと違う。養子に出された、または養子になってしまった。いずれにしろ複雑な事情がありそうで、雄一は戸惑った。

「父の姓は皇すめらぎと言います。皇家は過去も、今も、未来も、日本を支配し続ける、頂点に立つ存在ですわ。母についての情報は公開されておりませんが、この髪を見ていただけたらわかるようにおそらくは外国の方でしょう」

「えーと……フィクサー的な？」

　日本の支配者と言われても、そんな名前を雄一は聞いたことがなかった。名前からして皇族に関係があるのかとも思うが、まさか妃里がそれに連なる者でもないだろう。

「そう考えていただいて構いませんけれども、古来より日本は獣人が支配する国なのです」

「って言われてもな……」

「獣人は戦闘能力にすぐれており、平民たちを庇ひ護ご下において戦ってきたのです。歴史上に存在した公く家げや武家など、支配層に属する者はほぼ獣人と考えていただいてよいでしょう。現代においても大企業の経営者、官僚などはほぼ獣人なのです」

　雄一はそこまで言われて気付いた。

　これは彼女が所属する世界観の話なのだ。雄一がソウルリーダーを得なければ知り得なかった、関わることのなかった世界の話。

「ただ現時点の私は何者でもありません。皇の継承者候補の一人に過ぎませんわ」

　雄一はなんとなく嫌な予感がした。継承者だ候補だ、またもや何らかのトラブルの匂いがして仕方がない。

「疑問にお思いではなくて？　なぜ私のような者が、星せい辰しん高こう校こうなどというごく普通の学校に通うのか」

「そういやそんな話を野の呂ろとしたな。教育方針なんじゃないかとか」

「答えは簡単です。私の養父母はごく普通のサラリーマンですから。私立の学校に通わせる余裕などないのです」

「ん？　んんん？　お嬢様なんじゃないのか？　うちが金持ちだって自慢してたよな？」

　意味が全然わからない。

　本人がそう言っていたし、雰囲気もそうだし、シェフまでいると言うので、さぞ大金持ちなのだろうと雄一は思っていた。今さら違うと言われても戸惑うばかりだ。

「正確には本家が、ということになるでしょうか。継承者候補でいる間は支度金が支払われますので、私個人は資金と使用人を保有しておりますが、養父母は大したお金は持っておりません。そして子供の学費は親が支払うものです。いくら私がお金を持っているからといって、学費を払うのは越権行為というものでしょう」

「いや、その理屈はよくわからないんだけど」

　金があるなら誰が払っても同じだと雄一は思うのだが、彼女の中では違うらしい。

「父には百人の子がおりまして、私はそのうちの一人ということになります。この百人は母親が異なっておりまして、その全てが分家に養子に出されているのです」

「ちょっと待って!?」

　滔とう々とうと得意げに語る妃里を雄一は制止した。

「なんですの？」

「あのな……そういうのは聞かせてくれなくていいから」

「なぜ!?　私のことを知らないからと交際を断ったのはあなたでしょう！」

「いや、小西さんの性格とか趣味とか興味のあるものとか、そういうのを知らないって意味であって、家庭事情とかは別に……」

　正直なところ聞かされても困ると思う雄一だ。

「しかし、私が野呂さんを亡き者にしようとしたのも、この皇の継承に関わる――」

「あなたたち！　ここで一体何をしているんです！」

　妃里がさらにややこしいことを言い始めたところで、雄一たちは背後から一喝された。

　振り向けば、キャメルのダッフルコートを着た黒髪の少女が、怒りをあらわにしている。

『退魔士』

　少女の頭上にはそうあった。どこかで見た覚えがある文字だ。

「えーと……君は？」

　恐る恐る雄一は聞いた。

「あなたが不法侵入しているこの神社の娘ですが」

「あ」

　少女に睨にらまれて雄一は固まった。まさかそんなことを言われるとは思っていなかったのだが、言われてみればその通りだ。

「どういうことですの、許可を得て修業していたのでは？」

　不思議そうな顔で妃里が見つめてくる。

「あー、神社だし、それに裏手のちょっと離れてる森だし、誰でも勝手に入っていいのかなーって……」

　バツが悪くなった雄一は目を逸そらした。

「確かに！　うちは神社ですし、広く門戸を開いておりますが！　それは参拝に来られる方々に対してです。目的外で来られては迷惑です！」

「住居侵入罪に該当するのかは微妙ですが、管理者に無断で使用していいわけがありませんわ」

「え？　あれ？　小西さんまで一緒に俺を責めているのはなんで？　味方じゃないのかよ？」

「恋人でもないあなたを擁護する義理がありまして？」

　妃里には点数を稼ぐという意識はまるでないらしい。

「とにかく！　ここではなんですので、お話ができる場所に行きましょう」

　逃げ出すことは可能だろう。だが非は確かにこちらにある。雄一は素直に付いていくことにした。







　雄一たちが連れてこられたのは神社の本殿ではなく、そこから少し離れた所にある一戸建てだった。

　二階建て、４ＬＤＫほどの大きさで、宮司の一家はここに住んでいるとのことだ。

　雄一たちを連れてきた少女は玄関を開けて中に入っていく。

　中に入るように促されたが、雄一は玄関の前で立ち止まった。

「何をきょろきょろしてらっしゃるんです？」

　逃げるつもりだと思ったのか、少し詰問口調で少女が言う。

　彼女はこの神社を管理する宮司の娘で、四しの宮みや布ふ留ると名乗っていた。

　長い黒髪が印象的な美少女だが、そんなことよりも雄一には気になることがあった。

「なあ、大家族ってわけでもないんだよな？」

「うちは両親と私の三人家族ですが、それが？」

　布留は不思議そうな顔で答えた。

　不思議な気配を感じていた。家の規模に比べて人の気配が多いように思えたのだ。しかし、それにしては静かだった。気配だけは感じるが、誰もいないような気もするのだ。

「いや、なんでもない」

　直感は軽視するべきではないが、今のところ特に危険はないとも感じていたので、雄一はごまかした。それに人の家にケチをつけている場合でもない。

　雄一は応接間に通され、絨じゆう毯たんの上で正座させられていた。こんなことがよくあると思う雄一だが、妃里が布留と並んでソファに座っているのがなんだか納得いかない。

「では、この紙に連絡先をお願いします。学校もお願いしますね。最悪の場合はそちらにも問い合わせを行うかもしれません」

　布留が目の前のテーブルに紙とペンを置く。雄一は素直に個人情報を記入した。

「坂木雄一さん。十六歳。星辰高校１―Ｃ……って隣のクラスじゃないですか……こんな身近に犯罪者がいただなんて……」

　メモを片手に少女が言う。

「さすがに犯罪者扱いはないんじゃ……」

「鎮守の森でピクニックするぐらいなら私も目をつむりますよ。けど違いますよね？　森の木を枯らしたのあなたですよね？　駄目になった本数からするとしばらく前から同じようなことをされてたわけですよね？」

　その現場を見られたわけではないので、ごまかすことは可能かもしれない。だがそれは躊躇ためらわれた。

「はい、その通りです。しばらく前からあの森で木を殴ったりしてました」

「でしたら器物損壊罪ですわね。立派な犯罪者ですわ」

　妃里が上から目線で雄一に言い放つ。

「だからどっちの味方――」

　少女にじろりと睨まれ雄一は押し黙った。

　沈黙が訪れる。

　いたたまれない。どうしたものかと雄一は布留を見た。

　――どこかで会ったような……。

　見上げる形ではあるが、真正面から見ることで記憶が刺激された。

「どこ見てるんですか！　変態！　犯罪者！」

「あ、その、見覚えがあるような気がして……」

「胸に見覚えって、なんなんですか！　本当に変態じゃないですか！」

　セーター姿の布留は、豊かな胸を両手で隠すようにした。

　確かに胸を注視するのは失礼だと雄一も思うが、見覚えがあるのは本当だ。

　以前に廃病院で出会ったことのある退魔士。その中に白い仮面を被かぶりマントで姿を隠した女がいたのだ。

『退魔士』の文字と、似たような体形だけで決めつけるのは早計かもしれないが、確信に近いものを雄一は得ていた。

「こんな人を伴侶にして本当にいいのか、自信が持てなくなってきましたわ」

　妃里まで蔑さげすむような目で雄一を見ていた。

「なぁ？　お前、俺を好きなんだよな？　とてもそうは思えないぞ」

「心は嫌がっても、身体はあなたを求めているということですわね」

「無茶苦茶人聞きわりぃな！　俺が何かしたみたいじゃねーか！」

「とんでもないことをしでかしましたわよね？」

　獣人はより強い者に惹ひかれる傾向がある。獣人の崇あがめる神を倒した雄一に、獣人の女はあらがえない魅力を感じるとのことだった。

「ふ、二人であんなところで何をやっていたんですか！」

「何もしてね……してないです」

　強く反論しようとしたがそれは自制した。今、雄一は糾弾される側なのだ。

「する、というならしても構いませんけども。丁度発情期ですし」

「ややこしくなるから、小西さんは黙っててくれ！」

　獣人の生殖行動に多少の興味を覚える雄一ではあったが、それは今どうでもいい。

「あなたたちの不適切な関係についてはともかくとして、話を続けてよろしいですか？」

「はい、おねがいします」

　雄一は殊勝に頷うなずいた。

「ここ最近、森の木が次々と枯れていくのが不思議で様子を探っていたのです。てっきり夜間のことだとばかり。まさか日が昇ってからとは思っていませんでしたので、あなたを見つけるのに少々時間がかかりました」

　退魔士なので、妖怪かなにかの仕業とでも思ったのかもしれない。

　――まぁ、妖怪でも昼間から行動してるやつはいくらでもいると思うけど。

「で、あなたは一体何のために木を枯らしたんですか？」

「その……武術の修業を……」

　雄一はぼそりと言った。あらためて聞かれるといたたまれなくなってくる。

「武術の修業で木があんなことになるんですか？」

「調子にのりすぎました、すいません……」

　ただ殴るというよりは、中に効かせるように打つことが多かった。表皮はなんともなくとも衝撃は中で炸さく裂れつしているのだ。一本の木はそう長く持たず、修業の餌食にされた樹木は次々と立ち枯れていった。

「あのですね。神社の周囲の森は鎮守の森、つまり神域なわけです。その神域に無断で踏みいって、あまつさえ荒らすような真似をされたわけです。一体どうしてくれるんですか？」

「あの、ちょっと気になったんだけどいいかな？」

「なんですか？」

　話の腰を折られたと思ったのか、布留の表情が険しくなった。

「家族の人はいないの？　普通、こんな時は大人が出てこないか？」

　実は雄一が聞きたいことはそんなことではなかった。先ほどから廊下に人の気配をより濃く感じていて、それが気になっていたのだ。

「今、家には私一人です。ですがそれで坂木さんはある意味助かっていますよ？　父なら即刻警察に連絡すると思います」

「そうか。じゃあやっぱり――」

　突然隣にあらわれたそれに、雄一は裏拳を叩き込んだ。

『ぶべらっ！』

　実体がないはずのそれは応接間の壁に激突した。

　見てみればそれは星辰高校の制服を着た少女で、床に転がりうめいている。

　頭上には『悪霊』の文字。

　雄一もよく知っている少女、天あま津つ千ち恵えだった。

『ちょっと！　なんでいきなり殴るの！　また散っちゃうところだったじゃない！』

　千恵は身体を起こし、頬を押さえてむっとしていた。

「お前なんでこんなとこにいるんだよ！　地縛霊じゃなかったのか？」

　千恵と同じく幽霊をやっていた江え藤とう奈な美みは、同じ場所から何度も飛び降りていた。

　睦子が言うには死亡現場に縛られていたとのことだったので、千恵に関しても同じだと雄一は思っていたのだ。

『え？　ああ、一度成仏しかけてから、どこにでも行けるようになってるんだけど』

「坂木雄一……あなた、一人でなにをやっていますの？」

　妃里が哀れみの目を雄一に向けていた。

「あー、いや、これは……」

　雄一は焦りながら布留を見た。

　端からは人の家でいきなり暴れ出して独り言を言っているようにしか見えないはずで、どう言い訳をしていいものやら考えがまとまらない。

　だが、布留は雄一が思っていたのとは異なる反応を示していた。

「そんな……どうやって結界の中に……」

　布留は千恵を見て怯おびえていたのだ。

『結界？　そんなものあったっけ？　もしかしてあのピリッてくるやつのこと？』

「こんな凶悪な霊が近くにいても気づけないなんて……」

　雄一にその違いはよくわからないのだが、『悪霊』なので『幽霊』よりは強力なのかもしれない。

『近くにっていうか、しばらく前からこの家でみんなと遊んでたんだけど。あなた巫み女こかなにか知らないけど、大したことないんじゃない？』

　千恵のその言葉に呼応してか、さらに『幽霊』があらわれる。制服はばらばらだが、千恵と近い年代の少女たちだ。

「逃げてください！　ここは私が食い止めます！」

　布留が必死の形相で立ち上がる。

『え？　あー、そうかそうか。じゃあ……キャーハハハハハッ！　オマエラ、ミナゴロシニシテヤル！』

　窓の外が暗くなり、家がガタガタと揺れ始めた。次に千恵の目が虚うつろになり、血の涙を流し始める。

　布留の顔が絶望に染まった。

　しかし、それでもなんとか対抗しようということか、震える口で呪文をとなえ始める。

「掛かけまくも畏かしこき伊い邪ざ那な岐ぎの大おお神かみ、筑つく紫しの日ひ向むかの橘たちばなの小お戸どの阿あ波は岐ぎ原はらに、禊みそぎ祓はらへ給たまひし時に成りませる祓はら戸えどの大神等たち、諸もろ諸もろの禍まが事ごと罪つみ穢けがれ有らむをば祓へ給ひ清め給へと白もうす事を聞きこ食しめせと恐かしこみ恐みも白す――」

『ナニカ、シタ？』

　布留の呪文は何ら効果を発揮しておらず、千恵はそれがどうしたと言わんばかりに小首を傾かしげた。

「調子にのんな！」

　雄一は千恵に近づくと片手で顔面をつかみ、締め上げた。

『いたいいたい！　やめて！　悪かったから！』

　途端に家の揺れはおさまり、窓の外も明るさを取り戻した。

　布留は腰でも抜けたのか、ソファに座って雄一と千恵をぼんやりと見つめている。

　雄一は手を放した。千恵はその場にどさりと落ちて頭を押さえている。

『うう……雄一ってば暴力的すぎる……なに？　ＤＶなの？　これがドメスティックバイオレンスってやつなの？』

「お前と家族になった覚えはないけどな」

『でもこれはこれで悪くないような気も……オラオラ系に惹かれる人の気持ちもわかるような……』

「あの……坂木さんは一体……」

　布留も落ち着きを少し取り戻したらしく、この状況に疑問を持ち始めたようだ。

「ところで、お茶の一つも出ないのかしら？　喉が渇いたのですけれど」

　どう説明すればと頭を悩ませていると、妃里が唐突にそんなことを言い出す。

「この状況でよくそこまで落ち着いてられるな……なんかすげぇよ、小西さん」

　妃里は雄一と布留が騒いでいるのは特に気にならなかったらしい。そもそもなんとなくついてきただけで、最初から他人事という雰囲気だった。







　千恵を抑えたことが切っ掛けになったのか、雄一はソファに座ることを許された。

　目の前のテーブルには茶も出されているので、多少扱いはよくなっているらしい。

　向かいのソファに布留と妃里。千恵たち幽霊は雄一の頭上にふわふわと浮いていた。

『学校にいてもすることないしね。街をぶらついてたんだけど、そしたら結構似たようなのがいてさ。みんな暇だし一緒に遊び始めたのよ』

『もうほんとすることなくってさー』

『千恵ちゃん、強いし、そこらのしょぼいのに絡まれなくなってほんと感謝してるのー』

　幽霊とはいえ女子高生。うるさいことこの上なかった。

「それがどうして神社にやってきてんだよ」

『度胸試しみたいな？　けど拍子抜けしちゃった。その子もちょっと力を抑えたら全然気づいてくれないしさ』

　千恵は挑発するように言うが、布留は応じることなくうなだれた。

「これでも、見鬼が得意分野なんですけどね……」

　これは千恵がすごいのか、布留が大したことがないのか。

　何を言っても角が立ちそうなので、雄一はこの件については触れないことにした。

　ちなみに見鬼とは霊を見ること、つまり霊視のことだ。中国では死者の霊を鬼と呼ぶのでそこからきているのだろう。

「坂木さんは悪霊に取り憑つかれてるんですか？」

『取り憑けるもんならそうしたいんだけどねー』

「そんなわけでもないんだけど……この間学校で悪霊騒ぎがあったのって知ってる？」

「はい、あの時はもう駄目かと思いましたけど、気が付いたら騒ぎは終息してましたね」

「俺はあの頃から霊が見えるようになって、こいつとはその時に知り合った。……ま、こいつも今じゃそう悪いことはしない、と思う」

　雄一は色々と端折はしよって説明した。全てを説明するのは面倒だし、難しいし、長くなりそうだからだ。

「霊、ですか。実に疑わしい話ですわね」

　馬鹿にしたように妃里が言った。

「お前に言われたくねーよ」

　獣人の方がよほど存在が疑わしい。霊なら幻覚で片付けることも可能だろうが、瞬時に獣へと変へん化げする彼女らの方がよほど現実離れしている。

「見えるんだったら助かるかも……けど……」

　布留はちらりと妃里を見た。雄一に何やら話があるようだが、妃里は邪魔なのかもしれない。

「ああ、私のことならお気になさらず。こういう者ですから」

　そう言って妃里は手を前に出す。

　爪が、伸びた。

　元々長めだった爪が目に見えて伸びたのだ。同時に猫耳も頭に生えている。

　雄一は夏合宿で妃里に襲われたが、その時の姿だ。

「あなた……獣人？」

「ええ。で、あなたは退魔士、なんでしょう？　協定でお互いに不干渉ということになっていますし、ここで霊だなんだと聞いたところで他言はいたしませんわ」

　ここに連れてこられる間に、布留が退魔士であることを雄一は妃里に伝えておいた。獣人と退魔士の間でトラブルに発展する可能性を考えてのことだったが、それは問題ないらしい。

「もしかしてあなたも？」

　布留が疑わしげに見つめてきた。

「俺はただの人間で、小西さんとはただのクラスメイトだ。獣人ってことは知ってるけど、別にそっちの事情に深く関わってるわけじゃない。だから素人だと思ってくれたほうが助かる」

　布留は今からそっち側の話をするつもりかもしれないが、専門家だと思われても困る。雄一はただ霊が見えて触れるだけだ。

「わかりました。では、坂木さん。私は今ある案件を抱えています。それに協力していただければ今回のことは不問といたしましょう。協力していただけるのなら、これまでのように修業をしていただいても構いません。もちろんこれ以上樹木を傷めるのはやめていただきたいですけど」

　この場合、雄一に選択の余地はほとんどない。穏便にすませるなら言うことを聞くしかないだろう。

「わかったよ。協力はしたいと思う。けど、内容がわからないんじゃ素直にうなずけない」

　しかしいくら後ろめたいとは言っても、無条件に何でもやるというわけにも行かなかった。

「では簡単に説明しましょう。しばらく前からこの街には魔がはびこり始めています。ある吸血鬼が原因です」

「吸血鬼？」

　雄一は何人かの顔を思い浮かべた。吸血鬼の知り合いならそれなりにいる。

「はい。獣人がいるなら、吸血鬼がいたっておかしくないでしょう？　その吸血鬼の姫が夏頃からこの街にいるんです。彼女が元凶です」

『吸血姫』だ。ピンポイントで愛あい子このこととしか思えなかった。

「まさか、その吸血鬼を退治しろって言うんじゃないだろうな？」

　贖しよく罪ざいのために協力しろということだが、相手が愛子となれば断るしかない。

「まさか、ですよ。魔物の中でも、上から数えた方が早いような存在ですよ？　ご近所の平和を守る退魔士程度が手を出せる相手じゃないです。それに先ほど話に出ましたけど、協定があるため何もしていない吸血鬼には手を出せません」

　――そりゃそうだよな。そもそも野呂は何もしてないし……。

「ですが、彼女自身は何もしなくても魔を呼び寄せ続けています。そして、しばらく前に邪悪で強大な力を持った何者かがこの街にやってきました」

「何者か……ってことは見たわけじゃない？」

「はい。私は啓示を受けることがあるんです。退魔士の中でも邪悪な気配とかに敏感なタイプですね」

　その割には、すぐそばにいた千恵には気づけなかったらしい。だがそれを言い出すとやぶ蛇になりそうだったので雄一は黙っておくことにした。

「強大な何か、てのはご近所の平和を守る退魔士でどうにかなるのか？」

「なりません。けど放置もできません。ですので私の目的は情報収集です。それで街中を探していたのですが、灯台もと暗しと言いますか、うちの森が荒らされていることに気付いたというわけです」

　またもや布留が冷ややかな目で見つめてきた。

「情報を収集してそれでどうするんだ？」

　ごまかすように雄一は聞いた。

「退魔士には互助組合と言いますか、協会みたいなものがあるんです。そこに要請して対応できる方を派遣してもらうような形になるでしょうか。ですが状況が曖昧なままではそれもできません。ですので坂木さんには情報収集のお手伝いをしてもらいたいんです」

「なるほど。で、霊が見えれば手伝えるってことなのか？」

「わかりません」

「え？　だったらどうしろってんだよ」

「おそらくですが、その邪悪な存在は気配を絶っています。ですので、そこはあなたの見鬼の才を見込んでですね。何かわからないかと……」

　自分でも無茶なことを言っている自覚はあるのだろう。ついさっき会ったばかりの雄一に頼むぐらいだから切羽詰まっているのかもしれない。

『ま、あなたにはわからなくても、雄一ならあっさり見つけちゃうかもよ？』

　布留は大して期待せずに頼んでいるのかもしれないが、千恵が言うように雄一に頼むのは間違っていない。

　雄一にはソウルリーダーがある。つまり邪悪な存在がいるとして、何かそれっぽい文字で判別できる可能性が高いのだ。

　――ま、アウターやら、神器やらと関係のある話かもしれないし……。

「わかったよ。探せばいいんだな。捜索範囲は？」

「そうですね。星辰市のどこかということぐらいしかわからないのですが」

「結構広いな……」

　星辰市は広い上に山もあれば海もある。闇雲に探しても無駄だろう。なんらかの指針が必要だと思われた。

「わかったよ。じゃあこれから探しに行ってみる。そうだな……人が多いところを見てみるか」

　雄一は駅前に行くことにした。このあたりだと一番栄えている。

『じゃあ私も探してみようか？』

「うん。それはいいけど、お前らここは出ていけよ」

『わかってるって。別にこの神社に用があるわけでもないしさ』

「同じ所を探しても仕方ないから、俺とは別のところを探してみてくれよ」

　霊の方が探しやすい場所もあるだろう。何かの足しにはなるかもしれない。

「雲をつかむような話ですいません。ですが、今この街で何か邪悪な企みが進行している予感がするのです！　なんとしてもそれを阻止しなければなりません！」

　布留が力強く決意を口にする。

　雄一は着替えるために一度家へ帰ることにした。




　　＊＊＊＊＊




　雄一が一度家に帰ってから駅へと向かい始める少し前。

　布留が言うところの邪悪な存在は、六ろく原はら弘ひろ道みちの前で優雅にコーヒーを飲んでいた。

　駅近くにあるカフェの中、窓際の席だ。モダンな雰囲気の店で、人気があるのか早朝から席はほとんど埋まっていた。

「さて、そろそろ事情を説明しておこうか」

「てっきり、何も言う気がないのかと思ってたよ」

　だが非難するつもりはない。青年は弘道に力の使い方を教えてくれたのだ。それだけでも十分にありがたいと弘道は思っていた。

　青年は突然弘道の前にあらわれた。

　そして、ろくな説明もせずに街中を連れ回し、様々な戦いに巻き込んだのだ。

「とりあえず色々見てもらった方が早いかと思ってね。口だけで適当に説明されても信じないだろう？」

　一応謎のオーラが見えるし、人外の存在がいることも知っている弘道だが、だからと言って何もかもを信じられるわけでもない。目の当たりにするまで信じられないことなんていくらでもあるものだ。

「じゃあまずは、大前提から話そう」

　そう言って青年は邪神と神器に纏まつわる話を始めたが、弘道にとってはあまりぴんとこない話だった。

「それが僕に関係あるのか？」

「大ありなんだ。君はすでに神器を持っている。邪神の心臓だね。すでに神器を巡る戦いに巻き込まれちゃってるんだよ」

「心臓……それが僕の力の源なのか？」

「その通りだよ」

　弘道が能力に目覚めたのは春休みのことだ。

　突然オーラを纏まとう人々が見え始めたのだ。弘道はそれを邪悪な存在を示す徴しるしだと思い込んだが、実際にはスキルイーターの有効範囲を示すものだった。

　オーラに触れることで能力を奪うことができたのだ。

「なぜ、その心臓を僕が持ってるんだ？」

　先ほど聞いた話からすれば、それは弘道の心臓と一体化しているのだろう。

　だが、邪神の心臓などという気味の悪い物を手にした記憶など無い。

「それは僕にもわからないよ。選ぶのは神器だからね。もっともそれを歪ゆがめてしまった人たちもいるようだけど。何にしろ君は心臓を得て力に目覚めた」

「あんたは何者なんだ？　色々事情に詳しいみたいだけど」

「簡単に言うと、さっきの話に出て来た邪神というのが僕だ」

「神器を集めないと復活しないんじゃなかったか？」

「それは本体の話だ。僕はなんていうのかな、従属物というかオプションパーツというかそんなものだよ」

　弘道は戦慄した。

　この青年の力は圧倒的だ。これがサブだというなら、メインはどれほどの力を持っているというのか。

　そして、それならば一つの疑問が浮かんでくる。

「それだけ強いなら神器とやらはあんたが集めたらいいんじゃないの？」

「そうだね。集めるだけなら簡単だよ。僕には全ての神器の位置がわかるし、おそらくどの神器保持者よりも強いだろう。けどそれじゃ駄目なんだ。邪神の復活のためには業カルマが必要だ」

「なにそれ？」

「簡単に言うならエネルギーだね。ざっくりと説明すると、これは運命のゆらぎの力だ。ドラマチックな展開によってたまるものと思ってもらったらいい。神器同士の戦いによるドラマでそのエネルギーが高まるんだ。つまり実力差のありすぎるつまらない戦いをしても駄目なんだよ」

「……つまり、昨日の公園では面白そうな戦いをする奴やつかどうかを試したってこと？」

「察しがいいね。その通りだよ。つまらない奴だったら別のを用意する必要がある」

「じゃあ、僕なんかは一番駄目じゃないか、なぜ僕を連れ回すんだよ？」

　青年がどんな戦いを求めているのかはわからないが、何にしろ自分では駄目だろうと弘道は自嘲した。自分がつまらない奴だという自覚だけは十分にあるのだ。

「大丈夫だよ。君が面白い戦いをする必要なんてないんだから」

「どういうことだよ？」

　今まで言っていたことを覆すような台詞せりふに弘道は戸惑った。

「おめでとう。君の勝ちだ」

「……は？」

「心臓の持ち主がこのゲームの勝者なんだ。それは最初から決まってるんだよ。なんといっても邪神の魂は心臓にあるんだからね。最終的に全ての神器は君のもとに集まってくるんだ」

「……なんなんだよ、その茶番は……」

　邪神だ、神器争奪戦だと煽あおっておきながらその実、勝敗は決まっているという。弘道は呆あつ気けにとられた。

「そう。茶番。出来レース。八百長。つまりはそういうことだよ」

「ということは、僕はどんな願いでも叶かなえることができるのか？」

　降って湧いたような話だった。

　素直に信じてしまっていいのか疑わしいが、疑ったところで弘道にできることはない。結局この青年についていくしかないのだ。

「そう。叶えられる願いは一つだけだから、今から十分に考えておくといいよ。さて、説明はこんなところだけど、今日は一人で活動してもらおうと思う」

「え？　ちょっと待ってくれよ！　僕一人でどうしろっていうんだよ！」

「大丈夫だよ。君が言ったように、君の能力はチートってやつだよ。能力を無効化できて、しかも奪うことができるんだ。まず負けることはないだろう」

「でも……」

「僕が戻るまで大人しくしているというのでもいい。けれど、折角の能力だ。できるだけ強化しておくのも悪くないと思うよ」

　青年の物腰は穏やかではあるが有無を言わさぬものだった。別行動を取るのは決定事項なのだ。

「わかったよ。やってやるさ。でもあんたはどうするんだよ？」

「二日前に、右腕の女の子を見にいったよね。その時、最初は二人いて一人逃げ出したんだけど覚えてるかな？」

「そうだったか？」

　よくわからない。あの少女は最初から一人だった気もする。二人いたとしてもそれこそ一瞬の出来事だったのだろう。

「彼女は僕の従者だ。ここ最近連絡が取れなくなっていてね。ずっと気にしていたんだ。でも悲しいことに逃げ出してしまったから、別の従者に探してもらってたんだよ」

　その別の従者が居場所を見つけたということだろうか。だが、弘道にとってそれはどうでもいいことだった。

「まあいいや。そういやあんたのことはなんて呼べばいいんだ？」

　どれほどの付き合いになるのかはわからないが、呼び名もわからないのでは何かと不便だ。

「そうだね……いろいろな名で呼ばれてたんだけど、とりあえずはネルガルと呼んでくれないかな」

　少し考えてから、青年はそう名乗った。







第六章　探すまでもなくそこらに邪神がいたりするけど、どうしたらいいのだろうか







　雄ゆう一いちは一度家に戻り、着替えてから駅前の繁華街にやってきた。

　平和を脅かす邪悪がこの街に潜んでいる。そう言われたところであまりにも漠然とした話で、普通なら探しようもない。

　だが雄一にはソウルリーダーがある。多少なりともその邪悪を見つけ出せる可能性は高いだろう。

　――って言っても、見つけられる気はしねーけどな。

　それがどんな姿をしているのかもわからない。実体があるのか、昼間でも活動しているのか、街を出歩くような存在なのか。なにもわからないのだ。

　だがそれでも布ふ留るの要請を無視することはできなかった。

　愛あい子このせいだと言われたようなものだからだ。

　それがどうにも雄一はひっかかっていた。

　愛子は何もしてはいない。

　生まれが特殊だったかもしれないし、そのことで他人に迷惑をかけているかもしれないが、愛子に責任はないと雄一は思っている。

　なので、愛子本人は気付いてもいないことだろうが、少しでもその重荷を減らしてやれればと勝手に思っていた。

「でも、邪悪って言われても曖昧よね！　そもそも悪ってなに？　って話よ！」

　隣を歩く睦むつ子こはいつものようにテンションが高かった。

　家に帰ってきた雄一はこっそり出ていこうとしたのだが、睦子に見つかってしまった。そして暇だったのか勝手についてきたのだ。

　そうなると無視するわけにもいかなくなったので、おおまかな説明はしていた。

「それはそうと坂さか木き雄一。こんなよくわからない頼み事を引き受けてしまって本当によかったの？　見つからなければ、いつまでも探し続けなくてはならないはめに陥るのではないかしら？」

　睦子の反対側を歩くのは小こ西にし妃ゆ里りだ。神社からそのまま付いてきて今も一緒にいるのだった。

「いや、さすがにずっとってわけにもいかないとは思うけど、最悪の場合でもその邪悪がなんかしでかしたらわかるんじゃないか？」

　未然に防げるならばそれに越したことはないが、それが無理なら事が起きた時に対処するしかない。

　――ってなんで俺が対処するって考えになってるんだよ……。

　血の気の多さを雄一はすこしだけ反省した。退魔士という専門家がいるのなら任せてしまえばいいはずだ。

「で、なんで小西さんついてきてんの？」

「私は坂木雄一に会うためにあんな神社にまで出向いたのですから、行動を共にするのは当然でしょう」

「いいけど、暇なだけだと思うぞ？　どっかでぼーっと人を見てるだけとかになりそうだし」

　雄一はどこかに陣取って、行き交う人を見続けるつもりだった。そうすれば何かが見つかるかもしれないと、あまり期待はせずに思っている。

「人間観察ってわけよね！　それならいい場所を知っているわ！」

　そう言って睦子は、有無を言わさずに雄一たちを先導した。

　雄一たちが辿たどり着いたのはモダンな雰囲気のカフェだ。

「……なんか、この店によく来てる気がするな……ま、寒空の下で張り込み続けるわけにもいかないんだけど」

　夏休みにトラックが突っ込んできた店だ。加か奈な子こと街の取材に来た時にも立ち寄ったことがある。

「窓際の席からなら、人通りがよく見えるわ！」

「あの席か……」

　睦子が指差すのは以前に雄一が座ったことのある窓際の席。まさにトラックが突っ込んできた場所だった。

　縁起が悪い気がしないでもないが、窓際に座っていれば外からの攻撃には対処できることがわかっている。ある意味安全な場所とも言えるだろう。

「けど、満席っぽいな。空くの待つより別の店探した方が――」

　窓から店の中をのぞき込み、雄一は言葉を失った。

『邪神』

　そんな文字を持つ青年が、睦子お勧めの席に座っていた。爽やかな笑顔を浮かべて、向かい側の相手と談笑しているのだ。

「なぁ……邪神って邪悪だと思うか？」

「それはそうなんじゃありませんの？　邪よこしまだと言っているのですから」

　馬鹿にしたように妃里が答えた。

「うん、俺もそうだと思うんだけど、それ、そこにいるわ」

　若干何かに馬鹿にされているような気分になりつつも、雄一は青年を指差した。

「これ、どうしたらいいんだ？　一応、四しの宮みやさんに連絡しといたらいいのか？」

「尾行するしかないわね！　このままじゃ相手の素性もなにもわからないじゃない。尾行して潜伏先を探るのよ！」

「まぁ……それっぽいのを見つけた、だけじゃどうしようもないしな……」

　雄一たちはカフェの出入り口が見える少し離れた位置へと移動した。

　ほどなくして青年たちが店を出てくる。青年は見覚えのある少年を連れていた。

「あいつ……六ろく原はらって先輩だろ。姉ちゃんと同じクラスの」

　頭上の文字は『依代』だった。

「確かに六原くんね。野の呂ろさんを襲ってたんだっけ？」

　六原弘ひろ道みち。『退魔士見習い』として、吸血鬼である野呂に襲いかかったことがある。退魔士になるための試験内容が、独力で化け物を退治することだったからだ。

　結局試験に失敗して退魔士にはなれず、もう関わりたくないと言っていたはずなのだが、また何か企んでいるのかと雄一は警戒した。

　二人は店の前で別れた。弘道が先に行き、青年は店の入り口のあたりで何やら考え込んでいる。

　弘道なら素性はわかっているし、尾行をする必要はないだろう。青年がどちらに行くのかと見ていると雄一たちの方へと歩き始めた。

「……なぁ、これってばれてるってことだと思うか？」

「まっすぐこちらを見ていますし、そうなのではなくて？」

　妃里は落ち着いたものだった。この程度で慌てふためかないのが上流階級というものなのかもしれない。

　雄一たちは隠れているわけではない。相手はこちらの素性を知らないわけだし、立ち話でもしている振りをしていれば十分かと思っていたのだ。

「どうする？」

「移動しましょうか。もし戦いになった場合、ここだと被害が大きすぎるわ」

　雄一は夏休みの事件を思い出した。

　あの時は周辺への被害がかなり出ていた。同じ轍てつを踏みたくはない。

「わかった。このあたりならあそこがいいと思う」

　春休みと夏休みに、事件に巻き込まれた裏路地だ。あの場所は殺人鬼の縄張りらしく、人があまり寄りつかない。

　雄一たちは裏路地の奥に移動した。

　途中で雄一は立ち止まり、念のため睦子たちは少し奥で待機させる。

「やあ」

　青年は気さくに声をかけてきた。

　いかにも好青年という様子で敵意は感じない。邪神という文字がまるで似つかわしくなかった。

　一見ただの人間だ。これではどれほど優れた索敵手段を持っていても探し出すのは難しいだろう。

　雄一はどう反応したものか迷った。現時点ではこの青年は敵ともなんともいえないのだ。

　結果、沈黙が訪れた。

　睦子も珍しく空気を読んだのか大人しくしている。

　雄一はとりあえず何か言おうとしたのだが、そこで電話が鳴った。着信音で千ち春はるからだとわかる。

「鳴ってるよ。出ないのかい？」

　青年に促されて、雄一は電話に出た。

『坂木雄一！　共鳴がはじまったぞ！』

「！　場所はわかるか？」

『うむ、精度は大分よくなってきている！　近いところだと星辰北口駅のあたりだな！』

「ここが星辰北口駅のあたりなんだけど……」

　雄一は青年を見た。

　こいつが神じん器ぎ保持者なのかと考える。それならば見つかった理由は簡単だ。共鳴で見つけて、雄一たちのところにやってきたのだ。

「神器を宿してないっていうのは中途半端だね。参加しているともしていないとも曖昧だよ」

「あんた……神器の保持者か？」

「違うよ」

「そうか、じゃあ戦うつもり……って違うのかよ！」

　しかし、神器については知っている様子で、そうなると何者なのかがわからない。

「まあ関係者ではあるよ。だから共鳴によらずとも僕には神器の位置がわかるんだ。近くに反応があったから様子を見に来たんだよ。けど、よく考えるとおかしいな。君は共鳴が始まる前から僕たちの様子をうかがっていたようだし、神器を持っている弘道を追うわけでもない。だとすると僕になにか用かな？」

「いや、別に用ってほどのこともないんだけど……」

　雄一は口ごもった。

　こんなケースをまるで想定しておらず、うまく言葉が出てこない。

「情けないですわね。一体何をもごもごしてらっしゃるのかしら？」

「そう言われてもな……」

　辛辣な妃里の言葉に雄一は返す言葉がなかった。

　あからさまに敵対しているならやりようはあるが、穏やかに話しかけられてはどうにも困る。まさか何もしていない相手に、お前は邪悪な存在だと言って喧けん嘩かを売るわけにもいかなかった。

「困ったわ！　こんな場合、こちらはなんにもできないじゃない！　ねぇ？　何か邪悪っぽいことを言ったりやったりしてくれないわけ!?」

　実際のところ特に用はないのだ。青年が邪悪な存在だとしても、何もしていないうちから断罪できるわけがない。

「邪悪っぽいことって言われてもね。ま、神器を宿してないし、試験をするまでもないかな。用がないなら僕は行くよ」

　そう言って青年は立ち去ろうとするが、雄一は引き止めようとした。

　戦う気がないなら争奪戦についてなにか有用な話を聞けるかもしれないと思ったのだ。

　だがそれは叶かなわなかった。

　一発の銃弾がその機会を奪い去ったのだ。

　青年はその攻撃をあっさりとかわした。

「穏やかじゃないね。いきなりそれはないんじゃないかな？」

　青年が見つめる先には、『勇者』の文字を浮かべる少女が立っていた。

　銃を持つ右手は黒い炎に包まれていて、雄一はその姿に見覚えがある。

　夏休みにこの裏路地で出会った少女だ。

　不死身の巨漢と戦っている最中に現れ、殺され、消えてしまって、結局なんなのかよくわかっていないが彼女は右腕に神器を宿している。

　つまり争奪戦の参加者。雄一たちの敵だ。

「奈な月つきはどこ！　あんた奈月に何をしたの！」

「奈月くんか。どこに行ったのかは大体わかってる。これから会いにいこうと思っていたところだよ」
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　勇者の少女がさらに銃弾を連射する。

　青年はそれを軽々とかわしながらも、辟へき易えきしているようだった。

「戦うのは、神器保持者同士にしてくれないかな？　僕が戦っても意味がないんだ」

　雄一は流れ弾を気にして、睦子たちをつれて壁際へと移動し、そしてこの展開を呆気にとられて見ていた。

　なぜ彼女は神器を持っている雄一を無視して、持っていないという青年と戦っているのか。そのあたりの事情がよくわからない。

　青年は防戦一方なので、戦う気がないというのは事実なのだろう。

　もう付き合ってはいられないとばかりに青年は跳んだ。

　ビルの壁面を蹴って反対側のビルへと跳ぶ。それを繰り返してあっと言う間にビルの屋上にまで辿り着いていた。

「じゃあね。神器持ちがそろってるんだ。勝負はそっちでやってもらえるかな？」

　そう言い残して青年は姿を消した。

　場には雄一たちと勇者が残され、雄一は勇者に話しかけた。

「確か、隣のクラスの丸まる山やまさんだよな？」

　名前は丸山由ゆ里り香かだ。簡単な素性は夏休みの事件後に調べていたが、それ以外はろくに知らなかった。

「坂木くん！　奈月を見なかった!?」

　由里香は切羽詰まった様子で話しかけてきた。やはり戦うつもりはないらしい。

「武たけ内うちがどうかしたのか？」

「あいつを見て逃げ出して、探してたの！　そしたら怪け我がしてるのを見かけたんだけどどっか行っちゃって！　追われてて、二人で逃げてるみたいなんだけど！」

　焦っているのか少し要領を得ない。そもそも由里香と奈月の関係も不明だが、それでも奈月がトラブルに巻きこまれているらしいことだけはわかった。

「怪我ってどの程度だ？　何が起こってる？」

『おい！　我がすっかりほっとかれてるのだが！　電話越しにほっとかれると、かすかに聞こえる喧騒で寂しさがいや増すのだが！』

　雄一は電話をそのままにしていたことを思い出した。

「あ、わりい。けど、こっちもそれどころじゃなくてだな」

『それはそうと、そっちにまだ集まっているようだが大丈夫か？』

　千春の言葉と、それがやってきたのはほぼ同時だった。

　何者かが空から降りてきたのだ。

「うん、全然大丈夫じゃない」

　これが共鳴でお互いの位置がわかるということだろう。慎重な者もいれば、これ幸いと割りこんでくる者もいるのだ。

　もにかと同年代ぐらいの少年だった。

　頭襟ときんをかぶり、白い鈴すず懸かけを着て、結ゆい袈げ裟さを着けている。

　それだけなら山伏のようだが、背には鴉からすのような黒い翼が生えていて、高下駄まで履いているとあってはただの人間ではないのだろう。

「天てん狗ぐね？　天狗の仕業なのね！」

「それ言いたかっただけだろ。仕業ってか、降りてきただけじゃねーか」

　この場にやってきたことから、おそらくは神器保持者だ。意図は明白で、戦う気は満々のようだった。

「じゃあね！　私はこんなことしてる場合じゃないから！」

　由里香が天狗を無視して走っていく。

　天狗は由里香を追わなかった。その場に残り生意気そうな目で雄一を見つめている。

　天狗は雄一と戦う気らしい。

　雄一も戦う覚悟を決めた。

　奈月のトラブルについて話を聞くには由里香を追う必要があり、それには天狗が邪魔だ。排除する必要がある。

　天狗は十字路の中ほどに立っていた。雄一から五メートルほどの距離だ。

「まずはあんたからでいいや。俺は――」

　天狗の少年は名乗ろうとしたのだろう。だが、それは果たせなかった。

　凄すごい勢いで横に吹っ飛んでいったからだ。

　少年のいた場所には黒衣の男が立っていた。神父のような出で立ちの男は、腰を落とし拳を側面に突き出している。

「まったく……次から次へとわけがわかりませんわね」

　呆あきれた様子で妃里が言う。雄一も同感だ。

　天狗が現れたかと思えば、次はそれを神父が殴り飛ばす。めまぐるしく変わっていく状況に付いていくのも大変だった。

「八極拳の冲ちゆう捶すいじゃない！」

　睦子は喜んでいた。

　八極拳は、漫画やゲームで知られてはいるが、実用に足る練度で習得している者は限られる。街中の喧嘩で使われることはまずないし、目にすることはそうないだろう。

「神父がなんで中国拳法やってんだよ」

　別にやることは悪くないが、どうにも不釣り合いに思える。

「何言ってるの！　八極拳は神父のたしなみなのよ！　そんなの常識じゃない！」

「そんな常識しらねーよ……」

　悠長に話していると、その間に神父は天狗の少年に近づき、神器の回収を済ませていた。

　蝙こう蝠もりのような翼がそれだろう。神父は懐にしまった。

　少年の鴉のような翼は自前のものだったらしく、神器を失った今でも生えたままだ。

「さて、邪神の一部を渡すつもりはありますか？」

　落ち着いた声音で神父は聞いてきた。

「ないな。てか、どいてくれよ」

「まるゆりなら追わせませんよ」

　丸山由里香だからまるゆりなのだろう。気付くのに一瞬の間が必要だった。

「あんた丸山さんとつるんでるのか？」

「困ったものです。邪神の一部を前にしながら、別のことにかまけていらっしゃる。なので私が代わりに回収しておこうというだけのことです」

　神父は穏やかな物腰ではあるが揺るぎがない。

　戦うしかないようだった。

「ねえ！　さらに敵が出てきてその人をぶっ倒したら面白いんじゃないかしら！」

「ややこしいわ！　もうこの展開だけでおなかいっぱいなんだよ！」

　面倒な状況だが、いつものように睦子は脳天気だった。

『ふははははっ！　実は我も今そちらに向かって……』

　雄一は、千春と通話しっぱなしだった電話を切ってポケットにしまった。




　神父の拳が目の前にあった。




　雄一は完全に虚をつかれていた。

　八極拳の冲捶。それは喉のど元もとを狙ったただの中段突きだ。だがその拳は、すでに避けきれない距離にまで迫っていた。

　神父の拳を左腕でたたき落とし、外へと逸らす。同時に右の突きで反撃しようとして、最初の一撃が布石にすぎないと雄一は気付いた。

　雄一は強引に降ふる神かみを発動した。

　爆発的に息を吐き、右手で心臓を守りながら地を蹴ける。

　衝撃。

　飛び退のいた以上の速度で雄一は弾はじき飛ばされていた。

　雄一は、神父の右肘をかろうじて受け止めたのだ。

　確かに雄一に隙はあった。だが、それでもどうにかなる間合いだと思っていたのだ。しかし、その間合いはあっさりと殺されていた。

　重力や慣性を無視したかのような、明らかに異常な動きだった。

　神父は深く腰を落とした馬ま歩ほの姿勢で右肘を突き出したままだ。

　雄一は睦子たちの側そばまで飛ばされて着地した。五メートルは飛ばされただろう。信じがたい威力だった。

　呼吸を整える。ダメージはない。飛び退いても相殺できなかった衝撃は、胸での発はつ勁けいで打ち消していた。

「なんですの、あれは！」

　妃里には雄一がいきなり後ろに飛んだようにしか見えなかっただろう。

「八極拳の猛もう虎こ硬こう爬は山ざんを、同じく八極拳の降こう龍りゆうで反撃しようとしたけど、失敗して逃げたってところかしら？」

　睦子でもその攻防を瞬時に理解することはできない。

　だが睦子には並外れた記憶能力がある。即座には理解できなくとも、後からコマ送りのように記憶を再生することが可能なのだ。

「ほう？　これは手て強ごわいですね。魔力で強化を施した私の一撃を受けられるとは」

　神父が意外なものを見たという顔をしている。受けられるとは思っていなかったのだろう。

「あんたも勇者なのか？　今の動きおかしいだろ？」

　雄一は認識をあらためた。こいつは化け物の類たぐいだ。その前提で戦う必要がある。

「私ごときを勇者だなどと。私は勇者の仲間。魔法使いですよ」

「その格好で僧そう侶りよじゃないのかよ！」

　だが、先ほどの動きが魔法によるものだというのなら納得できる。

　雄一を強敵と見み做なしたのか神父が構えを取った。

　前後に足を開き、腰を落とす。体重は若干後ろ側の右足に。上体は正面を向き、やや前傾。

　左腕は軽く曲げて顔の前に。右腕は鳩みぞ尾おちを守るようにそれぞれ位置している。手の甲は雄一へと向けていた。

　武術としてはごく当然の正中線を守る構えだ。

「萎縮式かしら？　ということは武ぶ壇だん系の八極拳？　けどそれにしてはアップライト気味な気もするし……魔法を使うって言ってたし……聞いたことがあるわ！　これがマジカル八極拳ってやつなのね！」

「なんですのそれは？」

　奇妙な語感が気になったのか妃里が聞いた。

「魔法を併用する八極拳なのよ！　結構適当な感じの八極拳っぽい技を、魔法で強化してゴリ押しするの！　ほら、今の構えだってどの流派とも異なる、適当な感じだもの！　ちなみに八極拳の構えってあまり知られてないかと思うけど、各派で代表的な構えは異なるわ！　武壇系なら萎縮式。西せい北ほく馬ば家けなら通つう備び翻ほん子しでの旗き鼓こ勢せい。長ちよう春しゆん系なら小しよう馬ま歩ほって感じね。でもマジカル八極拳って名前はどうなのかしら？　あ、降魔式八極拳なんてどう？　いいじゃない、かっこいいわ！　これにしといたらどう!?」

　敵の流派に好き放題言っている睦子は放っておいて、雄一は神父に向かい歩き始めた。

　降神は発動済みだ。人間を相手にするには過剰とも言える力だが、神父を人間扱いするつもりはすでにない。

「いい？　八極拳で勝つのよ！　そんな中途半端な八極拳に負けたら、ニーハオ・ザ・チャイナに弟子入りしてもらうからね！」

「ニーハオ・ザ・チャイナを罰ゲームみたいに言うなよ！」

　どうにもやる気がなくなってくるが、気を取り直して雄一は歩く。

　雄一に構えはない。

　手を自然に下ろしそのまま歩いて行く。立身中正。前後左右に偏らずただ真っ直すぐに立ち、歩く。

　間合いに入ったところで神父が動いた。

　神父が激烈な震脚とともに、雄一の顔面に向けて右みぎ掌しようを打ち放つ。

　人間離れした動きだった。十分な修練を積んだ、功クン夫フーのある一撃。それに加えて魔法による強化がある。

　この攻防を視認できる者はいないだろう。当の二人も視覚には頼っていない。聴ちよう勁けいだけが頼りだった。

　それは瞬く間に行われ、瞬時に決着した。

　雄一の右肘が神父の胸を捉えていた。雄一は踏み込み、肘で心臓を打ったのだ。

　神父がその場に崩れ落ちた。

　結果からすれば、あっけない戦いだ。

　だが、この一瞬に一見ではわからない複雑な攻防が行われていた。

「……何がどうなりましたの？」

　ぽかんとした様子の妃里が聞いた。この一瞬で起こったことを正確に認識出来ているのは、戦ったお互いだけだろう。

「神父は探たん馬ま掌しようからの猛虎硬爬山を繰り出そうとしたっぽいわ！　これはかの有名な李り書しよ文ぶんが残したとされるバージョンの猛虎硬爬山よ！　それをゆうくんが覇王頂ちよう門もん、覇王請せい客きやくの連続技で迎撃したってわけね！」

　雄一は、神父の右掌による攻撃を左前腕部で受け、外へ受け流すと同時に右の貫手を神父の顔面目がけて繰り出した。

　神父も同じくそれを左前腕部で受けたが、雄一はその瞬間に下方へと圧力を掛けた。接触部を通じて神父の中心軸に干渉したのだ。

　神父の動きが一瞬止まる。

　雄一はそのわずかな隙に、三つの攻撃をほぼ同時に叩き込んだ。

　右足による震脚で神父の左足の甲を踏みつける。

　接触していた右手を這うようにずらし、神父の指先を握り潰しながら引く。

　そして下から突上げる左肘を鳩尾に突き込んのだ。

　普通ならこれで終わりだった。人は身体各所への同時攻撃に対応できない。混乱しまとも防御することが出来なくなる。

　しかし神父は左手と左足を捨て、本命である鳩尾への攻撃にのみ対応した。

　神父は腹部による発勁で、雄一の左肘を弾き返した。

　攻撃した側が自滅するほどの強烈なカウンターだが、雄一の攻撃はそれで終わらなかった。

　雄一は深く腰を落とし、股こを切って馬歩となり、神父の左腕に沿うようにして右肘を心臓へと叩き込んだのだ。

「肘での連撃だから連れん環かん肘ちゆうとも言うわ！　ポイントはもちろん八極拳ではお馴染みの闖ちん歩ほよ！　深く腰を落とし、両足の拇ぼ指し球きゆうで回転して踵かかとを前方へ滑らせ、大きく足を開いた姿勢、つまり馬歩へと転換するんだけど、要よう訣けつとして捻ニン腰ヤオ切チエ胯クワなんて言われてるわね！」

　睦子は得意満面という様子だった。

「そういえば、私少し気になることがあるのですけど。最初に坂木雄一が受けた攻撃を猛虎硬爬山とおっしゃってましたし、今のもそうだとおっしゃってますわよね？　どちらも違うのではありませんの？」

　妃里が小首をかしげていた。

「あら、小西さんは猛虎硬爬山を知っているの？」

「私こう見えてもテレビゲームを嗜たしなみますのよ。確か格闘ゲームですと、猛虎硬爬山という技はこう掌で打つ技だったと記憶しているのですけど」

　妃里がゲームの技を見よう見まねでやってみせる。

「猛虎硬爬山って、流派によって結構違うのよね。けど、この技名が猛たける虎が山を駆け上ってる様子からつけられてるから、爬、つまり掻かくような動作は必須だと思うのよ。敵の攻撃をかき分けて進んでいく感じね！　とどめは掌だったり肘だったりいろいろバリエーションがあるんだけど――」

「技のうんちくはいいから、とりあえずここを離れるぞ！」

　続けさせるといつまで経たっても終わらないので雄一は遮った。

「神器とやらはどうしますの？」

「置いていく！　欲しい奴は勝手にもっていけばいいだろ！」

　敵が新たにやってくるとしても、神父の方に向かうかもしれない。そんな可能性を期待していた。

　雄一たちは慌てて移動したが、すぐにどこへ行けばいいのかがわからなくなった。

　由里香の向かった方に来てみたのだが、足跡があるわけでもなく、すぐに追跡できなくなったのだ。

「今、どういう状況だ？　まだ共鳴は続いてるのか？」

　立て続けに色々と起こって、状況を把握しきれていなかった。

「そうね。まずは武内さんのことが気になるわ。最近様子がおかしかったし。金曜日は学校にこなかったんでしょ？」

　それがいつのまにか何かに追われていて、怪我をしているという。

「探すにしてもな……」

　奈月のことは今知ったばかりでなんの手がかりもない。

「ふふっ！　私の力を見せてあげましょう。恩に着るがいいわ、坂木雄一！」

　そう言った妃里の姿が突然消えた。

　ばさりとその場に服が落ちる。

　服がもぞもぞと動いて、中から金毛の猫が現れた。

「……あー、そういう変へん化げもできるのか……」

　質量保存の法則はどうなってるんだとか、今さらなことを思う雄一だが、こいつらはこういう世界の住人なんだろうと無理矢理に納得した。

『この状態なら嗅覚が敏感になりますわ！　犬の獣人ほどではなくても、人間の数十万から数百万倍の感度がありましてよ！』

「その嗅覚ぶれ幅が大きすぎんだろ！　ま、それはいいとして、どうするんだ？　丸山さんを追うのか？」

『いえ、丸山さんが来た方へ行きますわ。彼女はどこかで怪我をした武内さんと出会っているわけですから、そこから武内さんを追跡することが可能かと思います』

「じゃ、それでいいや、行こうぜ！」

　猫と化した妃里が飛び出す。

　雄一は先を行く妃里を追い始めた。




　　＊＊＊＊＊




　奈月たちは地下へと逃げ延びていた。

　マンホールをくぐり、下水道を通って、さらにその奥へ。

　星せい辰しん市の地下に古来より張り巡らされていた地下道を、奈月と亜あ妃きは歩いている。

　石造りのその通路には汚水がたまっていないため、下水道よりも多少はましだ。とはいえ、壁はぬらぬらと濡ぬれていて、よくわからない虫が徘はい徊かいするここはお世辞にも衛生的とはいえないだろう。

　壁は所々ぼんやりと光っていた。多少光量不足ではあるが移動には不自由しない。

　奈月は夏休みに出かけた黒神島のことを思い出した。そこにあった宇宙船と種類は違うようだが、似たような雰囲気を感じている。

　彼女らがこんなところまでやってきたのは追っ手の執しつ拗ような追跡を撒まくためだ。

　地上はアルベルタが使役していた生なき僕しもべたちが徘徊していた。

　それらは一般人には気付かれないように動いているのだが、それも時間とともに怪しくなってきていた。

　命令をいつまでも遂行できないことで不具合が生じつつあるらしい。

　切羽つまっているそれらに見つかれば、その場で奈月を確保しようとあらゆる手段を講じてくることだろう。その際に一般人がどうなるかなど考えたくもない。

　地下に逃れ多少落ち着ける状況ではあるが、奈月の足取りは重かった。何度かの敵との遭遇で怪我を負っていたのだ。

　随分となまったものだと情けない気分になるのは、亜妃が無傷なためだろうか。

「奈月ちゃんは人を殺さなくなったって本当？」

「ええ。おかげでこのありさま」

　本当に弱くなったと奈月は自嘲する。

「んー、けれど、それ関係ないんじゃないかしら？　私もこの春から殺してないし」

「いや、さっき殺してたから」

「ああ、殺人鬼はノーカンじゃない？　あんなの殺したって雄一くんは許してくれると思うの」

「あなた……瀧たき澤ざわさん。坂木くんとはどんな関係ですか？」

　雄一は自分以外の殺人鬼とは関わりがないはずだった。

　出会ってからは殺人鬼に出くわしたとは聞いていないし、出会う以前から殺人鬼を知っているなら奈月を見て驚きはしなかっただろう。

「亜妃。亜妃って呼んで」

「亜妃……さん。それで」

「殺そうとしたら返り討ちにあったの。びっくりしたわ。あんなに強い子がいるなんて思わなかったから。しかもあれ、どう考えても手加減してるのよ」

　やはり雄一と戦ったことがあるらしかった。しかも雄一が勝っている。

　――結局、私は随分と手加減されていたということか……。

　雄一と戦った時のことを思い出す。それなりにいい勝負をしたと思っていたが、本気ではなかったのだろう。

「そしたらね、急にいろんなことが馬鹿らしくなってね。一目惚ぼれってやつかしら？　今までになく心がざわめいて。こんな感情を抱いたことがなかったから……」

　おそらくそれは恋愛感情ではなかったのだろう。だが彼女は敗北による混乱をそう解釈してしまったのだ。

「倒した敵が起き上がって仲間になりたがる能力……」

「なに？」

「坂木くんが倒した相手はいろいろあって結局仲間になっているから。私も含めてだけど」

「なるほどね。そんなにたくさんいるのかしら？」

　亜妃の言葉に含みがあるような気がして、奈月は言葉を間違えたかと後悔した。

　ここまでやってくる間に亜妃は特におかしな面を見せていないが、異常者ばかりの殺人鬼の中でもことさらに危険視されていたのが彼女なのだ。

　どうやら雄一に好意を持っているようだし、他の好意を持つ女子に敵意を持つことは十分に考えられる。

「あら？　なぜ怯おびえてるの？　ああ、私が雄一くんの仲間にちょっかいを出すかと思ったの？」

　亜妃は共感力が高く、人の心を察するのが上手い。それは幸せな人間を探しては殺してきた経験がものを言っているのかもしれなかった。

「大丈夫よ。そんなことはしないから。あなた何か誤解してない？」

「いえ、そんなことは」

　まさか正直に言えるわけもない。だがそんな心理も亜妃にはお見通しなのだろう。

「私は雄一くんの嫌がるようなことはしない。好かれたいなら当然の話よね」

　想像していたのとはまったく違う様子の亜妃に奈月は混乱していた。

　実際、ここにくるまでの間、奈月に対しては随分と親切だった。気分屋で暴力的な殺人鬼の面影はどこにもない。

「あなたが人に対して好意をもつなら、ヤンデレみたいになるのかと思ってた。束縛して、完全に自分の物になるように支配するような」

「私はあまり詳しくはないんだけど、ヤンデレというのを聞いた時意味が全然わからなかったわ。あれって自分しか見えてない人なんじゃないの？　相手のことなんてどうでもいいんでしょうね。好意が嵩こうじた結果だと言われても信じがたいわ」

　奈月たちは通路を適当に歩いていた。

　分かれ道ではあまり気配のない方を選ぶ。というのも、この地下道には得体の知れない何かが潜んでいるのだ。それらは積極的に動き回っているわけではないようだが、遭遇しないに越したことはない。

「この道はどこかにつながっているの？」

「多分ね。私も来るのは初めて。でも地上を行くよりましでしょう？」

「……今さらなんだけど、なぜ私を助けたの？」

　動機は、本人が言うことを信じるなら雄一に好かれるためなのだろう。だが、奈月をわざわざ助ける理由がないように思えた。

「あいつから指令が来たのよ。奈月ちゃんを捕まえろってね。私は他の人たちみたいに部下とかはいないし、まずは奈月ちゃんが最後にいた場所に向かってみたら、雄一くんがいたの。運命だと思ったわ！」

　あいつから力をもらい従者となった者は、啓示を受けることがある。それは指針であり、命令だ。

　一方通行の通信であり、必ずしも従う必要はないが、あいつを盲目的に信奉する従者はそれが勅命であるかのように行動していた。

「雄一くんが、奈月ちゃんと友達なのは知ってたから。これは助けないとって思ったの」

「坂木くんに相談すればよかったのでは？　一緒に行動するチャンスだったと思うのだけど」

「そんな……恥ずかしいし……」

　亜妃は頬ほおをそめてうつむいた。

　いい大人とは思えない初心うぶな反応だが、奈月は何も言わなかった。下手に煽あおるのはまずいと思ったのだ。まだ彼女の許容範囲を掴つかみきっているわけではない。

「なぜあいつの命令に従わないの？　従者なら喜んで従うものでは？」

「あいつには興味がないから。力をくれるって言うからもらったし、後は好きにすればいいってことだったからそうしてるだけね」

「それはおかしい。だったらなぜ私を追うの？」

　好きにしていていいなら、奈月のことも放っておけばいいはずだ。だが、あいつは追っ手を放ち奈月を生け捕りにしようとしている。

「さあね？　けど、奈月ちゃんがもうほとんどただの人間に戻りかけてるのが関係しているのかも。そればかりは羨うらやましいわね」

　一瞬殺気が膨れ上がり、すぐに霧散した。

　この激情がある限り、彼女が元に戻るなどありえないだろう。

　今では、奈月の殺人衝動はほとんど失われていた。その点で亜妃と奈月には明確な違いがある。

「私もね、人を殺さなければ雄一くんに受け入れてもらえるかもしれない。実際に更生した奈月ちゃんは、友達としてやっていけているわけだし」

　そう言う亜妃は実に無邪気で、楽観的だった。

　そのまま奈月たちは進み続けた。

　特に変化のない地下道を歩き続け、さすがに不安になってきた頃、二人は開けた場所に出た。

　ドーム型のホールだ。

　直径は五十メートルほどだろう。中央には石造りの祭壇らしきものがあり、周りには篝かがり火びらしきものが焚たかれている。

「やあ」

　祭壇の上に人が立っていた。

　奈月と亜妃は咄とつ嗟さに引き返そうとし、それが叶わないことを知った。

　入ってきた通路は鉄格子で塞がれていたのだ。

「ここまで来て逃げることはないだろ？」

　男だ。通学路で出会った青年。奈月がもっとも出会いたくなかった相手。

「どうやって……」

「どうやって見つけたかと言えば、地中は僕のテリトリーだからだよ。逃げ込む先を間違えたね」

　奈月は亜妃を見た。はめられたのかと思ったのだ。

　だが亜妃も驚いていた。ここにあいつがいることなど知らなかったのだろう。

「どうやってここに来たかといえば、こんな遺跡は世界中にあってたまに利用してるんだよ。この祭壇も僕を崇あがめるためのものだね。だから出入り口は知ってるんだ」

「いったいなにがしたいの!?　なぜ私を追うの！」

「僕は従者を束縛しない。それぞれが自由に活動してもらえればと思っている。だから誰がどこで何をしていようと基本的には関知しない。けれど、それは本分を忘れなければという話だよ。人を殺さなくなった、なんてことじゃ困るんだ。君の仕事は人間を減らすことだよ？」

　こいつは、人殺しの神だ。

　死と戦争と疫病の神。

　人に対して災厄以外の何ももたらさない、ただ殺人だけを目的とした、殺人鬼どもが崇める神。

「従者なんて他に選べばいい！」

「一度決めたものをそう簡単に変えるなんて馬鹿げているよ。そりゃ死ねば仕方がないけどさ」

　青年が祭壇から飛び降りた。

「でも、不思議だな。なぜそこまで頑かたくなに僕を否定するんだろう」

　青年が奈月の方へとゆっくり歩いてくる。

　今さら隠す必要もないということか、青年は神気をあらわにしていた。

　それを感じただけで奈月は動けなくなる。

　吐き気がした。

　何もかもをぶちまけてしまいたくなる衝動が奈月を襲う。

「君に付けた切り裂きジャックは随分と弱くなっただろう。一時期正体が判明したなんて噂うわさだったからね。切り裂きジャックの強さの源泉は正体不明なところだよ。デマでもなんでも正体がわかったなんてニュースが流れればそれだけで問題だ」

　ただ近づいてくる、その一歩一歩が死ぬほどに恐ろしい。

　奈月の身体はいつの間にか震えていた。身み動じろぎを抑えられない。自分の身体ではないようだった。

「だからね、新しいのを用意してあげるよ。そうしたら大丈夫。人を殺したくて仕方がなくなるから」

　わざとなのか、青年の歩みは遅い。

　奈月は悲鳴すら上げられなかった。何をすることもできなくなっていた。

「そこまで怖がられると少し悲しいよ。それとも何か覚えているのかな？」

　覚えている。

　ただ恐怖だけを覚えている。

　こいつには敵かなわないと身体が記憶している。

　青年が近づいてきた。

　まだ、遠い。

　だが奈月の恐怖は限界に達しようとしていた。

　そこで亜妃が飛び出した。

　奈月には黙って見ていることしか出来なかったというのに、亜妃は動けたのだ。

　だがそれにどれほどの意味があったのか。

　亜妃はあっさりとはじき飛ばされた。

　青年は向かってきた亜妃を手で払いのけたのだ。

　だが、それだけで亜妃は身動きできないほどに壊されていた。

　ガードした腕をへし折られ、肋ろつ骨こつを砕かれ、かなりの距離を飛ばされて床に倒れていた。

　奈月の意志はバラバラになっていた。

　一部は逃げようとし、一部は反撃しようとし、一部は自死しようとしている。

　結果、動けない。その場で立ちすくむことしかできない。

　もう、終わったのだろう。

　奈月は殺人鬼になった時に一度死んだようなものだ。

　以前の記憶は朧おぼろげでよく覚えていない。

　なので今の記憶も、人格も、仮初めのものだ。それがまた壊されて、新たに作り直される。より強力な、慈悲のない殺人鬼として生まれ変わらされる。

　そんなことに納得出来るわけがない。

　奈月は今の自分が最善とはいえなくとも、それなりに上手くやれていると思っていた。普通の人生を送ることができるかもしれないと思っていた。

　だが逆らう気はなくなっていた。

　この場でソレに会った時点ですでに終わっている。最初に逃げだせたことはまさに僥ぎよう倖こうだったのだ。

　所詮、普通の人生などとは虫のいい話だった。

　今の自分は変質し、再び殺人鬼として生まれ変わる。

　否いや応おうなくそうなるのだ。逃れる術すべなどない。

　足下がふらつき、立っていられなくなる。

　感覚が失われていき、もう自分がどんな姿勢でいるのかもわからない。

　情けないほどに涙が流れ落ちていたが、そんなことも段々とわからなくなっていく。

　視界が狭まり、音が消えていった。

　全てが、遠くなっていくようだった。

「武内！」

　だが、聞こえるはずのない声が奈月に届いた。

「そこをどけ！」

　その声に奈月は我を取り戻した。声に従い、横に動く。

　派手な音が鳴り響いた。

　鉄格子が歪ゆがみ、フレームから根こそぎはじき飛ばされる破砕音。

　鉄格子が奈月のすぐ側そばを飛んで行き、瓦が礫れきが足下に散らばる。

　奈月は振り向いた。

　坂木雄一が、そこに立っていた。







第七章　とりあえず殴れば解決するらしい







　雄ゆう一いちたちは猫に変化した妃ゆ里りに先導されて、地下道の奥へとやってきた。

　そこには鉄格子で閉ざされた部屋があり、中には三人の人間がいた。

　奈な月つきと、春休みに蹴り飛ばした『殺神鬼』の女と、先ほど出会った『邪神』の青年だ。

　雄一は、中の様子を見て即座に鉄格子を破壊することに決めた。

「武たけ内うち！　そこをどけ！」

　奈月が自失状態にあるのがわかる。

　だが、それでも奈月はふらりと体を動かした。

　――降ふる神かみ！

　瞬時に人間の限界を超えた力を振り絞る。

　掌てのひらを突き出し、鉄格子を力任せに打つ。

　鉄格子はその力に耐えきれず、歪みながら飛んでいった。

　雄一は中に入り込んだ。

　奈月に駆け寄り抱き抱える。限界だった奈月は力を無くし、雄一に身を委ねた。

　とりあえず奈月を助けに入ってはみたが、雄一には状況がまるでわからない。

　雄一はあたりを見回した。

　ドーム状の広い空間で篝火の焚かれた祭壇が中央にある。

　壁面は壁画のような、文字のような物でびっしりと埋め尽くされていた。

　少し離れたところに殺神鬼の女が倒れている。腕が折れ、胸が陥没している。まだ生きてはいるようだが、放っておいては命にかかわるだろう。

　そして『邪神』。

　目の前、数メートルほどの位置で雄一たちを不思議そうに見つめていた。

　やはり優男の印象しかなく、とても邪神だなどとは思えない。

「君たちとはさっき会ったね。僕を追いかけてきたのかい？」

「そんなわけねーだろ。武内を助けに来ただけだ」

「君たちは知り合いなのかな？　そういえば奈月くんは普通に学校に行っていたみたいで驚いたんだけど」

　雄一は奈月を見た。

　子供のように泣きじゃくり、力なく雄一にしがみついて震えていた。

「お前……一体何しやがった！」

「君に説明する必要があるんだろうか？」

「邪神がどうとか言ってたよな！　これも争奪戦の一部なのかよ！」

「ああ、それには関係者として答えてあげるよ。これは争奪戦とはまるで関係がない。どう言えばいいんだろうな。たまたま出かけた先で家出した子供を見つけたから連れ戻すことにした、ってところかな」

「お前、武内の身内なのか？」

　身内なら何をしてもいいわけではないだろうが、話は多少難しくなるだろう。家族にしかわからない問題もあるからだ。

「まあそんなものだと思ってくれたらいいよ。ちなみにそこに倒れている子も同じような関係だから、君は気にしなくていい」

「そんなわけに行くかよ！　悪人かもしれねーけど、死にそうなら病院に連れて行くしかないだろうが」

　淡々とした口調に雄一は腹が立った。全てを見透かしたような、俯ふ瞰かんしているかのような口ぶりだ。

「それぐらいなら死なないと思うけどね。手加減はしてるから。それはそうと君たちはどうするつもりなんだい？　人のテリトリーにずかずかと入り込んできて、さっきから文句ばかりだ」

「武内とそこの人を連れて帰る。お前は勝手にここにいりゃいいだろ」

「それは困るな。奈月くんは必要なんだよ。そこに倒れている、瀧たき澤ざわ亜あ妃きと言ったかな？　その子なら連れて行ってもいいけど」

「お前の言い分なんか知るかよ。力ちか尽らずくでもそうさせてもらう」

「うーん、困ったな。別に僕にはここで君を殺す理由はまったくないんだけど、あまりしつこいようならそうすることになるよ？」

「脅しかよ」

「予告かな。別に僕はどっちでもいいよ」

　問答無用というわけではないらしいが、地上の時とは違いやる気はあるようだ。

　こいつは強い。

　雄一はそれを肌で感じていた。

　人は殺気と呼ぶかもしれないが、雄一はそれを曖昧に考えてはいない。

　相手の口調、顔色、態度、姿勢、視線、呼吸、脈拍。

　諸もろ々もろを総合的に判断した結果を殺気として捉えているのだと考えている。

　戦う前から負けることなど考えはしない。だが、睦むつ子こたちをかばいながらでは勝負にならないだろう。

　――どうする？

　自分一人ならいい。戦いに全てを委ねるのも、逃げるのもいいだろう。だが、この状況でそれは許されない。

　戦えば周囲の人間が巻き込まれてしまうかもしれない。全員を連れて逃げるのも無理かもしれない。

「話し合いで解決できないか？」

　駄目元で雄一は言ってみた。

　勝手なイメージではあるが、相手は邪神という割には理性的だ。交渉でどうにかなるかもしれない。

「無理じゃないかな。今のところ僕は奈月くんを手放すつもりはない。君は奈月くんを連れて行きたい。そこはお互い妥協できる点じゃないだろう？」

　無理だとは言うが話には応じてきた。やはり話は通じるのだ。

「ねえ？　今のところ、って言ったわよね？　じゃあ、しばらくしたら手放してもいいってことなのかしら？」

　睦子が横から口を挟んでくる。

「なんだかんだで色々と話しちゃってるし、今さら突き放すのもなんだよね。そうだよ。ちょっとした儀式を行うから、それが終わったら自由にしてくれていい。ただ、その場合奈月くんが君についていくかはわからないけどね」

「どういう意味だよ？」

　含みのある言い方に雄一は反発した。

「奈月くんに付けている殺人鬼のアーキタイプは切り裂きジャックだってことは知ってるかな？　どうもそれが最近弱くなってきたみたいだから、別のに切り替えようかと思ってるんだよ。殺人衝動も弱くなってきてるから、強化したりね。そうなると、今の人格が保てなくなる可能性がある」

「……武内を殺人鬼にしたのはお前なのか？」

　ぞわりと怒りがこみ上げてくる。

　奈月の殺人衝動が邪神に付与されたものだとしたら、意に沿わない人殺しを強要されていたことになる。そんなことを許せるわけがない。

「ん？　何か誤解してないかな？　彼女が人殺しなのは元々だよ。僕が無理強いしてるわけじゃない。人殺しと簡単に言うけど、案外これが難しいんだよ。人は人を殺すようにはできてないんだ。人を殺すには心理的に相当な高さのハードルがある。だから僕が従者に選ぶのはそれを飛び越えることのできる素質のある者だけなんだ」

「お前何がしたいんだよ！」

「だから人殺しだよ」

　あまりにストレートな物言いに雄一は言葉を失った。

「僕は死を司つかさどる神だ。もっとも事故死やら自殺なんかは含まれない。人殺しの神なんだよ。個人間の殺人から戦争まで、幅広くやらせてもらっている。疫病とかウイルスも僕の管轄範囲だ」

「死に神ってこと？　ハデスとかタナトスとかそういうのかしら？」

　空気を読まない睦子がいつものように平然と聞く。

「うーん、そういう神話とは直接関係がないんだよね。とりあえずネルガルとは名乗っているんだけど」

「バビロニア神話ね！　でも死の神の側面はありつつも太陽神でもあるんじゃなかったかしら？」

「ほらね？　神話マニアみたいな人が色々言ってくるだろ？　だから神話とは関係がないって前置きしたんだよ」

「あなたが死に神だとして一体何をしてるの？　殺人鬼を作ってばらまいて、人を殺して？」

「本当は人類の絶滅が最終目標なんだよ。でも、一足飛びにそうはいかないから、地道に減らしてるんだ。できるならパンデミックを起こすのが一番いいんだけどね。それとか最終核戦争だとか。でもそれは僕だけでは荷が重すぎる。本体が目覚めてくれないとそこまではできないんだ」

「でも、それなら殺人鬼なんか使ってこそこそやらずに、がーっと殺しまくったらいいんじゃないかしら？」

「目立つのは駄目なんだよ。そうするとね、そこそこ強い、正義の味方ってのが出てくるんだ。だからちょっとずつやっていくのが結局効率がいいんだよ。草の根活動的なやつだね」

　人類絶滅。パンデミック。核戦争。

　飛び交う言葉にあまりにも現実味がなく、雄一の耳を素通りしていく。

「あぁ。それと君は神じん器ぎは宿してないけど争奪戦の参加者ということでいいのかな。一応説明しておくと、全部集めると願いは叶かなうけど、人類は絶滅するからね」

「は？」

「当然だろう？　人類を皆殺しにしたくて仕方が無い、邪悪な神が復活するんだよ。目覚めたらすぐにでも行動を起こすよ」

「わけわかんねーよ！　さっきから聞いてたら、お前がその神かのような言いぐさだろうが」

「僕は化身だ。ヒンドゥー教でいうアヴァターラってやつだね。本体は分割されて封印されているから、その代わりにあれこれとやっているんだ。争奪戦もその一部だよ」

「ちなみにオンラインゲームでプレイヤーキャラをアバターって言ったりするけど、その語源でもあるわね！」

「今、それはどうでもいいな！」

「さて。少しは付き合ってあげたけど、どうする？　僕も暇を持て余しているほうではあるけど、さすがにここでいつまでもこうしているわけにもいかないんだ」

「武内は返してもらう。力尽くでだ」

　雄一は決意を固め、再び言った。

　雄一は奈月を睦子に預けた。

「ゆうくん！　こっちのことは気にしないで！　こっちはこっちでどうにかするから！」

　雄一は睦子を信じることにした。

　完全に無視するわけにはいかないが、あまり睦子たちに注意を割くわけにもいかない。

　倒れている殺神鬼の女も気にはなるが、どうしても優先度は下げざるを得なかった。

「やる気満々なところ悪いけど、勝負にならないと思うんだよ。神器の力も使えない人間と神ではあまりに力の差がありすぎると思うんだけど」

「だからどうした？」

　雄一はネルガルを睨にらみ付けた。

　相手が強いのはわかっている。だが、それは戦わない理由になどなりはしない。

「うーん、困ったな。僕も弱い者いじめがしたいわけじゃないんだけど……そうだね。じゃあゲームをするというのはどうかな？　このゲームに勝てれば君たちを見逃すよ。奈月くんは今のままで、君たちもここから無事に出ることができる。ついでだから今後奈月くんには一切手を出さないとも約束しよう」

「随分と気前がいいな。ゲームでもなんでも好きにしろよ」

　直接戦わずともそれで済むなら構わないと雄一は考えた。ただ、あまり面倒なルール設定をされるのも困るところだ。

「そうだね。ごく単純にいこう。僕に触れることができたら君の勝ちだ」

「そんなんでいいのかよ？」

　雄一は簡単すぎるルールを聞いて呆あつ気けにとられた。

　だが、すぐに思い直す。一見単純に思えるルールに、トリックが仕掛けられていることもあるからだ。

「場所はこの祭壇の中だけだ。ドーム状の五十メートルほどの空間だよ。あまり長引かせても仕方がないから、時間は十分間としよう。君が負けた場合は君たちを殺す。こんなところでどうかな？」

「それでいい」

　結局普通に戦うのと大差はないと雄一は考えた。何にしろ負けて命が助かるなどと考えるのは虫のいい話だろう。

「でもこれじゃ勝負にならない気もするから大サービスをするよ。両手は使わないでおいてあげる。どうかな？」

　ネルガルは腕を組んだ。両手を封じたのだろう。だが、それは向こうも攻撃してくるつもりだということだ。

「勝手にしろよ」

「じゃあ今からゲームスタートだ」

　雄一はゆっくりと、ネルガルへと歩き始めた。
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　実のところ、こんなものは勝負でもなんでもないとネルガルは考えていた。

　本気で動けばその動きは人間などに捉えることは不可能だ。十分間適当に逃げ回るだけでも勝てるだろう。

　少年はルールに穴があるのかと訝いぶかしんだようだが、そんなせせこましいことをする必要はない。ただ肉体の性能を活用すれば、それだけで勝利を得ることができる。

　基本的にネルガルは人間を弄もてあそぶ神だった。

　今も奈月を手中にしたいだけなら、皆殺しにすればいいだけの話だ。

　なのにわざわざ話をし、ゲームだなどといって人を翻弄する。

　要は暇つぶしだった。

　愚かな人間があれこれと画策し、絶望のままに死んでいくのを観察する遊びでしかない。

　穏やかで物わかりがよさそうに見られもするが、やはり邪神の化身。その本質は邪よこしまだった。

　人が絶望に染まる様を見てみたいと自然に思ってしまうのだ。

　奈月を解放するつもりなどもとよりない。

　大盤振る舞いに思える約束も、果たされることがありえないから言ったまでのことだ。

　少年がゆっくりと歩いてくる。

　随分と可愛らしいとネルガルは思う。

　怒りを押し隠している様が実にそそるとネルガルは笑みを浮かべた。

　ネルガルに武術の嗜たしなみはない。

　そんなものは必要がないのだ。その速さと力があれば、技を行使する必要がまるでない。

　そんなネルガルから見ても、少年の歩き方は実に堂にいったものだった。

　軸がぶれない、安定した足の運びだ。

　隙がまるでなく、どこを攻撃されても反応する自信があるのだろう。

　だが、どれほどの技があろうが人間の反射速度には限界がある。それを超えた速度の前には為なす術などない。

　ネルガルの動きは音速を超える。音速の世界で認識し、事象を捉える。

　どれほど鍛えようとも、人間が太刀打ちできる存在ではないのだ。

　なので、両手を使わないなどとは言ったが、こんなものはハンデでもなんでもない。

　軽く蹴るだけでも必ず当たり、それだけで深刻なダメージを与えてしまうのだ。

　だが、すぐに終わらせるつもりはない。

　逃げ回るつもりも、攻撃するつもりもない。

　ネルガルはその場を動かずに、制限時間まで全てを躱かわし続けるつもりだった。

　少年が近づいて来て、ネルガルの前で止まった。

　両手を下げたままの自然な姿勢。

　ネルガルはそこから少年が何をし始めるのかと、期待を込めて見つめた。




　目の前が白くなった。




　一瞬何が起こったのかわからなかった。

　ドームの天井が見えていた。

　それで顔が上を向いているのだとわかる。

　慌てて顔を前へ戻すと、少年は顔の前に腕を上げていた。

　指を真っ直すぐに伸ばし、手の甲を見せ、肘を軽く曲げている。

　ぬるりとしたものが唇に触れる。

　ぽたりと床に落ちてようやくそれが血だとわかり、そして痛みを感じていることに気付いた。

　痛みは顔の中心で発生していた。

　出血は鼻からだ。鼻孔から血がしたたり落ちていた。

　――なにをされた？

　少年の構えはすでに攻撃が終わったことを示していた。

「触ったから俺の勝ちだよな？」

　勝ち誇るでも無く、少年は淡々とそう言い放った。
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　逃げ回られることを恐れていた雄一だが、余裕なのか、雄一をなめているのか、ネルガルはその場を動こうとはしなかった。

　目の前に立ってもそれは変わらず、ネルガルは微笑を浮かべているだけだ。

　雄一はそれならばとただ一撃を加えた。

　実にあっさりとその攻撃は当たった。

　初速の速い攻撃は格闘技にそれこそ無数にあるだろう。

　より速く、より強く、より正確に。初撃を確実に当てることはどの武術でも重要視されている。

　雄一は知る中で最速の攻撃、通背拳の[image: ]しゆつ掌しようを選んだ。

　腕を鞭むちのように使い、手首のスナップを利かせて手の甲で相手の顔を打つのだ。

　ネルガルはその一撃に反応できず、棒立ちのままその攻撃をくらった。

　触れさえすればいい。ただそれだけのための一撃だ。本来ならそこから連撃が始まることだろう。

　だが雄一はその一撃に止とどめた。

　ルールに則のつとるならそれでいいと考えた。

「触ったから俺の勝ちだよな？」

　何をされたのかまるでわからないというような、ぼんやりとした顔をしているネルガルに確認する。

　約束を反ほ故ごにするというならそれまでだ。

　戦うしかない。

　だが、雄一はこの距離でなら負ける気がしていなかった。

「うん？」

　状況をよくわかっていないのか、ネルガルが小首をかしげる。

「ああっ！　なんかごまかす気だわ、そいつ！　散々なめた感じのことを言ったせいで引っ込みがつかなくなってる感じよ！」

　ネルガルは鼻をぬぐい手に付いた血を見る。そして愕がく然ぜんとした表情になった。

「勝ちなんだよな？　もう武内には二度と手を出さないし、俺たちは無事にここを出られるってことなんだよな？」

「ま・さ・か。お偉い神様が！　人類を滅亡させるとか大口叩たたいてる神様が、こんな程度の約束を守らないとか言い出すのかしら!?　それはそれで面白いから、言ってみてもらいたいものだわ！　さあ！　吐いた唾を飲んでみせて！　そんなの知らないなー、そんな約束したっけ？　ってとぼけてみせてよ！」

「いや、姉ちゃん……必要以上に煽あおるなよ……こいつ、余計に引っ込みがつかなくなるかもしれないだろうが……」

「えー!?　だって、こんなあっさりと食らっちゃうなんて思わないじゃない？　口だけじゃない？　なんか全てわかってますよー、この事態の裏側を知ってますよー、黒幕ですよー、みたいに大物ぶってこれはないんじゃない!?」

「いや、だから……」

「君の勝ちだよ。約束は守る」

　やっとのことでネルガルは言葉を絞り出した。

　内心は腸はらわたが煮えくりかえるような心持ちかもしれないが、それはおくびにも出していない。

「武内にはちょっかいを出さない。俺たちは無事に出られる。それでいいよな？」

「ああ、それでいい。神が約束を違たがえるわけにはいかないからね」

　ネルガルはどうにか平静さを取り戻したようで、その口調に焦りは見受けられなかった。

「けれど一つだけ教えてくれないか？　僕は音速を超える攻撃だって視認できる、躱かわせると自負している。それがなぜだ？　さっきのはなんだ!?」

　落ち着いているつもりなのかもしれないが、やはり驚愕が言葉に滲にじみ出ているようだった。

「通背拳の[image: ]掌だよ。けど、別にどんな技だって当たったと思うけどな。攻撃なんて当たるタイミングで打てば当たるもんなんだよ。俺は人外の化け物と何回か戦ってきて、それでわかったことがあるんだ。結局どんな化け物だったとしても人間と変わりないんだよ。お前もそうだ」

「人間？　この僕が？」

　そんなことを言われることがあるとは思っても見なかったのだろう。ネルガルは驚きを隠せてはいなかった。

「なんて言えばいいのかな。人間の想像力の範はん疇ちゆうを超えてないっていうか。人間の思考形態を持っていて、反応が人間なんだよ。だから武術のロジックが通用する。人間と同じように意識の死角が、意識の空白が存在する。こんなもんでいいか？」

　だからそれほどの速さは必要ない。タイミングの問題なのだ。

　意識は連続しているものだと人は思っている。

　だが実際は違う。アナログではなくデジタル、断続しているのだ。なので意識が空白になり、何も認識できない瞬間がある。

　そこで打てば当たる。

　その瞬間に移動すれば消えたように見える。

　だがそれは容た易やすいことではない。他者の意識の空白など普通は読み取れるものではないからだ。

　だが伝統武術の中にはそれを可能とする技術が存在する。雄一も聴ちよう勁けいの延長線上の技術としてそれを使いこなしていた。

「さあ！　あなたはここにどこからやってきたのかしら？　無事に出られるって話なんだから出口を教えてくれてもいいわよね！」

　ネルガルは雄一の答えを聞いて呆気にとられていたが、素直に出口を教えた。雄一たちが入ってきた入り口の反対側に地上への出入り口があるのだ。

「じゃ、とりあえず帰りましょう！」

「帰るのはいいとして、俺結局何をしようとしてたんだっけな」

　邪悪を探せと言われて街にきて、早速遭遇したところで共鳴が始まり、勇者の由ゆ里り香かがやってきて奈月の危機を知り、天てん狗ぐがやってきて、由里香がどこかへ行き、神父がやってきて天狗を倒して、神父を倒して、妃里が猫になって奈月の匂いを辿たどってここにやってきた。

「邪悪な存在と、武内を探し出すって目的は達成しているのか」

　争奪戦に関しては放置ぎみだが、だったらとりあえずはいいのだろう。

　雄一はちらりと睦子の方を見た。奈月は落ち着きを取り戻しているようで、自分の足で立っている。

　雄一は倒れたままの女に近寄った。

　まだ生きている。だが、腕はともかく肋骨が折れているのがまずそうだった。

　雄一は女を背負った。

　ネルガルをどこまで信用できるのかはわからない。

　だが、今は約束を守ってこれ以上は何もしないと信じるしかないだろう。

　ネルガルは立ち尽くしたままだった。

　雄一が出口へと向かうと、睦子と奈月がついてきた。妃里は猫のままなので足下だ。

「坂さか木きくん……私は本当にあいつから解放されたの？」

　隣を歩く奈月が、まだ信じられないという様子で聞いた。

「じゃないのか。あいつが約束を守るならな。武内はどう思う？」

「約束は守ると思う。多分」

「そっか。じゃ、よかったんじゃないか？」

「でも、約束以外の部分では何をするかはわからない、とも思う」

「ま、そればっかりはな。今後どんなことが起こるかなんてわかんないし。その時はその時だろ」

「うん……でも、本当に助けにきてくれてありがとう……」

　いつになく素直な反応で、雄一は照れくさくなった。

「雄一くん……」

　背中の女が細い声で言った。目が覚めたようだ。

「大丈夫ですか？　てか、喋しやべらないほうがいいですよ。胸をやられてますし」

「大丈夫、これぐらい……がはっ！」

　女の吐いた血が、雄一の肩をべったりと濡らした。

「ごめんね、雄一くん。もう死ぬね？」

「おーい！　気にしてませんから、そんなんで死なないでください！」

「うん。気にするなって言うなら気にしない」

　片肺が潰れているわりには朗らかな声で、意外に元気そうだった。

「あ、いや、多少は気にして、とは思うけどもういいです。それで、武内。この人とどういう関係なんだ？　なんとなくはわかるんだけど」

　殺人鬼仲間ということだろうが、そう口にするのはなんとなく躊躇ためらわれる。

「瀧澤亜妃。元殺人鬼。仲間モンスターの一匹で、仲間だから助けてくれた」

「うん。一部よくわからないけど、武内を助けてくれたんですね。ありがとうございます」

　どんな経緯でそうなったのかはわからないが、奈月を助けたというなら部活の仲間として礼を言うべきだろうと雄一は思ったのだ。

「雄一くん……私もう、死んでもいい！」

　亜妃が感極まった様子で言う。

「だから死なないでくださいって！　とりえず知り合いの病院に連れて行きますよ！」

　雄一は愛あい子この父親が経営する野の呂ろ総合病院に連れて行くつもりだった。知り合いなので何かと融通が利きやすい。吸血鬼が運営しているので、患者が化け物の類でも特に問題にはならないだろう。

「ねえ？　約束は、ここから無事に出られる、なのよね？　それだとこの部屋を出た瞬間に襲ってくるってことはないかしら？」

　雄一たちが部屋の出口に辿りついたところで睦子が聞いた。

「そんなしょーもないことするか？」

　雄一は振り返り部屋の中心部を見る。ネルガルはただ立っているだけで、何かをしでかそうとしているようには見えなかった。

「多分……しないと思う。神としてのプライドはあると思うから」

　奈月が少し考えてから言う。奈月が言うならそうなのかもしれない。雄一たちよりはあの男のことを知っているのだろう。

　背後を気にしながらも雄一は部屋を出た。

　特に何事も起こらなかった。

　少し進むと階段があり、雄一たちはそこを上っていった。

　しばらく上り続けて扉に辿り着く。

　扉を開けて入ってみれば、そこは剥むき出しの配管が這はい回っているボイラー室だった。

　扉はボイラー室側からではただの壁にしか見えない。一度出てしまうと、そこをどうやって開ければいいのかまったくわからなかった。

「ダンジョンゲーの一方通行の扉みたいね！」

「いいのか？　こんな所に勝手に入っちゃって」

「しかたないじゃない。他に出口はないんだから！」

　ホテルの地下のようだった。

　従業員の目をかいくぐってどうにかロビーへと辿り着く。

　そこでようやく雄一たちは一息吐ついた。

　だが亜妃は怪け我がをしているし、雄一は血を浴びているし、猫まで一緒だ。あまり悠長にはしていられないだろう。

　雄一たちはそそくさと出口を目指した。

　するとその出口から、見覚えのある少年が現れた。

　六ろく原はら弘ひろ道みちだ。

　駅前のカフェでネルガルと別れた後どこかへ行っていたようだが、なぜここに現れるのか。訝しんでいると電話が鳴った。

　雄一は背負っていた亜妃を下ろして電話に出た。

『おい！　一体どこにいっているのだ！　ずっと圏外ではないか！　駅前に行っても誰もいないし！　放ったらかしか！　我をなめておるのか！』

　千春からだった。地下では電波が通じないので当然だろう。

「ああ、ちょっと地下にいたんだよ。それでどうした？」

『共鳴がまた始まってるんだが！』

　共鳴は勝負に決着が付けば終わる。神父が天狗を倒した時点で一度終わっているはずだった。

「それでか。こいつが神器保持者なんだよな」

　ネルガルは弘道が神器を持っていると言っていた。

　弘道が近づいてくる。

「まさか、ここで戦うつもりかよ？」

　人がそれなりにいるホテルのロビー。弘道がどんな力を持っているのかはわからないが、ここで大規模破壊など行われては人的被害が甚だしいことになる。

「ネルガルの手引きか？　確かに無事に出たとは言えるけど」

　地上に出れば手を出しても問題ないということなのかもしれない。

　弘道は近づいてきて、間合いの外で大きく手を振った。

　雄一は、それに危機感を覚えなかった。

　手の軌道はてんで的外れで、動かずとも当たらないからだ。

　手に何かを隠し持っているわけでもないし、その動きをフェイントにして何か別の攻撃を仕掛けてくるわけでもなかった。

　なので、雄一はそれを無視した。

　弘道の手が、雄一の前方の空間を薙なぎ払う。

　眩暈めまいが、した。

　雄一は強烈な喪失感を覚えて跳び退のいた。

「ゆうくん！」

　雄一の慌てぶりに驚いたのか睦子が叫ぶ。

　視界が明滅し、歪み、定まらない。

　やはり何かを仕掛けてきたのかと考えるも、雄一の体内感覚は何も異常がないことを伝えてくる。

　ほどなくして視界は安定し、雄一は違和感を覚えた。

　視界が、おかしい。

　いや、おかしくはない。

　これが正常で、今までが異常だったのだ。

　雄一の視界からは人の役割をあらわす、うるさいほどの文字の群れが消えていた。

　弘道がにたりと笑う。

　何が起こったのかを雄一は悟った。

　雄一は、ソウルリーダーを失っていた。







エピローグ　幕間的ななにか







　亮りよう磨まは本と本棚が大量にある空間にいた。

　エンデの図書館だというそこに、亮磨の仲間たちも一緒に収容されている。

　手加減をされていたのは本当のようで、致命的な怪我をしている者は一人もいなかった。

　治療系の技術を持つ仲間を呼び出して治療にあたらせた結果、全員の怪我は完治している。

　そして実に騒がしいことになっていた。

　亮磨がこれまでに関係してきた美少女たちが一堂に会しているのだ。これで騒ぎにならないはずがない。

　これまでも状況によっては複数の美少女たちにせまられ、からまれ、内心は嬉うれしくありつつも辟へき易えきした態度で突き放したりしたものだった。

　だが今回は数が違う。

　総勢五十名ほどが、てんでばらばらに亮磨をめぐって睨み合っているのだ。

　――どうしろってんだよ……。

　美少女と縁があるからといって、亮磨は特に女あしらいが上手いわけではないのだ。

　なので亮磨はただその喧けん噪そうを見守っていただけだった。

「女三人寄れば姦かしましいとはいうけども、これはひどいね」

　この事態を引き起こした張本人とも言えるエンデがやってきて、視線は彼女に一斉に集まった。

「これじゃ、うるさくておちおち本も読んでいられない」

「お前、どこに行ったのかと思ってたら本読んでたのかよ……」

「ま、複数の世界観と接続するのも力を使うからね。一旦彼女らには消えてもらうことにしよう」

　エンデがそう言った途端、図書館内に静寂が訪れた。

　嘘うそのように静かになった空間には、亮磨とエンデがいるだけだ。

「え？　どうなったんだよ！」

「元の世界に戻ってもらっただけだよ。じゃあ、ちょっと話をしようか」

「わかったよ。で、話って？」

「神じん器ぎ争奪戦についてに決まってるだろ？　今後どうやって勝ち抜くかについてだよ」

「お前のその力があれば楽勝なんじゃないのか？」

　強力な仲間を呼び放題なのだ。何が相手でもそう後れをとることはないはずだ。

　邪神だという存在に負けはしたが、あれは参加者ではない。今後は無視してもいいはずだった。

「いや、このままじゃ危ういと思う。主に君のせいでね」

「どういう意味だよ」

「邪神と戦った時だってもう少しやりようはあったんじゃないのか？　あいつは君の仲間を殺さないように動いていた。それは途中からわかっていただろ？　だったら、一人や二人犠牲にして、仲間もろとも攻撃するなんてことをすれば、邪神も戸惑ったはずだ。殺したくないわけだからね。もしかしたら、間抜けなことに君の仲間を守るような行動を取ったかもしれない」

「そんなことできるかよ！」

「できるよ。できるし、それをしなくちゃいけない。君が仲間だと思ってる存在はその実、君の世界とはまったく関係のない、それこそ本の中の登場人物のような存在だ。それを消費したって問題ないだろ？」

「いや、でもそれは」

「大丈夫。登場人物なんだから、前のページに戻ればその存在はそこにいるんだ。君に必要なのはその割り切りだよ。それがないならボクがいくら手伝ったって無駄さ」

「だから！　そんなことできねーって！　あいつらは冒険を共にした仲間だぞ！　犠牲になんかできるかよ！」

「ま、そう言うだろうとは思ったから、修業の場所は用意しておいたよ」

　そう言い置いてエンデの姿が唐突に消えた。

「へ？」

『そこが修業場所だよ。自由に使ってくれていい。ボクの力も一部委譲してあるから、そこらの本を読んで君の仲間を呼び出すことも可能だ』

　エンデの声だけが聞こえてきた。

「ちょっと待てよ！　こんなとこでどうしろってんだよ！」

『しばらくするとボクの用意しておいた世界から敵があらわれる。その敵を倒せばそこから出られるけど、殺されたら最初からやり直しだ。大丈夫。いつか出られるよ。そこで何万回繰り返したって大丈夫。安心して何度でも殺されながら工夫してくれよ』

「っておい！　それだけかよ！」

　亮磨は、本と本棚しかない世界に一人取り残された。




　　＊＊＊＊＊




「さて亮磨はこれで大丈夫かな」

　実時間にして一時間ほどで亮磨は出てくるだろう。

　体感時間が何万時間になるかはわからないが、きっと逞たくましくなってくれることだろうとエンデは身勝手に頷うなずいた。

「でもこれだけだと坂さか木き雄ゆう一いちを相手取るには不安だな」

　坂木雄一は実に厄介だ。

　亮磨ではまったく敵かなわなかった邪神にあっさりと一撃を加えてみせたのだ。

　あのまま戦っていたらどうなっていたことか。

　エンデは雄一が勝ったのではないかと推測していた。

　あの場には睦むつ子こがいた。睦子が見ている前で雄一が負けるはずがない。そう思ったのだ。

「あれが『努力だけが報われる残酷な世界』の力、ということなんだろうね」

　エンデは睦子の世界観をそう名付けていた。

　その世界観の中では、努力をした者だけが報われる。生まれ持った才能や力にあぐらをかく者に牙を剥く世界だ。

　大抵の化け物はただ強い。生まれ落ちた時点で、存在した時点で強いそれらは努力をする必要がない。

　だがそれでは駄目だ。坂木雄一に勝てはしない。

　なので亮磨には努力をしてもらうことにした。

　散々死んで、やりなおして、工夫して。

　死に物狂いになってもらおうとエンデは思っていた。

「ま、そっちはいいとして根本的な対策をどうするかだね」

　亮磨の努力が、雄一に届くかどうかはわからない。こればかりはやってみるしかなかった。

　それも策の一つとして用意しつつも、もっと成功する可能性の高い策も必要だ。

　では根本的な対策とはなんなのか？

　エンデには一つの考えがある。

　それは雄一と睦子を分断することだ。

　二人の関係を断ち切る。

　そうすれば睦子の雄一に対する影響力は失われるはずだ。

　そしてエンデにはそれを可能とする能力がある。

　世界観の切り替え。

　これを雄一に対して行使すればいい。睦子の世界から雄一を切り離せばいいのだ。

「けれど、どうやって発動条件を満たすかが問題かな」

　エンデはその方法について、頭を悩ませ始めた。







あとがき







　お待たせしてしまいましたが６巻目です。

　いや、本当にお待ち下さっている方（いますよね？　いて欲しいんですけども！）には申し訳ないと思っております。

　５巻でも書きましたが、ここまで続くとは思っておりませんでした。ここまで続けられたのも読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。




　しかし、６巻目ともなるとあとがきって何をかけばいいんでしょう？

　だんだんと何を書けばいいのやらわからなくなってきております。

　趣味の話とかでしょうか。

　私は特にこれといった趣味を持っているタイプの人間ではないのですが、あえてあげるとなるとテレビゲームをプレイするのが趣味になると思います。

　そのテレビゲームなんですが、これってかなり時間を浪費する遊びなんですね。もちろんゲームの種類にもよるんですが、最近のＲＰＧは長時間化が顕著です。

　とりあえずストーリーをクリアするだけならそうでもないんですが、すべてのコンテンツを遊び尽くそうとするとそれこそ膨大な時間が必要になってきます。

　昔は、同じ敵を飽きもせずに延々と倒して、ドロップアイテムを吟味する、なんて遊びをやっていたわけなんですが、最近ふと、




　もうこんな遊び方はできなくなってしまったなぁ。




　と、悟ってしまいました。

　ま、仕事がなくなって暇で仕方がない、なんてことになれば話は別なんですがそれはそれで悲しいですね。

　あ、ちなみにそんなことを思ってしまったのはゼノブレイドクロスをプレイしている時です。

　メインシナリオはクリアしたのですが、膨大に存在するサブシナリオを全く消化できておりません。

　これ、全部やろうとしたらどれぐらい時間がかかっちゃうんですかね……。

　次にプレイしたいのは、ファイアーエムブレムifなんですが、これも三つあるというシナリオを全てクリアしようとするととんでもなく時間がかかりそうな……。




　そういえば、４巻の最後の方のある展開なのですが、これは取材した内容を参考にさせてもらっています。

　ネタバレなので詳しくは書きませんが、実体験した方にお話を聞いたところあんな感じだということでしたので、そんな感じに書いてみました。

　ちなみにその方がそんなことになってしまったのは、猛虎硬爬山をもろに食らってしまったから、というものです。少々不謹慎ではありますが、ロマンを感じてしまいますね。




　そう言えば最近は作業場所を色々と変えて書いているのですが、喫茶店やファミレスの類に長時間いるのはなにか気が引けるものがありますね。

　席を占領していていいのだろうかと、そんなことばかり気になってしまってあまり捗らない気もしています。

　ネットカフェならお金を払って個室を占有できますので堂々としていられるのですが、ここはここで余計な誘惑が多すぎます。

　そんなこんなで色々と調べているとコワーキングスペースというものがあるとわかりました。

　一時利用でも丸一日で千円ぐらいの料金。電源と無線ＬＡＮが使えるなんてところがあったので、これなら便利なのでは？　と思ったのですが、コラボレーションでコミュニケーションでシナジーがどうとかの意識高い人が集まる場所っぽいので結局利用は諦めました。こちらは黙々と作業がしたいだけなんです……。




　それでは謝辞です。

　担当様、今回もいろいろとご迷惑をかけておりますが本当に申し訳ありません。（しかし、謝という字は礼にも詫びにも使えて便利ですね）

　イラスト担当のＡｎ２Ａ様。今回も素敵なイラストをありがとうございます。

　友美のチャイナ服最高です。あと、カバーにニーハオ・ザ・チャイナが出てるのも嬉しいです！




　それでは、次の巻でもよろしくお願いします。


藤孝　剛志
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